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一章　再会、そして文学少年の誕生





　キーンコーンカーンコーンと、お馴な染じみの音が授業の終わりを告げた。

　こんな非常識な学園でも、この音だけは変わらない。

　きっとこれでなくてはいけないという法律でもあるのだろう――こんな学園ででも鳴るぐらいなのだから。

　教師がそそくさといなくなると、教室はにぎわいを取り戻した。

　にぎわい？――狂騒とか狂乱の方が、表現として正確かもしれない。

「テメエ、なにガンつけてんじゃコラア！」

　ついさっきまでみんな黒板の方を向いていたはずなのに、そんな怒ど鳴なり声がした。

「上等だァ、体育館裏まで来いや！」

「へっ、次の授業までに終わらせてやるぜ！」

　さらに続いてガシャーンと窓ガラスの割れる音がした。

　慌てるには及ばない。それは山に登れば小鳥の鳴き声がするのと同様で、当たり前のことだ。窓ガラスというのは、休み時間になれば割れるものなのである――少なくとも、この学園では。

「ぎゃあああああああ！」

　クラスメイトの一人が悲鳴をあげて転がった。窓ガラスをぶち割って飛んできたものにやられたらしい。窓ガラスは、教室と廊下を隔てるものだ。

　廊下の方から、タッタッタッと何者かが逃げ去る足音がする。

「大丈夫かヨシオ！　ヨシオォ！　無事か!?」

「俺おれのことは構うな！　追え！　追って殺せ！」

「野郎、生かしておけんぜよ！」

「ヨシオの弔とむらい合戦だ！」

　クラスメイトの数人が、けたたましく教室から走り去っていった。彼らは、次の授業までに帰ってくるだろうか？　――きっと、帰ってくるだろう。

　授業を受けることは、この学園で唯一のルールなのだ。休み時間にどれだけの血が流れようとも、この決まりだけは守ることになっている。

　この学園は普通よりもバカが少しだけ多いから、決まりごとも少しだけ違うのだ。転校してから一週間、ぼくはそのように理解していた。

　毎度のことながらなんてツッコミどころの多い学園だろう……！

　机の中で自作のハリセンをぎゅっと握り締め、ぼくは目に入るバカたち一人一人の頭を片かたっ端ぱしから叩たたいてまわろうと席を立ち上がる。だがその機先を制するように、

「みなさん、もうすぐ授業が始まりますよ」

　学園で唯一の良心ともいえる〈クラス委員長〉が号令をかけ、教室はピタリと静かになった。

　なんと頼もしい三つ編み眼鏡めがねだろう。このクラスの常識は彼女の三つ編みと眼鏡にかかっていると言っても過言ではない。どんなヤンキーも、その言葉には従うのである。

　教室外に出ていた者たちもぞろぞろと帰ってきて、狂騒、あるいは狂乱は、あっさりと幕を閉じた。その様子を見計らって、教師がやってくる。地雷原の真ん中で授業をしなくてはならない彼らは、いつでも怯おびえた顔をしている。

　公立毒マムシ学園――なんだって公立なのにこんな名前をしているのだろう？

　偏差値不明。調べようとも思わない。２とか３であっても、ぼくはちっとも驚かない。

　バカの殿堂としてその名を馳はせる学園である。今どき珍しい〈ヤンキー〉を生で観賞できる貴重な文化財でもある。

　まだ二学期が始まって間もない九月。ぼくこと五十嵐いがらし真しん太た郎ろうは、ここに転校してきた。

　もちろんぼくの偏差値とはちっとも釣り合っていない。これまでエリート街道をひた走ってきたぼくの偏差値は、70オーバーだ。前の学校では常にナンバーワンだった。

　にもかかわらず、ぼくはこの毒マムシ学園へ転校を希望した。

　この決断には親も前の学校の担任教師も、泡を食って反対した。それはそうだろう、自らエリートの道を捨てて、こんなヤンキーだらけのバカ学校に転校するなんて。彼らには意味不明な自殺行為にしか思えなかったに違いない。

　しかしぼくは彼らの言葉に一切の聞く耳をもたず、断固として転校を希望した。

　自ら望んで、〈毒マムシ学園〉に転校してきたのだ。

　もちろん怖くないはずがない。自慢じゃないが腕っ節は弱い。そこらのヤンキーとケンカになったら芸術的な瞬殺をされる自信がある。

　だけど、恐怖を上回る目的が、ぼくにはあった。

　ぼくはこの学園で、幸せになれることをまったく疑っていない。

　権ごん田だ原わら凛りん子こ――これはぼくの幼おさな馴な染じみの名前である。

　幼少のみぎり、ぼくは彼女とひとつの約束をした。

『いっしょに東大に合格しようね』――当時流は行やっていた某漫画の影響をモロに受けたこの約束があったからこそ、ぼくはガリ勉をしてきたのである。ぼくがエリートコースにいたのは、生まれつき頭が良かったからでも、特別な塾に通っていたからでもなかった。

　権田原凛子――凛りんちゃんとは、ある時期を境にして会えなくなった。親が言うには、外国に引っ越したらしい。理由は知らされていない。何もかも不明のまま、忽こつ然ぜんといなくなった。

　だけど会えなくなった彼女が約束を忘れていなければ、ぼくと彼女は東大で再会できるはずなのである。その美しき夢を信じて、ぼくはエリートたるべく努力を続けてきた。

　美しく成長した幼馴染との、最高学府での再会――それが、ぼくの夢だった。



    

  
    
      



    

  
    
      　だが今年の夏に、聞き捨てならない噂うわさが耳に届いた。

　彼女が、バカの名門として名高いこの学園に通っているらしい。

　ぼくはいてもたってもいられなくなった。彼女はいつの間に日本に帰ってきていたのか？　どうしてぼくとの約束があるのに、こんな学園に通っているのか？

　噂は噂――しかしとても無視できるものではない。

　だからぼくは、ここに来た。

　ぼくは、彼女に何も怒りを抱いていない。

　彼女にもきっと何か事情があるのだろう。だったらぼくは、喜んでその事情を解決する手伝いをしようじゃないか。約束は、その後で果たせば間に合うのだ。

　とにもかくにも、ぼくは彼女に会えるのだ！

「あ、あのう、みなさーん、聞いていますかー？　大事なところですよー」

　……困惑に染まりきった教師の声が、ぼくの物思いを破った。

　あたりを見回すと、クラスメイトたちは一人残らず突っ伏して眠り込んでいた。それぞれの手に鉛筆がしっかりと握りこまれているあたり、授業を受ける意志はあったのだと言い訳している。悲劇的にバカな連中だった。……なんてひどい学園なのだろう。

　だけど大丈夫、ぼくは確信している。

　ぼくはきっと幸せになれる――凛りんちゃんと再会できるのだから。





　公立毒マムシ学園は、都会から隔離された片かた田舎いなかにある高校である。監獄のように薄汚いコンクリートの直方体で（バカみたいに単純な形をしている）、猫の額のようなグラウンドと雨漏りする体育館がセットとして付属する。

　青春なんてクソ食らえといった感じのボロさである。これを目にした者の何割が、これが学まなび舎やであると正しく理解できるだろう？　ボランティアでカンボジアに学校を建ててやる前に、まずはこの学園を何とかしろと言うべきものだ。

　そしてこんな特殊な学園に通う生徒たちは、やはり特殊である。『バカ』の一言で済ませても構わないが、より深い理解を得ようとするなら、入学式での校長の挨あい拶さつを引用するのが手っ取り早いだろう。転校生のぼくは入学式には参列していないが、転校手続きの際に、その様子をビデオで見せられた。

　壇上にあがった学園の最高権力者――通称〈地獄校長〉は、やたらとエコーのかかったおどろおどろしい声でこう言った。

「まず初めに明確にしておかなければならないことがある――おまえたちはバカだ。

　今、俺おれの前には百二十人の新入生が整列しているが、俺には動物園の猿山を見ているような気分がする。事実、おまえらの中に人類に値するだけの知能を持った者は誰だれ一人としていないだろう。言うまでも無くそんなおまえらを迎えてくれる学校は、この毒マムシ学園の他ほかに存在しない。

　しかしここも高等教育機関である以上、義務教育ではない。俺おれたちは猿を猿のまま社会に放つことはできない。故ゆえに、おまえらには授業を受けてもらう。俺は他ほかに何も求めない。髪を染めても良いだろう。どんな服を着ても許そう。ケンカも自由にしてくれて構わない。細かい校則を決めても、どうせおまえらは憶おぼえきれないだろうから。

　俺がおまえらに求めることはただひとつ、授業を受けることだけだ。

　授業を受けて、その猿以下の知能を人間として最低限のレベルまで高めてもらいたい。

　俺たちはそのためのカリキュラムを用意してある。

　そして断言しよう。この学園を卒業できないような奴やつは、人間失格だ。

　そんなクズの生きる場所は、この格差社会のどこにも用意されていない。そう、動物園だっておまえらのための檻おりは用意してくれないだろう。その事実をバカなりに理解して、卒業できるよう最低限の努力をしてもらいたい。以上――」

　――毒マムシ学園に通う者たちとは、そういう生徒であるらしい。

　さらに具体的な説明として、ぼく自身がまとめた彼らの生態レポートを示そう。

　中には成績が悪いだけの普通の生徒もいるが、生徒のおおよそ八割以上は左記のような〈ヤンキー〉である。



①ファッションについて――学ランにリーゼントはもう古い。服装の規則が無いため、毒マムシ学園のヤンキーファッションはよりスリリングかつ世紀末的である。現在のトレンドは、両肩にトゲトゲのついた鉄製プロテクター付き革ジャンを、素肌に羽は織おるというものである。髪型は当然のようにモヒカン。肩のトゲが多ければ多いほど、モヒカンが長ければ長いほどクールであるとされている。

②学園生活について――その生活様式は猿山の猿と類似しており、少しでも上のランクを目指して毎日ケンカをしている。ヤンキーたちはみんな最高位のヤンキー〈番長〉の勢力下にあり、その命令に従って授業は常に出席するよう心がけている。番長と地獄校長には何らかのつながりがあるようだ。

③使用言語について――基本的に語ご彙いは少ないが、時折むずかしい言葉を使うこともある。しかしたいてい用法が間違っている。また横文字も好んで使うが、たいてい用法が間違っている。自分を少しでも賢く見せたいというコンプレックスが垣かい間ま見える。

④コミュニケーションについて――コミュニケーションは暴力のみである。基本的に拳こぶしと拳で語る。しかし意外なことに、自分の言動にツッコミをいれられると非常に喜ぶ。周囲にツッコミができる人間がおらず、それが新鮮であるらしい。これは重要なことだが、彼らは人間らしいコミュニケーションに飢えた側面もある。



　ヤンキーには女もいて、そういう連中は〈レディース〉と呼ばれている。しかしその生態も基本的には男のヤンキーとまったく同様で、服装が少し違うだけである。

　まるで未開のジャングルに迷い込んだような気分がする。

　果たしてこんな連中も、ぼくと同じ人類だといえるのだろうか？



　　　＊



　ぼくこと五十嵐いがらし真しん太た郎ろうは、読書とツッコミをこよなく愛する理論派の人間である。

　形式ばったことが大好きで、身体からだを動かすよりも部屋に引きこもって本を読む方が好きなナヨナヨの文化系人間である。本だったら専門書だろうとライトノベルだろうとなんだって良い。

　そういった人種のご多分にもれず、ぼくは学業成績に優れ、その代わりひたすら体力が無い。ケンカをすれば昆虫にも負けかねず、ちょっと風か邪ぜをひいただけでも肺炎へとコンボが繋つながり生死の境をさまよいかねない。風が吹けば桶おけにぶつかり死ぬだろう。

　そんなぼくがこの学園で安穏と日々を過ごせていることには、もちろん理由がある。

　転校初日、ぼくが真っ先に思ったことは「なんてツッコミどころの多い学園なんだ！」ということだった。厚紙を折ってハリセンを自作しながら、そう思った。

　ぼくは理論派の人間である。間違いや矛盾をそのままに放置しておけないタチである。

　最初は身の安全のために我慢していたのである。だがある時トイレに行って、そこで洋式トイレに逆向きにまたがって流水レバーを握りながら「ギュイイイイン！　ドゥルンドゥルン！」と口で叫さけぶヤンキーを見たとき。ぼくの我慢は決壊した。「ゲーセンの体感バイクゲームか！」と、全力でそのヤンキーの頭をドツいたのである。死を覚悟した。しかしツッコミを入れられたヤンキーの反応は、ぼくにとって予想外のものだった。彼らは喜んだのである。バカだらけのこの学園、いわば生徒総ボケの状態なので、ツッコミというものは貴重であり新鮮なものであるらしい。それ以来、ぼくは学園で唯一のツッコミ役となった。東とう奔ほん西せい走そう――東にバカをするヤンキーがいれば、行ってハリセンでツッコミを入れた。西にバカをするヤンキーがいれば、行ってハリセンでツッコミをいれた。そしてその先々で――

「おう、今日もご苦労さん」

「おい、そっちばっかりじゃなくてこっちもツッコんでくれ！」

「ありがてえな、ナンマンダブ、ナンマンダブ」

　――などとわけのわからないことを言われるのであった。

　さらに加えて決定的な出来事があった。転校してきて間もないとある朝のことだ。ぼくたちのクラスに、教室のドアをブチ破ってバイクが突っこんできた。

　教室にバイク！――その侵入者は学園内をバイクで移動するという筋金入りのヤンキーだった！　いったい何が筋金入りなのか、語っているぼくにもよくわからないが、ヤンキーというのはハイクラスになるほど非常識になる。

「ア、アンパンが足りねえヨ……」

　その男は、焦点の定まらない中毒者の目つきでつぶやいた。

　筋肉と脂肪とで丸々とふくれ上がった、それこそ巨大なアンパンのような男だった。

　不幸にも教室の最前列、その男からもっとも近い位置にいたぼくは、彼にからまれてしまった。グイっと胸倉をつかまれて、ぼくの小柄な身体からだは軽々と持ち上げられてしまう。

　男は、導火線に火のついた爆弾のようなデンジャラスさを漂わせて、ぼくに凄すごんだ。

「お、おめえ、ちょっとアンパン買って来いヨ。お、俺おれのバイク、貸してやるからヨ」

　――そのときの返事が、ぼくの運命を決定づけたのだった。

「ぼくは免許もってないよ！　ていうか校内をバイクで走ったらダメだろ！　誰だれかを轢ひいちゃったらどうするんだ！　それがきみの大事な人かもしれないじゃないか！　ていうかどうやって階段を昇ってるんだよ！　想像するだに恐ろしいよ！」

　ぼくは多角的なツッコミを入れた。

　その切れ味に、教室がどよめいた。

「だ、大事な人、だと……」

　男は小さくつぶやくと、その瞳ひとみからキラリと涙を光らせた。身体が解放されて、ぼくはドサッと尻しり餅もちをつく。

「め、免許のことなんて、考えたことも無かったぜ。それに、そ、想像したことも無かった……大事な……大事なダチ公を轢いちまうことなんてヨ……。お、おめえ、頭良いナ」

　革ジャンの袖そでで涙をぬぐうと、彼は「ありがとヨ」と言い残してバイクで――しかしいつでもブレーキをかけられる徐行の速度で――教室を去って行った。

　尻餅をついたままのぼくを、クラスメイトの喝かつ采さいが包んだ。

「み、見たかよ！　あいつ、〈アンパン〉を黙らせたぜ！」

「なんてクソ度胸がある奴やつだ！　それになんて小気味良く、ロンリ的なツッコミ！」

「あの転校生は大物だぜ！」

　これは後で知ったことだが、その男――アンパンは〈毒マムシ学園ヤンキー四天王〉の一人として雷名を轟とどろかせる人物だった。転校直後からその男を退のけたぼくは、新たな伝説を生み出したことになったのである。

　こうして、クラスの何者もぼくをないがしろにできなくなった。むしろ絶滅を危き惧ぐされるパンダみたいに、手厚く保護されることになった。虫ケラよりもケンカの弱いぼくだが、ツッコミによって居場所を作り出したのである。

　東へ西へ、学園中にツッコミを入れて回るぼくのことを人々は〈嵐あらしの転校生〉と呼ぶようになった。二つ名を持つというのは伝説の持ち主ということであり、ヤンキーにとっては憧どう憬けいの的である。実はけっこう人気者なのだ。

　……ツッコミ役としての日常もそれはそれで妙に充実しているが、しかしぼくが転校してきた目的は別にある。

　本題に戻ろう。

　ぼくはまず、凛りんちゃんが学園のどこにいるかを探り当てなければならなかった。

　手がかりは名前と学年だけだった。探偵のように地道に、その名前を生徒たちにたずねてまわらなければならなかった。

　教師にたずねれば彼女がどのクラスか手っ取り早くわかりそうなものだが、この学園は教師と接触することも困難であった。彼らはヤンキーを恐れるあまりに、クラウチング・スタートから凄すさまじい速度で職員室と教室を往復するのである。その速さときたらウサイン・ボルトの世界新を彷ほう彿ふつとさせる。そして職員室を訪ねようにも、そこは厳重に施錠されていて生徒が立ち入りできないようになっている。冗談抜きで、鎖でぐるぐる巻きに封印されている。「悪あく霊りよう退散、世界平和、悔い改めよ、イエス！」とよくわからないテンションのお札まで貼はってある。この学園は教育機関として大丈夫なのだろうか。

　校門前で、彼女らしき人物が登校するのを待ち伏せるという手段もあった。だけどぼくは朝の校門が嫌いだった。何しろヤンキーたちはこぞってみんなバイク通学をする。そして恐ろしいことには、彼らは狭い校門を通過する際にいっさい減速をしないのだ。校門をロケットのように突き抜けるのが彼らにとってオシャレなのである。ぼくのように朝一番で通学するならともかく、早起きする根性のない徒歩通学の一般生徒は、無数のバイクの間をちょっとしたスーパーマリオ気分でくぐり抜けなければならなかった。そんなところで待ち伏せなんてしようとしたら、緑キノコがいくつあっても足りやしない。

　だから、とにかく、ぼくは学園の生徒を相手に地道な聞き込みをするしかなかった。

　しかし相手はバカばかりなので、それは困難極まりないやりとりだった。

　ぼくは他人を軽けい蔑べつするのが嫌いなので、本当はこんな言い方はしたくないのだが――事実なのだから仕方がない。

　彼らは掛け値なしのバカだ。もしもぼくがキリスト教徒だったら、彼らとマトモに会話が成立するたびに、神に奇跡を感謝しなければならなかっただろう。

　例えば、「権ごん田だ原わら凛りん子こっていう一年生を知ってる？」とヤンキーに問うと、

「今日の日替わり定食はゴンダワラ・リンコか。フランス料理か？　じゅるり」

　などと返事をされるのだ。会話が成立するというのは奇跡なのだ。

　だがついにようやく、たった今有力な情報を手に入れられた。

『権田原凛子は、放課後は文芸部室にいることが多い』

　文芸部！　それは彼女の精神が美しく成長していることを予感させる情報だった。ぼくの知性を例に出すまでもなく、文学は人を成長させてくれる。尊い何かを与えてくれる。この学園のヤンキーだって、文学でもたしなめば少しはマシになるだろう。

　それに、なんという天の配剤だろう！　ぼく自身も、転校する前の学校では文芸部に所属していたのだ。いや、これは偶然ではなく運命と呼ぶべきだろう。ぼくは幼おさな馴な染じみの時代に、彼女といっしょに『ズッコケ三人組』シリーズを読み漁あさっていた日々をありありと思い出した。

　絆きずなの深さが運命的な出会いを生むのだ！　彼女は何か事情があってこの学園にいるに違いないが、それもまたあたかもロミオとジュリエット。障害はかえって愛を激しく燃え上がらせるに違いない。

　その情報は、ぼくの幸福ゲージを50パーセントほど満たした。それは再会の瞬間に１００パーセントになる見込みだったが、この調子だと限界を超えてしまうかもしれない。時間はかかったが、幸さい先さきの良いスタートだった。

『権ごん田だ原わら凛りん子こは、文芸部室にいる！』

　幸せな想像が時間を押し流すように、放課後はあっという間に訪れた。思わずスキップしてしまいそうになるのを我慢しながら、ぼくは教室を飛び出した。

　当たり前だが、毒マムシ学園は部活動が活発な方ではない。名義ではいくつかの部が存在しているが、それらはすべて高ランクヤンキーたちの溜たまり場となっている。

　だが、文芸部はきっと違うのだろう。

　文化系の部室が固まっているあたりに近づくと、次第にひとけが無くなり、うら寂れた雰囲気が漂いはじめた。壁は落書きとひび割れまみれで、床にはほこりが積もっている。

　しかし見よ、彼方かなたに見える文芸部室だけは窓から煌こう々こうたる明かりがもれているではないか！

　やはり文芸部は他ほかの部とは違うのだ！　そこでは凛りんちゃんを中心として、毒マムシ学園にあってユートピアのようにマジメな部活動が繰り広げられているに違いない……。

　そうだ、ぼくはライトノベルを書こう。それも超甘々なラブストーリーだ。今のぼくはＯＬもうらやむ超恋愛体質といって過言ではない。このたぎる想おもいを書けば、目が眩くらむようなラブストーリーが出来あがるに違いない。

　ふっ、中高生の読者には目に毒かもしれないな。

　現実においても小説の世界においても、幸福なラブがぼくを待ち受けている！

　ぼくは文芸部室の扉を開けた。

　ノックをしなかったのは、痛恨のミスだった。

「何じゃあァ！　カチコミかァ！」

　怒声がぼくを撃ち抜いた。ぼくはビクリと身をすくませてから、我が目を疑った。

　何だ、ここは。ぼくは文芸部室の扉を開けたはずだったが……ＳＦ的な空間跳躍でも果たしたのだろうか。ぼくはその風景を、上う手まく理解することができなかった。

「ええい、今はそんなもん気にするな！　それどころじゃねえ！」

　もろ肌を脱いだ和服の美しい女が、部屋の中央で鋭するどい声をあげた。

「丁か半か！」

　その手は小さなツボを床に、さかさまに押し付けていた。上半身素っ裸の男たちが、一斉に野太い声をあげた。彼らは一様に、全身から湯気を立ち昇らせて、猛烈なオスの臭においを放っている。

「丁！」「半！」「半！」「丁！」「半！」「丁！」「丁！」「半！」「半！」「丁！」「半！」

　女が伏せられたツボを上げた。カッと眼光がサイコロを射抜く。

「半だ！」

　男たちが一斉に狂喜乱舞したり、あるいは床に頭を叩たたきつけたり転げまわったりした。同時に、大量の小銭がジャラジャラと人々の間を移動していく。

　これは……

　毒マムシ学園にあって、なお異様すぎるこの風景は……

〈丁ちよう半はんバクチ〉だ。

　ようやく頭が正常な回転を取り戻して、ぼくは理解した。

　古い文学作品で読み知ったことがある。それは日本の伝統的な賭かけ事のひとつで、ツボの中で二つのサイコロを振り、その合計が偶数か奇数かを賭けるゲームだ。

　賭と博ばくである。

　だけど、どうして凛りんちゃんがいるはずの文芸部室で、こんな賭博が行われているのだろう？　これではまるで、ヤクザのバクチ場ではないか!?

「さァて、一勝負終わったところで……そこの若いの！　あたしらに一体何の用だ!?」

　部屋の中心でツボを振っていた美しい女が、スッと威勢良く立ち上がった。

　スレンダーな体つきの女だが、その態度には堂々とした威厳がある。間違いなく彼女がこの鉄火場の主であろう。周囲の荒くれ者たちも彼女に一目置いている雰囲気があった。

　――なんと美しい立ち姿だろう。艶あでやかな和服を、肩口まではだけてもろ肌を覗のぞかせている。胸にはキリリとさらしが巻かれ、のぞく素肌には龍りゆうか桜の入れ墨か、遠目には判断のつかない鮮やかな色彩が乱舞している。

　いわゆるアイドルのような可愛かわいらしさではなく、抜き身の刃やいばみたいな切れ味の鋭するどさ。

　それは異次元の美しさだった。美しいけれど、非常識な姿だった。

　そして、その首から上は――光線のような視線が、ぼくと彼女の間で交差した。

　女の瞳ひとみが見開かれ、その頬ほおにさっと朱がさした。

　ああ……どうしてぼくが、その美しい顔を見間違えることがあるだろう。

　だけどぼくは、どんな言葉でこの運命を呪のろえばいい？

　彼女は――ぼくには予想もできなかった姿に成長していた！

「凛ちゃん！」

「シンくん！」

　ぼくと彼女は、同時に互いを呼び合っていた――昔のままの呼び方で。

　汗まみれの男たちが、地鳴りのようにどよめいた。

　男たちの汗が染み込んで、壁や床のあっちこっちが変色したような文芸部室には、堂々たる筆跡で――〈権ごん田だ原わら組〉と、看板が掲げられていた。

　滔とう々とうたる時の流れが、ぼくの幸福を押し流していた。



　ぼくは足元の地面がガラガラと崩れ落ちる音を聞いた気がした。

　そして、虚うつろな空間に身を投げ出される。あたりには確かなものが何ひとつ無く、虚ろな空間をさまよううちに、次第に自分が何者なのかもわからなくなってしまう。

　壊れてしまった事象の無数のカケラが漂っていて、そんな空間を、何者でもなくなってしまったぼくも漂っていく……そんな心地がした。いわゆるゲシュタルト崩壊である。

　それぐらい、〈身も心も美しく成長した凛りんちゃんとの再会〉という未来は、ぼくにとって大事なものだった。ぼくという人間を、根底から支えるものだった。

　それが無かったら、どうしてこの学園にやってきたのかもわからない。

　そのためにぼくは、成功を約束されたエリートコースさえ捨てたのだ！

　だが、現実はそれを裏切った。彼女は、ヤクザの女親分になっていた！

　時空間はしばらく凍りついていた――まるで決闘場のように。二人のガンマンが向かい合って、観衆が息を飲んで見守っているかのように。誰だれかがピクリとでも動けば、それが何かのキッカケとなってしまいそうな、緊張感のある沈黙。

　しかし当事者のぼくは、何も言葉を発することができずにいた。どうしてこんなことが？　ぼくは混乱の極みにいた。ツッコミをいれることさえできなかった。

　こんなことが、ありうるはずが無いのだ！

　沈黙を最初に破ったのは、崩れ落ちるようにその場にへたりこんだその女だった。

「な、なんだってこんなところに……」

　美しい顔を歪ゆがめて、その女がつぶやく。顔をうつむかせる様子は、自分自身の姿を恥じているかのようだ――柔らかくウェーブのかかった髪が、紅潮して汗ばんだ頬ほおに張り付いている。肌が滑らかで、西洋の彫像のように、その横顔は美しい。

　髪にも、顔にも、昔の凛ちゃんの面影がそのまま残っていた。あの彼女が成長したら、きっとこんな顔になっているだろうという予想図そのままの美び貌ぼうだった。

　だけど、こんなのは別人だ。

　こんなのは〈凛ちゃん〉じゃない。ただの〈権ごん田だ原わら凛りん子こ〉だ。ぼくが求めていたものとはぜんぜん違う。

　それは〈ゴンダワラ・リンコという日替わり定食〉のように、ぼくから遠い存在だった。

　だからぼくは、目をそらした。

　権田原凛子という名前の女ヤクザ。

　こんな女を、ぼくは知らない。ぼくが再会を期していたのは、こんな女じゃない。

「おい、何が起こってるんだ？」

「さぁ……姐あね御ごも固まっちまってるし、さっぱりわけがわからねえ」

　不可解な場の空気に、周囲のヤクザチックな男たちがざわついた。彼女が、彼ら荒くれものたちのリーダー格であることがハッキリした。姐御、などと呼ばれているのだ。

　一人の男が、打ちひしがれる彼女に歩み寄ってきた。

「組長、こいつは一体何者で？」

　奇妙な風ふう貌ぼうの男だった。この学園でマトモな服装をしている人間などぼくも含めて極わずかだが、それでも彼は群を抜いてトンチンカンだった。大昔のスター歌手のステージ衣装みたいな、全身にキラキラとラメが光り、腕の下にヒラヒラが垂れ下がっている白スーツを着ていた。まるでにしきのあきらだ。

　そのくせ顔は精せい悍かんで、野性味のある男前だった。その鋭するどい瞳ひとみがぼくをにらみつけて光る。

「降りかかる火の粉なら、この俺おれが払おうか……？」

「よせ」彼女は小声で命令した。

　まるでぼくに聞かれるのを恐れたかのようなかすかな声だった。

「このお人は、敵じゃねえ」

　ヘンテコな男はその言葉に従順に、身を引いた。

　しばらくうつむいていた彼女は、しかし意を決したように顔を上げた。周囲のヤクザたちに安あん堵どの気配が流れる。

　衝撃から醒さめて、本来の彼女に戻ったのだ。先ほどまでとは打って変わって、威風堂々とした表情だった。昔の凛りんちゃんには無かった威圧感――完かん璧ぺきに容姿の整った美人が真剣な表情で人をにらみつけると、ある意味でヤンキーなどよりも迫力がある。

　彼女はスッと腰を落とし、ぼくに向かって片手を突き出して、不思議なことを言った。

「おひけえ願います！」

　声は鮮やかに、呆ほうけるぼくの耳じ朶だを撃ち抜く。

　だが次の瞬間に何が起こるのか、ぼくは電撃的に理解ができた。

　そういうシチュエーションが、昔に読んだ小説にあったのだ。

　仁義を切る――それはヤクザ流の自己紹介だ。その長い口上にはいくつものルールが定められており、そこにひとつでも言い間違いがあれば、たちまちその場で袋ふくろ叩だたきにされるのだという。

　それは、自分がヤクザ者だと証明するためのものだ。

　いつか小説で学んだ知識そのままに、彼女はまるで物語の登場人物のように……

「向かいましたる御兄さんには、初の御お目め見みえと心得ます、おめえは誰だれだと首をひねられりゃ、仁義のひとつも切らねばなりますまい。手前、生しよう国こくは関東、関東といっても広うござんす、関東は群ぐん馬ま、伊い勢せ崎さきの国くに定さだでござんす。姓せい名めいの儀ぎを権ごん田だ原わら凛りん子こと発しやす。渡と世せい縁えんもちまして、毒マムシ学園に通います若い者にござんす。親分も兄貴分ももちやせん。が、未熟者ながらこの学園に二十人の子分を預かりやす――女親分でござんす」

　……まるで他人に対するように、告げた。

「お客人。今日はここに、いったい何用でござんすか？」

　ぼくは自分の頭がグニャリと歪ゆがむのを感じた。

　彼女は宣言したのだ――自分はおまえが知る女とはもはや別人なのだと！

　あたりの無数の眼まなこがぼくをギロリとにらみつける――返答次第ではただでは置かないぞという風に。

　ぼくは、何しにここへ来た？　凛ちゃんに会うため？

　違う。ここに彼女はいない。

　ここにいるのは怪奇な美しさに縁ふち取どられた、見知らぬ女ヤクザだ。

　じゃあぼくは、ここに何をしに来た!?

　……ぼくは失われた目的に代わるものを、新しく考え出さなければならなかった。そうしなければ、精神の平へい衡こうを保てそうになかった。

　ぼくは凛りんちゃんに会うためにここに来たのでは無い。

　だって彼女は、ここにはいないのだから。

　ここはどこだ。ＳＦ的空間跳躍が起こっていないならば、ここは文芸部のはずだ。

「ぼくは、文芸部に入部しに来た」

　そう告げた。それは予想外の言葉だったに違いない。周囲のヤクザたちはどよめきながら、口々に「ブンゲイブ？」と囁ささやきあった。

「……おい、ブンゲイブって何だっけ？」

「アフリカの首都じゃねえか」

「それを言うならシシカバブだろ」

　何もかも違う。

「マイクロソフトの社長がブン・ゲイブって名前じゃなかったか？」

　それを言うならビル・ゲイツだ。

「バカ、違ちげえよ。ブンゲイってのはショーセツのことだぜ」

　ぷ、と笑い声がもれた。

「ショーセツを書くだって？　この毒マムシ学園で？」

「俺おれたちみたいなバカに囲まれてショーセツを書いてどーすんだ？　誰だれが読むんだよ」

「無駄だぜ、そんなのは。わはは！」

　嘲あざけりが部室中を渦巻いた。

　なんということだろう、このぼくが、この学園のバカに嘲あざ笑わらわれている。

　必死の努力をもってエリートコースをひた走ってきたこのぼくが！

「無駄じゃない！」

　怒りにかられて叫さけんだ。部室は、再び静まり返った。

　真っ白だったぼくの頭に、文芸という単語がびっしりと埋め尽くされた。

　だから、ぼくはそのとき思ってもいなかったことを口走っていた。

「ぼくは、『文学の力』で、この学園に知性をもたらすためにやってきた！」

　ぼくは転校の理由を、何か別のもの――〈凛ちゃんとの再会〉以外の何かで、埋めなければならなかったのだ。そしてそれは周囲がバカであり、自分が優れていることを示す理由でなければならなかった。

　ああ、しかしぼくはその場しのぎでいったい何を言っているのだろう。

　一瞬の静けさの後、大爆笑が起こった。男たちは腹を抱えて笑った。

　ぼくは怒りにかられるが、しかしすぐに笑われても仕方ないと思い直す。

　口をついて出た答えは、冷静になれば自じ嘲ちようしたくなるほど滑こつ稽けいだった。

　確かに文学は人を成長させてくれる。何か尊いものを与えてくれる――ぼくはそれを信じている。しかし、だからといって、いくらなんでも無茶だ。この学園のバカたちを変える文学を生み出す――あまりにもバカバカしく、非現実的だった。ぼく自身だって、小説なんて書いたことないのに。

　今のぼくはピエロそのものだ。何かとてつもなく滑こつ稽けいなことを口走ったピエロ。バカにだってその滑稽さはわかる。だからこその大爆笑。それに包まれて、ぼくは、ここから消えてしまいたいと後悔した。何をやっているんだ、ぼくは、ぼくは……。

　やり直したい。この学園に転校しようとした、その瞬間から。

　誰だれもがぼくを笑っていた。粗野な姿のヤクザたちも、トンチンカンな格好の男前も――ただ一人、権ごん田だ原わら凛りん子こという女ヤクザを除いて……。

「机とイスを用意しろ！」

　刃物のように鋭するどい声が、大爆笑を切り裂いた。

　部室は、またもシーンと静寂に包まれた。彼女はまさしくヤクザの大親分のように、高圧的に命令した。

「誰でもいい、お客人のために机とイスを用意しろ。文芸をなさるには、机とイスが必要だ。ここは本来、文芸部のための部室だぜ」

　ヤクザたちは、わけがわからないといった風な顔を向けた。それを受けて女親分は、「わっはっは」と鷹おう揚ように笑った。ヤクザの笑い方だった――可か憐れんだった凛りんちゃんがするはずのない笑い方。

　そして、ギロリと鋭い眼光でにらみ回した。

「何もおかしなことはあるめえ……任にん侠きようで世直しをするのも、文芸で世直しをするのも、やり方が違うだけで根っこは同じだろう。だから、いっしょの部屋で仲良くすればいいんだ。そうだろ？　五十嵐いがらし真しん太た郎ろうさんよ」

　ぼくと彼女は、再び光線のような視線を交差させた。その意味は、一瞬にして理解された。そこにいるのは、〈凛ちゃん〉ではなく〈権田原凛子〉、ここにいるぼくは〈シンくん〉ではなく〈五十嵐真太郎〉……。

　その瞳ひとみは、ぼくたちの関係が真っ白に清算されたことを示していた。

　ぼくたち幼おさな馴な染じみは、この部室で再会した。だけど激変した彼女は、まったく別の道を歩んでいた。そしてこれからも合流することなく、別々の道を歩む――きっとそういうことだった。

　きっとそういうことになったのだ、運命的に。

　どうして彼女はヤクザなどになったのだろう？　――任侠で世直しとは？

　確かなのは、ぼくが求めていたはずの彼女はここにはいないということ。

　約束された幸福は、滔とう々とうたる時の流れに押し流されて、消えていた。



    

  
    
      


二章　戸惑う距離感





　とんでもないことを言ってしまった。

　……人間の行動というのは、どれぐらい論理性によって裏付けられているものなのだろう。

　とっさにわけのわからないことをしてしまう、後になってみるとどうしてそんなことをしたのか自分でもわからない――まったく理屈の無い行動というのも、実はけっこう多いのではないか？

　人間は理性と論理の生き物ではなく、感情と混乱の生き物でもある。もしかするとその行動は、深層心理の無自覚な欲求だとかで論理的に説明できるものなのかもしれないけれど、そんなのは当の本人にはわかりっこないのだからやはり混乱としか言いようが無い。

　……そんなわけで説明不可能な混乱の末、ぼくは学園で唯一の文芸部員になった。

　主な活動目的は、自ら書いた文学作品によって猿みたいにバカな生徒たちに知性を与えることである。……自分ででっちあげたものながら、すさまじい。竹たけ槍やりでキングギドラに挑むような風情がある。寝ぼけていたのではなかろうか、ぼくは。

　我が行動ながら、さっぱりわけがわからない。

　わけがわからないといえば、変わり果てた権ごん田だ原わら凛りん子このことも、さっぱりわけがわからない。……学校にヤンキーがいるのはまだ理解ができる。それは普通のことだ。だが学校にヤクザというのはどういうことだ!?　全然意味不明じゃないか！

　何もかもわけがわからない……。しかしこの学園に来たそもそもの理由を失ったぼくは、他ほかにすることが何も無かった。だから翌日の放課後、素直に文芸部室にやってきた。

　ひょんなことから始まる、ヤクザたちといっしょの放課後。

　部室にやってきた瞬間、ヤクザたちに「先生！　お疲れ様です！」と頭を下げて迎えられたのでビビった。恐らく権田原凛子から、ぼくのことを丁重に扱うようにと言い含められているのだろう。しかしヤクザに礼儀正しくされても、かえって逆におっかない。

　ぼくに用意された机は、『愛え媛ひめみかん』と銘打たれた頼もしく丈夫なダンボールである。その上に、とりあえず原稿用紙を広げてみる。他にすることなど無いのだから仕方ない。

　そもそも、文学とは何であろう。

　ものすごく抽象的な言葉である。日ひ頃ごろから平気で口にするが、冷静に考えると意味がちっともわからない。説明しろと言われると非常に困る言葉の代表格だ。

　文学などと言われても、ぼくはこれから何を書けばいいのだろう？

　右手に握る万年筆がジリジリと重たい。

　バカを変える文学――何も考えずにやると宣言してしまったが、これはとてつもない難題だ。まったく糸口が見えてこない。何をどうしていいのかわからない。

　集中できないぼくの背後では、大昔のヤクザ映画から飛び出してきたような着流しに雪せつ駄たという格好のヤクザが二人、会話をしている。今さらだが、恐ろしいことに文芸部室は権ごん田だ原わら組と相部屋なのだ。恐る恐る、ぼくは背後の会話に耳を澄ませた。

「くそ、こないだヤンキーにやられた傷がうずきやがるぜ」

「三倍返しにしてやりやしょう。こういうときは三倍と相場が決まってやす」

「ええと、俺おれについてる傷が三つだから……三つが三倍だと三つが三つだからひいふうみい……ええい、俺おらァ三倍なんてケチ臭いことは言わねえ！　刻んで刻んでネギトロにしてやらあ！」

「さすが兄貴！　限度ってもんを知らねえ！」

　なんと物騒な会話だろう！　ぼくは恐怖で、生まれたての子馬のように震えた。今までなぜか気付かなかったが、ヤクザはヤンキーと激しい抗争を繰り広げているらしい。

　学園を、二つの暴力グループが二分しているのだ。

　そして、その片方の中核にいるのが女親分、権田原凛りん子こ……。

「兄貴、兄貴、大変だ！」

　いきなり血相を変えたヤクザが文芸部室に飛び込んできた。

「なんだ!?　カチコミか！」

「いや、ちーちゃんの新曲『きゅん☆キュン　星空バックステージ』を持ってきた！」

「なんだと！　すぐ流せ！」

　ヤクザたちはＣＤラジカセのスイッチを入れて、アイドルの歌に合わせて踊り始めた。

「やっぱりちーちゃんは最高だぜ！　胸きゅん☆だぜ！」

「ああ……きゅんきゅん☆するぜ！」

　きゅんきゅん☆と踊るヤクザたちを背景に、ぼくは再び震えた。

　相手がヤンキーだったら、迷うことなく思う存分ツッコミを入れるのにっ！

　アイドルの歌声に物騒なヤクザたちの野太い声が混じって……こんなに集中できない執筆環境はそうそう無いだろう。ていうか、どういう組み合わせだよ。

　ヤクザの生態が、まったくよくわからない……。

　ちなみに〈カチコミ〉というのは殴りこみという意味らしい。ヤクザ業界用語である。

　この日の部室に、権田原凛子の姿は無かった。今も、学園のどこかでヤクザの一団を率いてヤンキーとケンカをしているのだろうか……そんな想像をたくましくすると、胸に冷たい風が吹く。幼おさな馴な染じみの変へん貌ぽうは、思い知れば知るほどにさびしい。

「調子はどうだ、先生？」

　不意に、踊るヤクザたちとは別の声がぼくにかけられた。

　振り向くと、物騒な格好の女がいた。この部室に来るような人間はだいたいみんな物騒に違いないのだが、彼女はヤクザとは様子が違っていた。

　視界に飛び込んできたのは、純白の学ランである。やたら丈の長いそれを羽は織おり、幅の広いズボンを履いている――彼女の服装は、暴走族が着るようないわゆる特攻服だった。片手には修学旅行のお土産みたいな木刀を携えており、ヤクザとはまた別の種類の危険な臭においがムンムンしている。特攻服には、何故か『勉学上等』とよくわからない刺し繍しゆうがほどこされていた。首にはなにやらお守りがぶらさがっている。

「あたしの名前は清きよ水みず鈴すずの音ね。特技は早着替えだ」

　訊きいてもいないのに、彼女は名乗った。ストレートの黒髪が美しく、シャープな顔立ちで冷たい感じの美人である。しかし眼光はあくまで鋭するどく、危険人物の目つきだ。三白眼がじろりとぼくを覗のぞき込む。

「あんたの担当編集を、やりに来た」

「担当編集？」ぼくはスットンキョウな声をあげた。

　清水さんとやらは木刀を片手に肩をすくめた。

「ゴンの奴やつがよー、『先生の執筆作業は、道は違えどあっしらと目的は同じでござんす。ならば権ごん田だ原わら組も、その手助けをしねえわけにはいかねえ』とか何とか言い出してよー。それで、作家先生にはなんてったって担当編集者がつきものだろうって」

　ゴンというのは、たぶん権田原のゴンだろう。ヤクザたちの親分である凛りん子こを呼び捨てとは、どうやら彼女はただものではない。

　服装から察するに、おそらくレディースと呼ばれる女ヤンキーの一員に違いない。

「そんで、ヤクザにつきっきりにされると落ち着かないだろうからあたしにやってくれって。ダチとして頼んで来やがったんだよ。いい迷惑だよなー」

　彼女は片手の木刀をブンブン振り回しながら言った。

「そ、そんなもん振り回すなよ！　そっちの方がよっぽど落ち着かない！」

「おっと悪い」

　ヤクザが怖くて落ち着かないのは確かだけど、だからってレディースもどうだろう。

「ちょっとでも頭がマトモな奴にやってもらいたいからとも言ってたな。あたしだってバカの一員だっつーのに、いい迷惑だよなー。まいっちゃうよなー」

　ちらりと彼女の胸元のお守りが目に入った。そこには〈学業成就〉などと書かれていた。

「嫌々やらされてるの？　ぼくも、お願いをしているわけじゃないけど」

　むしろ、ヤクザにしろレディースにしろ、いない方が全然マシだ。

「ありがたく思えよー。ゴンには恩があるから、頼まれると断れねーんだわ」

　ぼくの頭の中に〈ありがた迷惑〉という言葉が閃ひらめいたが、口に出すのはやめておいた。

　まぁいい、ぼく自身もなにをやればいいのか途方にくれていたところだ。どんなものであれ、状況の変化は望むところである。

　担当編集というからには、この停滞した状況を何とかしてくれるに違いない。

「でよー、担当編集って何をすればいいんだ？」

「それをぼくに聞くのかよ！」

　ぼくはズッコケた。変に期待していた分、ツッコミではなくズッコケになった。

「あん？　てめえ、バカに変な期待かけてっと殴るぞ。あたしが知るわけねーだろ」

　ギロリとシャレにならない三白眼でにらまれて、ぼくはズッコケたまますごすごと後ずさる。すげえ怖かった。ヤクザよりも怖かった。

　何が怖いって、目つきがものすごくやばい。これは絶対にすでに何人か殺している人間の目だ。

　こんな人がぼくの担当かよ。

　これでは怖くてツッコミもいれられそうにないじゃないか。ぼくの存在価値が……。

「あんた作家先生なんだから、編集がなにをするかぐらいわかってそうなもんじゃねーか」

　すごむ彼女に、ぼくはブンブンと首を振った。誰だれも作家先生になどなった覚えはない。

　編集者――小説家のエッセイなんかで存在はよく耳にするけれど、実際に何をやっているのかさっぱりわからない人々だ。しかし清きよ水みずさんの恐ろしい目つきに急せき立たてられて、ぼくは無理やり答えらしいものを搾り出さなければならなかった。

「……原稿の催促かな。あとは作家をサポートしたり」

「ようし、頼まれた！」

　彼女は一転して明るい声をあげて、用心棒でも頼まれたかのように木刀をブンブン振り回した。ぼくはとっさに頭を下げて這はいつくばった。ひやりと汗が流れる。これは、原稿が遅れたら殺されるということだろうか？　えらいことになってしまった、物騒な状況が余計に物騒になった。文芸部の活動なのに命の危機を感じる。

「困ったことがあったら、担当編集のあたしに言えよ」

　彼女は自分が何をすればいいのかわからなかったくせに、頼もしげに言った。

　この学園のバカに助けてもらうなんて、ぼくの偏差値が泣くというものである。

　しかし、困ったことならばすでにあった。それは、昨日から頭に浮ぶ疑問だ。

「あのさ、ヤクザって何なんだ？」

　ぼくのさっそくの質問に、彼女は哲学的な問いかけでもされたような表情をした。

「ヤクザってのは……任にん侠きよう団体のことだろ。ゴンはそう言ってたぜ」

「任侠団体？　暴力団体じゃないの？」

「うるせー！　辞書引けや！」

　担当編集に怒ど鳴なられて、作家先生ことぼくは子馬のように震えた。しかし意外に有能な担当編集は、どこからともなく広こう辞じ苑えんを取り出してぼくの大事な机に叩たたきつけた。

「ああ！　『愛え媛ひめみかん』のダンボールが！」

　ていうかどこから広辞苑なんて取り出したんだ？　もしかして持ち歩いてるのか？

　武器なのか？　まぁどうでもいいや。それはともかく、辞書を紐ひも解といた――

　任侠――弱い者を助け強い者を挫くじき、義のためならば命を惜しまないといった気性に富むこと。

　言われたとおりの単語を調べると、世間一般のヤクザのイメージとずいぶん違う言葉が出てきた。思いっきりぼくは「胡う散さん臭くさいです」という表情を浮かべて見せた。

「つまり、弱い者の味方ってこと？　それじゃあ正義の味方じゃないか。ヤクザなんてむしろ、逆に弱い者を寄ってたかって食い物にして、ケツの穴の毛までむしっていくってイメージがあるけど」

　ケツの穴の毛なんて何に使うのかさっぱりわからないが、しかしむしられた方はたまったものではない。

「ゴンはちげーよ。あいつは、ちゃんと任にん侠きようをやってる」

　ぼくは鼻白んだ。とても信じられない。何しろ彼女は、再会したあの時、賭と博ばくをやっていたのだ。賭博って法律で禁じられた悪行だろ、常識的に考えて。

「その権ごん田だ原わら凛りん子こは、今日はどこに行ってるの？　姿が見えないみたいだけど」

「ゴンの奴やつなら、今日は屋台の日だよ。毎週月・水・金に権田原組が屋台を出すのが最近この学園の名物なんだ。あの下っ端ヤクザ三人組は、お留守番」

「屋台？」

「テキ屋って奴だなー」

　なるほど、何かの小説で読んだことがある。〈テキ屋〉というのは、祭りや縁日など人が集まるところにやってきて屋台などを出し、商売をすることだ。

「じゃあ、ボッタクリして金かね儲もうけしてるんだな。とんでもない奴だ」

「……そんなことねーって。あんたヤクザに偏見を持ちすぎだぜ。ゴンはヤクザである以前に任侠なんだって、さっきから言ってるじゃねーか」

　清きよ水みずさんは呆あきれたように肩をすくめた。しかしレディースのくせにずいぶんとヤクザたちの肩を持つ奴だ。ぼくは何だか少しムキになって抗こう弁べんした。

「だって任侠なんて要は綺き麗れいごとで、ヤクザの大義名分だろ。実際のヤクザは裏社会に君臨したり、善良なお店から金を奪い取ったり、クスリをさばいたり、恐喝をしたり、政治家と黒いつながりを持ったり、勢い余って小指を切り落したり、そういう連中じゃないか。偏見なんかじゃない、これは常識だ」

　ぼくは世間の常識を自分の武器のように振りかざして自信満々に胸を張る。そんなぼくに、彼女はめんどうくさそうに反論した。

「だからゴンはちげーって言ってんだろ。たとえ他ほかのすべてのヤクザがそうでも、ゴンたちヤクザはちげーんだよ。どう説明すりゃいいかわかんねーけど、中身がちげーんだ。常識ってなんだ？　……作家先生にとってはヤクザだとかヤンキーだとか委員長だとか、そういう肩書きがそんなに大事なのかよ？」

「肩書きは大事だよ！」

　その瞬間、ぼくは変なスイッチがオンになって勢いよく立ち上がった。

　ぼくの勢いに、彼女がギョっとした顔を向けた。

「肩書きがあるか無いかで、社会を生きる上でどれだけ違うか！　就職活動もアパートを借りるのも、生命保険に入るのだって肩書きがものを言うんだぞ！　若者が想像する以上に、社会は肩書きでしか人を見てくれないんだ！　中身を見る余裕なんて社会システムにありはしない！　どっかで脱落して肩書きを失ったら、後は実力なんて関係ない、そのまま下へと下へ社会の最下層に落ちていくだけなんだ！〈社会人〉って〈会社に雇用されてる人〉って定義なんだぞ！　肩書きの無い仕事をしてる人は社会人じゃないんだ！　チクショウ、何て世の中だ！」

　ぼくは、思わず目頭が熱くなった。

　なんでこんな生々しい具体例ばかり浮かぶんだろう。高校生のぼくにそんな経験は無いはずなのに……まるで誰だれかの怨おん念ねんでも宿ったかのようだ。

　そう、肩書きは大事だ。優等生としてエリートコースを生きてきたぼくは、その恩恵を余すところなく知っている。格差社会というのは肩書き社会ということなのだ。

　清きよ水みずさんは首を傾かしげていた。

「……バカのあたしにややこしいこと言うんじゃねー。殴るぞ」

「自分から聞いておいて何だよ!?」

　ぼくは、思わず反射的に、ハリセンで彼女の頭を叩たたいた。

　熱くなった勢いで、ついツッコミをいれてから、やばいと思った。

　しまった。ヤンキーはハリセンで頭を叩かれて喜ぶが、彼女もそうだとは限らない。身の安全のために、ツッコミは我慢しなければならなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　果たして彼女の表情は、にたりと凄せい絶ぜつな笑みに歪ゆがんだ。――無防備な獲物を見つけたときに肉食爬は虫ちゆう類るいが浮かべそうな笑顔。……やっぱりツッコミをいれちゃダメな人種だったみたいだ。瞳ひとみの奥に「さぁ殺すぞ♪」という感情が見え隠れして……何この笑顔。超怖い。

　狂気の笑顔に縁ふち取どられた彼女によって木刀がぼくの頭に振り下ろされることだろう、見るも無残にカチ割られたぼくの頭が、未いまだ真っ白な原稿用紙に鮮やかな赤い華を飾ってくれるに違いない、これもまたぼくの作品……

　などとぼくが想像力をたくましくした、ちょうどその瞬間――。

「うぎゃああああああ！」廊下の方から悲鳴が聞こえてきた。

　ぼくと清きよ水みずさんは、思わず目をぱちくりとさせてから、廊下の方に顔を向けた。

　慌てるには及ばない。この学園では悲鳴なんて、珍しいものでもなんでもない。

　しかしアイドルの胸きゅん☆な歌声に、さらに悲鳴が混じるとなると……これ以上部室を落ち着かない変な空間にするのはやめてほしいと切に思う。

　弱々しい声が続いた。

「か、勘弁してくれ……今、その種もみを奪われちまったら……そいつを今食わずに地面に植えてやれば、来年にはその何倍も実りを与えてくれる……そいつは俺おれの村の未来そのものなんだ！」

「知らねえなァ！　俺たちは今が良ければそれで良いんだよォ!!　……もぐもぐ」

「俺たちの明日がぁーっ！」

　こうした世紀末的な略奪はこの学園では日常茶飯事である。高ランクのヤンキーは気分次第で力なき低ランクヤンキーや一般生徒からあらゆるものを奪い取る。同じ力なき者として他ひ人と事ごととは思えないが、ぼくに出来ることは何も無かった。

　だが、ヤクザたちの反応は違った。

「弱い者イジメの気配がしやがるぜ！」

　文芸部室にいた三人のヤクザは、一斉に立ち上がった。

「放ほうっておけねえな！」

「権ごん田だ原わら組のすぐそばで暴れるたァ良い度胸だ！　ネギトロにしてやる！」

「おい、たった三人で行くつもりかよ」

　清水さんが、慌てたような素振りで声をかけた。

「お客人、人数なんて関係ございやせん。弱きを挫くじき、強きを助ける、それが任にん侠きようの務め！」

「バカ、逆だ。それじゃあ俺たちも弱いものイジメじゃねえか」

「弱きを助け、強きを挫く！　とにかく行くぜ！」

　冗談で言っているようには思えない。先ほどまで物騒な会話をし、アイドルの歌で踊っていたヤクザたちは、本気の表情で〈弱きを助け〉と言った。

　任侠――辞書に書いてあった通りのその行動に、ぼくは思わず腰を浮かせた。彼らは本当に〈任侠〉と呼ばれる正義の味方なのか？――それを見届けようと、彼らの背中を追いかけようとする。しかしふと、立ち尽くしたままの清水さんに気づいて振り向いた。

「清きよ水みずさんは行かないの？」

「さん付けで呼ぶんじゃねー。鈴すずの音ねでいい。あたしはヤクザじゃねーから、ヤクザに協力はしてもヤンキーに逆らうことはしねーんだ」

　清水さん改め鈴音は、どことなく釈然としない表情をしていた。「……ほれ、早く追いかけろよ。ヤクザの本当の姿が見られるぜ」

　大事な場面を見逃してはたまらない。慌てて廊下に飛び出した。

　文芸部室周辺の廊下は、毒マムシ学園でも寂れた一角である。

　しかしこの瞬間は、悲劇の一場面に変わっていた――四人のヤンキーに取り囲まれて、一般生徒が震えながら尻しり餅もちをついている。逃げているうちにこのひとけの無い廊下まで追い詰められたのだろう。あとは一方的な略奪が行われるだけである。マナイタに鯉こいといったシチュエーションだ。そこに、ヤクザたちが走っていった。

「てめえら、俺おれたちのシマで何やってやがる！」

「俺たちの目が黒いうちは、素人さんに手を出すのは許さねえぜ！」

　ぼくは思わず「おおっ」と歓声をあげた。まるで漫画のワンシーンである。

　それ以上の言葉は無く、両者は激突した。

　ヤクザとヤンキーの戦い――ヤクザが勝つに決まっている。ヤクザといえば暴力団の異名を持つぐらいで、暴力のプロだ。誰だれだってそう予想するに違いない。だからぼくも安全だと思って、ノコノコと物見気分でついてきたのである。

　しかし、ヤクザたちは、軽やかにその予想を裏切って見せた。

「ぎゃあああああ！」

「ぐわあああああ！」

「どわあああああ！」

　悲鳴をそろえて、一撃のもとにすっ飛ばされたのは――ヤクザたちだった。

　そのままぴくりと震えたきり、起き上がる気配もない。

「え……ちょっと？」

　信じがたい思いで、ぼくは遠巻きから声をかけた。

「……」

　返事が無い。ただの屍しかばねだった。

　勝利のヤンキーたちは、朝飯前の一仕事とばかりに良い笑顔を浮かべて汗をぬぐった。

「きみらそんなに弱かったの!?　ヤクザなのに！　ていうか何しに出てきたんだよ！」

　思わず彼らに駆け寄ってツッコミを入れた。

　ヤクザの一人が、弱々しく首をもたげた。

「さ、作家先生は、ヤクザを、何か勘違いしているようでござんすね……もしも強かったなら、ハナからヤクザになんかならねえ……」

「え？」

「ヤクザなんてのは、社会から弾はじき出された、あぶれ者の集まりなんですぜ。俺らは、この学園でヤンキーたちの弱肉強食を生き抜けなかった連中で、もともと負け犬なんだ。ヤクザなんて、みんなそんなもんだ。ゴン姐ねえさんが用意してくれた場所にしか、俺おれらに居場所はなかった……」

　権ごん田だ原わら凛りん子こが、彼らに居場所を作った？

　横たわる彼を、ぼくは思わず抱き寄せた。彼は遺言を残すように呟つぶやく。「姐さんは弱い奴やつを集めて、弱い奴を守るための組織を作ってくれた……。俺らに居場所を作ってくれたんだ。先生……先生の目的って奴が本当に姐さんと同じだっていうんなら……。どうか弱い奴らもみんな幸せになれるような話を書いてくだせえ。俺おらァバカだから読めねえかもしれねえけど……俺たちァ、そんな話がいちばん読みてえ……ガクリ」

　それだけ言って、彼はぼくの腕の中で意識を閉ざした。

「ヤクザ、ヤクザーッ！　ヤクザしっかりしろーっ！」

　名前も知らないヤクザのために、ぼくは慟どう哭こくした。

　ぼくたちのやりとりを見て、ヤンキーたちがげらげらと笑った。まさしく強者の驕おごりの笑いである。襲われていた生徒は、ヤクザに矛先が向いた隙すきに逃げ出していた。お礼の一言も無い――ただ生きることだけに必死なのだ。

　無法の世界。これが、毒マムシ学園の日常だ。

　ぼくは自分の感情に驚いた――ヤクザなんて悪だと考えていたはずなのに、自分の腕の中で気を失うヤクザを見下ろして、ぼくはこの無法に対して、怒りを感じている！

「……んだぁ、この可愛かわいい顔した小僧は。俺たちに向かってガンくれてるぜ」

「おい、こいつ一年の間でちやほやされてる〈嵐あらしの転校生〉って野郎だぜ」

「知ったこっちゃねえよ、ヤっちまおうぜ。フヒヒ！」

　……ぼくの怒りは一瞬でなえた。ヤンキーたちの暴力――どんなに怒ったところで、ぼくにはそれに抗あらがう手段が無い。そしてヤンキーたちが――暴力がぼくに迫った。

「待てい、貴様ら！」

　絶体絶命のタイミングで、声がした。

　声の主は、文芸部室と逆の方向から現れた。

　そこに、スーパースターっぽい服を着た男が立っていた。

　いつの間にか廊下の天井にスポットライトがセットされていて、男を照らしていた。

　廊下の隅すみに脚立が置いてあるので、どうやら自分でセットしたらしい。

「……そんなことしてる暇があったら、もっと早く助けろよ！」

　ぼくのツッコミを軽やかに無視して、そのスーパースター的な男は言った。

「その娘に手を出すのはこの俺が許さん！　……娘？　あれ、娘はどこだ……？　娘なんてどこにもいないじゃないか？　鈴すずの音ねの野郎、またこの俺を騙だましやがったな！」

　スーパースター風の男は「騙されたーっ！　うおおおおおっ！」と叫さけんで、ゴロゴロ転がった。なんだこいつは。いや、こいつは見覚えがある。確か昨日、初めて文芸部室に行ったとき、権田原凛子の傍らにいた変な服を着た男前だ。

　ひと通り転がってから、しかし彼は「だが、たとえ男でも権ごん田だ原わらの人間に手を出すことは俺おれが許さん。ひとえに俺の愛のために」と立ち上がった。

　ヤンキーたちに衝撃が走った。

「おまえは〈毒マムシ学園ヤンキー四天王〉の一人、神かみ風かぜ流りゆう一いち！　いかなるグループにも与くみせず愛する女のためだけに戦う孤こ高こうの男のおまえが、何なに故ゆえそいつらの肩を持つ!?」

「いや、俺は聞いたことがある……神風流一は、権田原凛りん子こに魅み入いられちまったと！」

「あいつ、権田原凛子の言うことなら何でも聞くんだってよ。情けない男だぜ」

「なぁんだ、四天王っつっても、噂うわさほど大した男じゃねえな。フヒヒ！」

　ヤンキーたちは、みんなで仲良くフヒヒヒヒヒ！　と腹を抱えて笑った。

　こいつもヤンキー四天王なのか！　……四天王ってイロモノしかいないんじゃないか？

「……ふふふ、今笑った分だけ、貴様らの寿命は縮んだぞ。覚悟するんだな！」

　彼はゆっくりと、流れるように動いた――腰を落としてウンコ座りのような姿勢をとり、両手を真まっ直すぐ前に突き出した。

　次に何が起こるのか、全く予想させない動作だった。顔つきはあくまで真剣である。

「……？　なんだてめえ、馬ば鹿かにしてんのか？」

「待て、気をつけろ！　神風流一は妙な武術を使うらしいぜ！」

「俺も聞いたことがある。……モテたくてモテたくて仕方が無かった神風は、幼い頃ころからカッコよくて強い男を目指して鏡の前で修行し、独自の拳けん法ぽうを生み出したとか……カッコイイ拳法を目指したのに自分のセンスがあまりにもあんまりなもんだから、とんでもねえ拳法ができあがったとか……まぁ、服装を見りゃわかることだわな」

「なんでも強くてイケメンなのにその拳法があまりにもダセエから、ちっとも女にモテねえって話だぜ」

「なんだそら、フヒヒヒヒ！」

「フヒヒヒヒ！」

　ヤンキー大爆笑。

「今の笑いで貴様らの寿命は尽きた！　死ねい！」

　ぼくは自分の目を疑った――こんなに驚くべき風景を目にするのは、テレビで『世界のビックリ人間大特集』を観みたとき以来だ。

　なんという変態的な体術だろう、神風流一とやらは座ったままの姿勢で跳躍した！

　ウンコ座りのまま、ヤンキーまでの数メートルを一直線に飛んだのである！

「な、なんだてめえ気持ち悪い!?」

　ヤンキーは悲鳴をあげたが、奇怪な動きに気を取られて誰だれも抵抗することはできなかった。

「きひゃえいっ！」奇妙なかけ声を一いつ閃せん、弾丸のように飛んできた流一は、両手と両脚を同時にヤンキーたちに突き出した。

　パンチとキックを合計四発、まったく同時に打ったのである。ぜひ想像してみてもらいたいが、恐ろしく変態的な動きだ。

「うぐっ」「ぐへっ」「げえっ」「がぁっ」

　それらはすべて正確に、ヤンキーたちの顔面にめり込んだ。

　流りゆう一いちはウンコ座りのまま華か麗れいに着地する。それを飾るように、四人のヤンキーたちは鼻血を噴き出しながら放射線状に吹っ飛んでいく。それは遠目に、赤い花びらが散り広がっていくように見えた。

「……スーパースター流奥義、『紅薔薇ロサキネンシスは美しく散る』」

　ドサっと横たわったヤンキーたちは、ピクリとも動かない。

　そのあまりの変態さに、ぼくは戦せん慄りつした。完全に人間の動きではない。助けてもらっておいてなんだが、ツッコミの言葉さえ出てこない。

　彼は周囲を見回して、改めてぼくしかいないことを理解すると、悔しそうに舌打ちした。

「ちっ。やはり男しか見ていない。くそ、またつまらないものを殴ってしまった」

　それだけ言い残して、彼はスポットライトを撤収しながら、さっさと立ち去った。

　急展開の末、ぼくだけが廊下に取り残された。

　間一髪助けられたのはいいが、しかしこの横たわる男たちをどうすればいいのだろう。

　ちなみにこれは本当に恐ろしい事実だが、この学園に保健室は存在しない。怪け我が人にんなんて考えるだけでアホらしいからだ。屍しかばねのように気絶し続けるヤクザと、鼻血をたれ流すヤンキーを交互に見下ろして、ぼくはため息を吐ついた。

　今の変態バトルはともかく、ヤクザたちは弱い者のために立ち上がった。

　それは間違いのない事実である。直後、即行で敗北していたけれど……。

　任にん侠きよう。どうやら世間一般でいうヤクザとは、本当に違うらしい。辞書の説明は抽象的だし、実物のこいつらは返り討ちに遭うし、なんだか今ひとつピンと来ないけれど……。

　彼らは正義の味方なのだろうか？

　やがて廊下の彼方かなたから、屋台帰りのヤクザの群れが帰ってきた。

　権ごん田だ原わら凛りん子こを先頭に、彼らは血相を変えて駆けてきた。

「鈴から連絡を受けた！」

　やってくるなりぼくにそう言って、凛子はヤクザたちを助け起こす。鈴というのは、鈴すずの音ねのことに違いない。

　意識を取り戻したヤクザたちに、凛子は鉄てつ火か肌はだの声で怒ど鳴なった。

「バカヤロー！　勝てもしないのにしゃしゃるな！　心配じゃねえか！」

「だけど姐ねえさん、弱いものイジメをそのままにしていたら男がすたりやす」

「そういうのは勝ってなんぼなんだよ！　しゃしゃり出て負けてたら被害が拡大するだけじゃねえか！」

　ヤクザは子犬のようにしゅんとうなだれた。彼らはこのようにして教育をされているらしい。ため息をつく彼女は、なんだか子育てに苦心する母親のようである。

　ヤクザたちが次から次へと寄ってきて「おいてめえら、いつまでもゴン姐ねえさんを心配させるんじゃねえ」と叩たたき起こしていく。

　流りゆう一いちにやられたヤンキーたちも、目覚めると「覚えてやがれ！」と叫さけんで逃げていった。

「バカヤロー、無茶言うんじゃねえ！」

「俺おれたちの記憶力をなめんな！　そう簡単に覚えられたら苦労しねえ！」

「俺たちは九く九くを覚えるのに忙しいんだよ！」

　逃げるヤンキーに、ヤクザたちはバカすぎる野次を飛ばした。ダメだこいつら。

「……おい、先生」

　倒れる者を取り囲む一団から少し離れて、凛りん子こがこちらを向いた。

　ぼくはギクリと身を震わせた。彼女と話をするのは、なんとなく気が進まない。

　彼女はぼくと目を合わせて、何を思ったのだろう、――小さくはにかんだ。頬ほおがほのかに照れ臭そうに染まって、ぼくは思わず昔の〈凛りんちゃん〉を思い出した。

　間近に向かい合ってみると、彼女は小柄で背丈も低く、思いのほかに〈女の子〉である。

　なんだろう。何を言うつもりなのだろう。ぼくが身を硬くしていると、言葉を躊躇ためらうように唇に手をあてる。無意識の行動だろう、だが柔らかそうな唇が意識されてぼくはドキリとする。女ヤクザのくせに、やけに女らしい仕草。そしてそのまま、

「……じ、実はだな、売り上げが良かったから、その金でこんなもんを買ってきた」

　と、なにやら本の束を手渡してきた。

　表紙を見ると、それには『初めて書く人のために！』だとか『猿でも書ける！』『新人賞が獲とれる！』と言った文句が踊っていた――小説を書くための指し南なん書しよの類たぐいだった。

「きっと小説なんて書くのは初めてだろうから、困ってるんじゃねえかと思ってな。……どんな作品になるのか、期待してるぜ！」

　ぼくがギョっとしていると、彼女は表情を隠すように背中を向けた。

　彼女の気遣いは図星だった。確かにぼくは、バカに知性を与える小説を書くために何をしていいのかわからず、ヒントやキッカケを求めていた。

　しかし感謝の念よりもむしろ、彼女にこんなことをされても困るという気恥ずかしさを先に感じて、赤面した。大きなことを言ってしまった手前、執筆に困っていることや苦戦していることを彼女に察せられたくない。

　何を考えているのだろう――しかし彼女は背中を向けていて、その表情はうかがえない。

「あっ、姐さん、ずりいぞ！　みんなの売り上げを組員でもない先生のために使っちまうなんて！」

「俺たちの血税になんてことを！」

　本を抱えるぼくを見て、ヤクザたちがブーイングを飛ばした。

「うるせえ、先生はこの学園のために頑張ってくだすってんだ！　おまえらにはこないだ算数ドリルを買ってやっただろ、あれを全部解き終えてからにしやがれ！」

「無茶言わねえでくだせえ！　九く九くが難しすぎる！」

「五の段は簡単なんだけど、六の段が壁だよな」

「六と三をかけると十八になるとか意外すぎる」

「姐さん、四の段を覚えるコツを教えてくれ」

　ヤクザたちは口々にバカなことを言い、彼女はそれに面倒見よく答えていく。

「根性だよ、根性。コツもなにも、そんなもん丸暗記するしかねえじゃねえか」

　その和わ気き藹あい々あいとした雰囲気は、ぼくの先入観を裏切るものだった。

　ヤクザは暴力団で、社会悪で、権ごん田だ原わら凛りん子こもそういう存在になり下がってしまった。

　そういう認識は鈴すずの音ねの言う通り間違っているのかもしれない。だって――目の前の彼らはあまりにも楽しそうだったから。なんだか少し、くやしいほどに。

　だけど、じゃあぼくはこの変わり果てた権田原凛子にどのように対応すればいいのだろう。彼女は忌いむべき存在というわけではない。だが、ぼくが再会を焦がれていた〈凛りんちゃん〉とも違っていて……。

「先生」

　ふと、背中を向けていた権田原凛子がこちらを向いた。

　彼女は何だか微妙な表情をしていた――苦い食べ物をうっかり口に入れてしまって我慢しているような表情。やがてひととき目を閉じてから、ゆっくりと開いて、意を決したような顔をした。頬ほおは、依然として赤い。

　なにもかもわけがわからない。だけど次の瞬間、ぼくはさらにわけがわからなくなった。



    

  
    
      



    

  
    
      「……あたしは、ヤクザはヤクザだけど、今も、きみのことは好きだぜ」

　一言だけ囁ささやいてから、すぐさま背中を向けた。そしてヤクザの群れに戻っていく。

　心臓に鉄てつ杭くいが打ち込まれた感じがした。身動きもできず、立ち尽くした。

　目の前にほんの一瞬だけ、ヤクザじゃない彼女がいた気がした。

　しかし彼女はすでにヤクザに囲まれて、「ようし、てめえら！　それじゃあ部室に撤収するぞ！」と親分らしく号令している。一瞬だけ現れた〈凛りんちゃん〉の幻影は、まさしく幻のように消えている。



　　　＊



　翌日の授業には、まったく集中することができなかった。

　とはいえこの学園の授業はぼくにはレベルが低すぎるのでそれは別に問題ではない。ちらり見ると、教師が必死になって黒板にツルとカメの絵を書いてツルカメ算の説明をしている。それに対してヤンキーが「ツルって何だよ、そんなイキモノ知らねーぞ!?」と野次を飛ばしているが、恐ろしいことに野次ではなくマジで言っているのかもしれない。

　ともかくぼくには不必要な授業だったので、思う存分に思い悩むことができた。

　――あたしは、ヤクザはヤクザだけど、今も、きみのことは好きだぜ。

　その言葉は胸をギクリとさせる衝撃を伴ってはいたけれど、しかし素直に喜ぶことができないものだった。

　だってそうだろう。それは、赤の他人から不意討ちに告白を受けたようなものだ。

　それはそれでうれしいけれど、対処に困る。

　相手は、まぁ、美人だ。癪しやくだけど、それは認めよう。

　美人に好きと言われたら、たとえ赤の他人でも受けて立つのが男という生き物である。しかし今のぼくに限っては、そんな簡単には受け入れることができなかった。

　ぼくが思い描いていた〈理想の凛ちゃん〉のイメージが、心の中でまだくすぶっていた。もはや絶対にありえないものに対する未練から、ぼくの心は自由ではなかった。

　この気持ちはきっと、思い描いていた理想の凛ちゃんと再会しない限り、消えないものだろう。権ごん田だ原わら凛りん子こは確かに幼おさな馴な染じみの凛ちゃんと同一人物だけれど、ぼくが再会すべきだった凛ちゃんとは、まったくの別人なのた。

　彼女自身が言う通り――ヤクザはヤクザ。彼女は変わり果ててしまった。それは再会を約束していたぼくにとって、小さいけれど、確かに『裏切り』だった。

　ぼくは『裏切られた』。そのことは、彼女だって認めるところだろう。

　彼女がぼくをどう思っていようと、ぼくはそのことに納得することができない。

　今も変わらずぼくが好きだからって――そもそもそれがどんな意味合いの『好き』かは知らないが――そんなことをぼくに伝えて、どうしようって言うんだ。

　胸にわだかまる感情は、怒りではなく絶望だった。

　気が塞ふさいでいるうちにキーンコーンカーンコーンというお馴な染じみのチャイムが授業の終わりを告げた。時間はぼくの気持ちを無視して進み、斜面を転がり落ちるようにして放課後が近づいてくる。

　放課後になったら、ぼくはどんな顔をして文芸部室に行けばいいのだろう。なんだか嫌な気分だ。どうしてぼくだけがこんなに悩まなければならない？　不公平じゃないか。

　休み時間になっても、ヤンキーを相手にツッコミを入れて回ろうという気分にはなれなかった。指をくわえて物欲しそうにこちらを見ているバカなヤンキーがいるが、今日ばかりは無視をした。かといって、気軽に雑談をする相手もいない。

　考えてみると、ずいぶん寂しい学園生活だ……

　と、思っていたのだが――。

「おい、昨日は無事だったかよ」

　――休み時間になるなり、ぼくに話しかけてくる声があった。

　あまりにレアなイベントに、大慌てで振り向く。

　そこに立っていたのは、腰に両手をあてて、少し斜に構えたクラス委員長だった。

　委員長――授業のたびにクラスに号令をかける、あの三つ編み眼鏡めがねの女子である。暴れ狂う獣のようなクラスメイトを、凛りんとした号令によって静める巫み女このごとき姿に、ぼくは内心で神に対するような尊敬の念を向けていた。しかし互いに口をきいたことは無いはずだから、突然声をかけられるのは驚くべきことだった。

「委員長!?　無事だけど、いや、無事って何のこと!?」

「昨日、ヤクザとヤンキーのケンカに巻き込まれただろ。ついてはいかなかったけどよー、一応心配してたんだぜ」

「ど、どうして委員長がそのことを!?」

　道ばたの見知らぬ占い師にいきなり過去を言い当てられたかのように、ぼくはビビった。

　委員長はぼくに対して不可解な表情をしてから、「もしかしてあんた、あたしが誰だれなのか理解してねーのか？」と不可解なことを言った。

　彼女は自分の三つ編みに手をかけた。はらりと三つ編みがほどかれて、次に彼女は見る者に知的なイメージを与えるシルバーフレームの眼鏡を取り外した。そしたら、目の前に鈴すずの音ねが現れた。イスの上からひっくり返りそうになった。

「ゲェーッ！　お、おまえは清きよ水みず鈴音ーッ!?」

　思わずキン肉マンの脇わき役やく口調で驚いてしまった。

「……普通、顔を見りゃ気付くだろ。あんた髪型と服装と肩書きと眼鏡だけで人を判断してんじゃねーのか？」

　呆あきれた口調で彼女は肩をすくめるが、ぼくは衝撃さめやらず、その顔をジロジロ眺めてオロオロとした。言われてみれば、この柄の悪い間延びしたしゃべり方は鈴音だ。

「そ、そんな……このクラスの委員長は、委員長オーラで凶暴なヤンキーさえもしっかりまとめ上げる委員長の中の委員長として、ぼくは内心でひそかに尊敬の念を惜しまなかったというのに……」

「委員長オーラ？　そんなマイナスイオンみてーなもん出てねーよ。周りがあたしの号令に従うのは、単にあたしがレディース〈百ゆ合り地じ獄ごく団だん〉のヘッドだからだぜ。このクラス、いや一年の中じゃ一番の格上だろーからな」

　衝撃の事実――委員長の中の委員長は、委員長ではなくレディースのヘッドだった！

　ぼくが密ひそかに尊敬していた統率力は、より強い暴力による支配だった！

　しょせんここは毒マムシ学園ということか……。

「……しかし、どうしてそんなコスプレみたいな真ま似ねしてるんだ？」

　ぼくはため息混じりに言う。彼女は慣れた手つきで三つ編みを結っている。早い。

「いつまでもバカやってるわけにはいかねーからなー。授業はマジメに受けることにしてんだ。それに世の中、外見とか肩書きで判断する奴やつが多いからよー、こういう格好してクラス委員長を引き受けるだけでも教師ウケとかずいぶんちげーんだわ」

「意外に殊勝な奴だな……」

　鈴すずの音ねは意外と他ほかのヤンキーよりも常識人なのかもしれない。そもそもそういえば、凛りん子こは出来る限りマトモな人間を担当編集に選んだという話だ。この学園で数少ないマトモな人間――ぼくは清きよ水みず鈴音に対してそんな仲間意識を勝手に感じた。

　ただし顔は怖い。怖すぎる。ギロリと彼女の三白眼がなめ回すようにこちらを見た。

「見た感じ無事そうだな。怪け我がとかされると担当編集として責任を感じるからよー、ご健勝で何よりだぜ」

　ご健勝とか難しい日本語を言い出したよ！　この女ヤンキーどうなってるんだよ！

「そういえば、あんたってゴンと昔馴な染じみらしいじゃねーか。仲良くやれてるのかよ？」

　ツッコミをガマンするぼくに、鈴音はぼくの机に半ば腰かけるようにして問いかけた。ちなみにこのほんのひとときで、すでに三つ編みが完成している。早い。早すぎる。

　ぼくは返事に困惑した。

「……正直、どう対応していいのか戸惑ってる。だってぼくは記憶の中の凛りんちゃんと再会するつもりだったんだ。なのに、出会ってみたら彼女はヤクザだった。なんだかもう、どう口をきけばいいのかわからない」

　胸のうちにあるのは、怒りではないのだ――しかしどういうことだろう、ぼくはあっさりと本音をこぼしてしまった。かつての幼おさな馴な染じみよりも、このレディースのヘッドの方がよほど気楽に話せる。

　彼女の三白眼がぼくをまじまじと見る。まるで品定めでもするかのような視線。迫力があるというだけでなく、ある程度の真実を見通す力も持ち合わせているような……。

「作家先生にとって相手がヤクザってことはそんなに重要かよ。大事なのはもっと根っこの方だろーがよー。……いや、でも普通の人にとってはそういうもんかもしれねーなー。仕方ねーのかな」

　彼女は自分で言ってから、自分で訂正して、物憂げにため息をついた。

　その様子にぼくはハッとする。彼女もそういう『肩書きで判断する』ということに、ずっと傷ついてきたのかもしれない。なにしろ目の前の彼女は、今、レディースのくせして委員長の格好をしているのだ。

「でも肩書きだけで人を判断して、あいつとは付き合わない、なんて決めるのは大人じゃねーとあたしは思うぜ。感情の問題だから、そうそう簡単に割り切れねーんだろーけどな」

　正論だった。ぼくが思わず言葉に詰まると、その表情を見届けてから彼女はひょいと椅い子す代わりにしていたぼくの机の上から降りた。

　一発、ばしんと背中を叩たたかれた。

「休み時間にまで気き鬱うつなツラしてんじゃねーよ。もすこしシャキっとしろよな」

　その言葉に、ぼくは気を遣われたのだと気づいた。だけど情けなさよりもうれしさが先に立った――そういえば、この学園に転校してからマトモな会話をしたのは初めてだ。

「休み時間にまで担当編集として世話を焼いてくれるんだな。鈴すずの音ねって、この学園の生徒にしてはけっこう良い奴やつじゃないか」

　思ったことをそのまま口にすると、彼女はちょっとだけうれしそうな顔をして、だけど「へっ」と笑い飛ばした。

「あたしはゴンに頼まれたから担当編集してるだけだぜ。ロクデナシだし頭も悪いから、勘違いするんじゃねーぞ。……おっと、そろそろ授業が始まるな」

　彼女は一度自分の口に手をあてると、眼鏡めがねをかけ直し、声色を変えて、「みなさん、もうすぐ授業が始まりますよ！」と、クラス全体に響き渡る澄んだ声で号令をかけた。教室はたちどころに静まり返った。



　その次の休み時間、ぼくは気鬱な表情を引っ込めた。そして教室を抜け出し、学園の様子を見て回ることにした。

　ヤクザは本当に弱い者を助ける正義の味方なのか、それを確かめようと思ったのだ。それが掛け値なしの事実だと判明したところで、ぼくの中の権ごん田だ原わら凛りん子こへの感情が割り切れるかはわからないけれど……だけど彼女を少しでも認めることができる要因になればいいと思った。彼女に失望感を持ち続けるのは、ぼくの方も辛つらかったのだ。

　ヤクザが本当に〈任にん侠きよう〉と呼ばれる正義の味方であるなら、この無法の学園を歩き回れば、必ずや彼らによる人助けのシーンに立ち会えるはずである。だからぼくは〈ヤクザ〉と〈一般生徒〉を探すと決めて、廊下に出た。

　なんだかジャングルへ未知の動物でも探しに行く気分だ。

　一般生徒は容易たやすく見つかったが、ヤクザはなかなか見つからなかった。

　そもそもおかしなことがある。ぼくはツッコミのため学園を東へ西へと駆け回っていたはずだが、しかし文芸部に来るまでヤクザの存在を知らなかったのだ。よく考えるとこれは不思議である。

　しばらく目を皿のようにして学園中を探して、謎なぞはようやく明かされた。

　彼らはまさしく幻の生き物だったのだ。

　彼らは風景のすみっこに、まるで忍者のように隠れていた。背中を丸めて、気配を消して、あろうことかトレードマークのはずの着流しの上にボロい革ジャンを羽は織おっていた。

　その姿はぼくにとって衝撃的だった。ヤクザはひとつの暴力勢力としてヤンキーと争っている、そんなイメージがあったからだ。だが現実の彼らは、昼休みには昼ごはんを便所で食べそうなぐらい影が薄かった。

　しかも彼らはただでさえ目立たない上に、ぼくと同じ学年にはほとんど人数がいないようだった。二、三年と学年が上がるほどに彼らの姿は目立ちはじめる。今までぼくが彼らの存在に気づかなかったのも、無理はないだろう。

　一方で、観察の視点を一般生徒に切り替えてみると、彼らはヤクザとは逆に、学年が上がるほどに人数が極端に減った。この反比例には、何か関連性があるのだろうか？

　……ヤクザによる弱い者助けを確認するためには、一般生徒を追いかければいいはずである。そこにヤンキーが現れてひと悶もん着ちやく起きれば、正義の味方も現れるはずだ。

　そういうわけで、一般生徒への観察を続けることにした。トイレに向かうためか、怯おびえながらも廊下に出てきた一般生徒がいたので、彼の後をついていくことにする。

　事件はその直後起こった――廊下をそわそわと歩く一般生徒Ａは、しかし足元がお留守で、なんと、廊下でクロールの練習をしていた海パン姿のヤンキーを踏んづけてしまったではないか！

　当然、立ち上がったヤンキーに胸倉をつかまれてしまう生徒Ａ。ヤンキーは「廊下を泳いじゃダメだってのかよ！　ああん!?　走ってるわけじゃねえだろうが！」とかなり意味不明なことを凄すごんでおり、Ａはすでに涙目だ。ヤンキーは頭につけていたゴーグルを外し、それを鞭むちのようにふるってＡの顔面に叩たたきつけた。これは地味に痛い。

　ぼくはその様子を見守るしか出来なかった。だって、ぼくが出て行ったところで巻き添えを食って犠牲が増えるだけだ。全然論理的ではない。ヤクザが助けに来ないかとあたりを見回すと、視界の中で妙なものを捉とらえた。

　ヤクザが、廊下の隅すみでこちらをうかがっている。彼らは携帯電話で、何やら小声で連絡をしていた。

　しばらくして、ヤンキーがＡの口にゴーグルを突っ込む遊びを始めたころ、状況に変化が起きた。連絡をしていたヤクザのもとに、仲間がぞろぞろと集まってきたのだ。ヤンキーは暴力に夢中でそれに気づかない。

　ヤクザたちはそろそろとヤンキーの背後に近づいて、思いっきりその背中を押した。

　うおっと悲鳴をあげてずっこけるヤンキー。次の瞬間、大勢のヤクザがよってたかってヤンキーを踏みつけた。状況をつかめずに、ヤンキーは大声をあげる。「てめえ、何なに者もんだ、何しやがる！　この俺おれをトビウオのコースケと知ってのことか……ぐげ」ヤクザたちは一言も答えずにストンピングを続けた。執念を感じさせるストンピングだった。

　恐ろしいほどの容よう赦しやの無さ、そしてセコさだった。

　ぼくがドン引きしていると、彼らはようやくそれを止めた。着流しの上に革ジャンを着た異相のヤクザたちは、無言で風のように去っていく。口にゴーグルを突っ込まれた生徒Ａは、ほうほうのていでそこから逃げ出すが、もはやどちらから逃げ出すのかよくわからない。ボロボロにされた海パンヤンキーだけが残った。

　ぼくは黙ってその様子を見ていた。

　弱きを助け、強きを挫くじく――その言葉は、間違いではなかった。

　……それからもぼくは、休み時間のたびに校内の様子を見てまわった。

　生徒を助けるヤクザの様子を見かけたのは、一度や二度ではなかった。それはかなりの頻度で起こった。ヤクザが弱者の味方というのは、間違いではない。

　だけど……正義の味方とも言えないだろう。

　ぼくはヤクザがけっしてケンカが強いわけではないことを、昨日の騒動から知っている。しかし今日のヤクザは、昨日とは違った姿を見せた。昨日の留守番三人組はしょせん下っ端だったということだ。

　今日見たヤクザたちはいたずらにケンカを挑まず、目立たず、まずヤクザ同士で連絡を取り合い、頭数を揃そろえてからケンカに挑んだ。そこにあったのは統率された組織力である。

　ヤンキーはタイマンを愛し、個人の力で戦うが、ヤクザは組織の力で戦うのだ。

　そしてその後に続く、セコく、容赦の無い戦術。

　それは合理的な戦い方ではあった。知性を感じるものではあった――その背景には、恐らく親分による教育があるのだろう。しかし合理的だが、外道のやり口だった。弱者を守るためではあっても、ヒーローの痛快な戦いを見た気分にはとてもなれない。

　そして彼らの手によって痛めつけられたヤンキーは、その容赦の無さから、通常のヤンキー同士のケンカよりもはるかに深い傷を負わされていたのだ。

　弱い者を助けることが目的にしては、どう考えても過剰な暴行だった。

　そうだ、鈴すずの音ねが言っていた〈任にん侠きよう〉というのは、清く正しいだけのものでは決してない。そもそもぼくが初めて彼らに会ったとき、彼らは何をしていたか？――賭と博ばくをしていたではないか。彼らは清濁を併せ持ったものなのだ。

　チグハグだ。

　好意を感じていいのか、嫌悪を感じていいのか、わからなかった。

　彼らはどういう思想や理念をもって、こんなチグハグな行動をしているのだろう。どうして正義でもないのに弱い者助けをする？　その動機はいったい何だろう？

　任侠――それは単純な正義の味方ではなく……なんだか得体の知れない連中だった。

　ヤクザたちにそうした生き方を教えたのは、親分の権ごん田だ原わら凛りん子こに違いない。その想像は、清純無む垢くな読書少女だったかつての幼おさな馴な染じみとあまりにもかけ離れていた。

　あのころの彼女はわずかの濁りもないような少女だったのに、どうしてそんな得体の知れない人種になってしまったのだろう。

　……どうして彼女は、ぼくには理解ができないような人種になってしまったのだろう。

　こうしてぼくの探検は終わった。終わってみると、当初の目的とは裏腹に、むしろ幼おさな馴な染じみが遠い存在になったことを再確認しただけだった。

　最後の休み時間には、ぼくはもはや理由もなくふらふらとうろついていた。精神的な疲労と、さびしさを感じていた。教室でウジウジとし続けていた方がマシだったかもしれない。

　ふと、無人の渡り廊下に女の子を一人見つけた。

　女ヤンキーというとスカートの丈が袴はかまみたいに長かったり、さらしに特攻服を羽は織おったりしているものだが、彼女は普通の制服姿だったので、どうやら一般生徒に違いない。

　だが彼女は、珍しいことをしていた。指から何かをぶら下げて、片手をゆっくりと振っている――よくよく見るとそれは、ヨーヨーだった。

「何してるの？」

　妙な人恋しさもあって、ぼくは彼女に声をかけていた。

　パシンとヨーヨーを手に受けて、振り向いた彼女の顔にぼくはドキっとした。何気なく声をかけたが、相手はかなり正統派の美少女だったのである。鈴すずの音ねのギラギラした眼とは正反対の、クリクリとした丸い瞳ひとみがぼくを物珍しそうにとらえる。

　不意に、彼女は返事代わりに片手を突き出して、握られたヨーヨーを手放した。

　通常のヨーヨーは、糸の限界まで落下すればあとは手元に戻るだけである。



    

  
    
      



    

  
    
      　だが彼女のヨーヨーはそれとは違って、音をたてて回転しながら一定の高さを維持した。ぼくは「おおっ」と目を剥むいた。すると彼女は、ヨーヨーと指を結ぶ糸で、突然あやとりを始めた。ヨーヨーは回転し続けている。その器用さに、ぼくは歓声をあげた。

　だが、それだけでは終わらなかった。急にヨーヨーが生きた魚のように飛び跳ねて、糸で描いたあやとりの模様に飛び込む。ヨーヨーはまだまだ回転し、宙に留とどまり続ける。彼女は素早い動きで次から次へと模様を描き出す。東京タワー、ブランコ……そこをヨーヨーは鳥や蝶ちようや魚のように飛びまわり、跳ねまわる。

　すべては目で追えないスピードで行われた。ヨーヨーは何分間回転し続けていたのだろう――やがて彼女は糸の図形を解ほどいて、ようやく普通にヨーヨーを手の平に収めた。

　イリュージョンを目の当たりにしたような、不思議な時間だった。

　彼女は、どうだ、すごいだろうという目をぼくに向けた。無言で、誇ほこらしげに。

「す、すげええっ！」

　ぼくは思わず大声をあげてしまった。

　ぼくの勢いに驚いたのか、彼女も目を見開いてのけぞった。そして照れくさそうに目を逸そらした。なんだかほめられることに慣れていないかのような挙動である。

「別に大したことじゃないよ。ちょっとしたワンハンドストリングトリック。基本だね」

　わんはんどすとりんぐとりっく？

「言ってることはよくわからないけどすごい！　魔法を見てるみたいだった！」

　だってヨーヨーっていうと上から下に行って戻ってくるものって思うじゃないか。

　まさかこんなにも多彩な動きをするものだなんて、不覚にも知らなかった。ぼくは冷静に考えると恥ずかしいぐらいに興奮して、彼女を褒め称たたえた。

「……まぁ、ボクのヨーヨーのすごさがわかるなんて見込みがあるよ。ヨーヨー、興味ある？」

　彼女は女の子なのに〈ボク〉と言った。妙な奴やつだ。だがぼくはうなずいた。

「今まで興味なんて無かったけど、がぜん興味がわいた。すごいんだな、ヨーヨーって」

　ぼくの興奮した言葉を聞くと、彼女はパーッと表情を明るくした。

　ぼくは少しドギマギした。髪の毛はふんわりとした巻き毛をポニーテールにしていて、アイドルみたいに華やかな顔つき。服装は校則が無いに等しい毒マムシ学園にあって清せい楚そなセーラー服。ヤンキーとは縁遠い美少女である。こういう普通に可愛かわいい女の子と会話するのは、なんだか新鮮だ。鈴すずの音ねだって美人の部類に入るが、可愛いよりも怖いの方が先に来る。すべては目つきのせいである。

　女の子は見ているこっちも嬉しくなるような笑顔を浮かべて、ぼくにヨーヨーを差し出してきた。「こいつハイパーヨーヨーって言うんだ。あげるよ！　やってごらん！」

　ぼくは少しだけ物もの怖おじした。

「ぼくにも出来るかな。ヨーヨー、今まで触ったことも無いんだけれど」

「ボクが教えてやるよ！」

　それからしばらく彼女とヨーヨー遊びに興じた。ぼくにヨーヨーを教えるといって、無邪気に彼女の手がぼくの手に重なる。彼女から教わって犬の散歩という技をすると、彼女は子供みたいに大喜びした。なんだかこそばゆい。

　考えてみれば、幼い頃ころに凛りんちゃんと生き別れてずっとエリートコースをひた走ってきたぼくは、こういうオモチャ遊びを未経験だった。ベイブレードとかカードゲームとか色々流は行やっているのを横目で眺めていたものだ。

　ぼくは我ながら呆あきれるくらい無邪気に、ヨーヨー遊びを楽しんだ。そんなぼくを見て、彼女も心から楽しそうにしていて、下心があるわけではないが、その様子が可愛かわいかった。

　あっという間に休み時間は終わってしまった。毒マムシ学園に来てから、休み時間がこんなに短く感じられるのは初めてである。

「あーっ、楽しかった」と彼女は感想をもらしてくれた。

「久しぶりに他人と遊べて面白かった！　上下に厳しい恐怖支配も良いけど、遊び相手に困っちゃうよね。番長も何とかしてくれりゃいいのに」

　は？　恐怖支配？　番長？

　しかしそれだけ言うと彼女は、「そのヨーヨーはあげるから、練習してね！」と言い残して廊下を駆け去ってしまった。「あっ」と思うと、彼女はもういない。

　名前やクラスを聞かなかったことを、ぼくは切なく後悔した。

　残されたのは、ピンク色のヨーヨーにピンク色のラインストーンがキラキラ輝くいかにも女の子らしいヨーヨーである。ちょっと恥ずかしいけれど、ぼくは大事にそれを両手で包み込んだ。同じ学園なのだから、きっとまた再会できるだろう。

　手で握りこむとラインストーンがゴツゴツしていて、なんだか投げつければ凶器にでもなりそうなヨーヨーだった。まぁ気のせいだろう。しょせんオモチャである。

　ぼくは少しだけ機嫌を取り戻して、自分のクラスに駆け戻った。



　　　＊



「と、そういうことがあった」

「見知らぬ女の子と、ヨーヨー遊びをした？　ふーん。そりゃあご機嫌なこったなー」

　ぼくが若干高いテンションで休み時間にあったことの話をすると、ダンボール机の向かい側に座った鈴すずの音ねは、ムキムキと眉み間けんにしわを寄せた。

「違う！　そっちはオマケで、任にん侠きようはけっきょくよくわからないって話だよ！」

　ぼくは慌てて弁解した。あくまで本題はそちらである。ていうか、ぼくが見知らぬ女子と仲良くしてどうして鈴音が怒るのだ。おっかないったらありゃしない。

　放課後の文芸部室である。と、そのとき部室の扉が開いて凛りん子こが現れた。

　彼女はちらりとぼくの存在を認めると、

「よ、よう先生……お疲れ様」

　と、ぎこちない感じに挨あい拶さつしてきた。とっさに返事ができずに、ぼくはぷいと目を逸そらしてスルーしてしまう。凛りん子こはなんとなく肩を落とした様子で、ヤクザの一団に向かって混ざっていった。

　ヤクザだけれど、ぼくと仲良くしたいという思いがあるらしい……勝手な奴やつだ。

「……無ぶ愛あい想そうくれてんじゃねーよ」

　コン、と鈴すずの音ねが木刀でぼくの頭を軽く叩たたいた。

「ったく、知らねー女と仲良くする前に、まずは幼おさな馴な染じみと仲良くしろよなー」

　ぼくは舌打ちした。ぼくだって、嫌いたくて拒絶しているわけではない。……ていうかおせっかいな奴だな。これも担当編集の仕事なのか？

「なぁ、任にん侠きようってなんなんだ？」ぼくはたずねた。

「辞書で引いたじゃねーか」

「そういうのじゃなくて、もっとリアルなのというか……もっとみんながどんな風に考えているのか、実感的なところが知りたいんだ」

　どうしてあんなことができるのだろう？　弱者を守るだけなら理解できる。だがそのためにヤンキーと争うときの、あの容よう赦しやの無さ。まるで親の仇かたきのような憎悪を向けて、徹底的に相手を潰つぶそうとする、あの凄せい惨さんなストンピング。

　かつての幼馴染がそういう一団を率いているというのは、ショックだった。

「みんながどう考えてるかったって……そんなこと口で言い表すことなんて、きっとできねーぜ。何しろあたしたちはバカだからな」

　鈴音は肩をすくめた。確かに、鈴音はともかくヤクザたちはそうだろう。

　すると彼らは口では説明できないことに突き動かされて、任侠をやろうとしているということだ。つまり、理屈じゃないということだ。

　ぼくは理論派の理屈人間だから、そういうのは苦手なんだけれど……。

「同じ質問をそこいらのヤクザに向かってしたら、たぶんこう返ってくるぜ――任侠ってのは、ゴン姐ねえさんみてえな人のことです」

　言いながら当の本人を指さした。ぼくの目線もそちらに行く。

「今日こそ九く九くを制覇するぞ！」

　女親分はヤクザたちに号令をかけた。

　ヤクザたちは一斉に「オッス！」と声をあげる。体育会系のノリである。

「よし、まずは二の段からだ！　かかれっ！」

「オッスがオッス！　オッスがオッス！」

「違う！　二一が二、二二が四だっ！」

「……オッス？」ヤクザたちは動物的に首を傾かしげた。

「日本語をしゃべれよ！」

　凛子は悲鳴をあげた。はたで聞いているこっちもズッコケたくなる。

「何をやってんの、あれ？」

　顔を覆いたくなるような気分で鈴すずの音ねにたずねた。

「勉強だな。権ごん田だ原わら組では屋台や賭と場ばの他ほかに、週に何回か勉強の日を設もうけてんだ。ま、そこらへんのインテリジェンスが、ヤンキーとかとの違いだよな。あたしもたまに参加させてもらってるぜ」

「……インテリジェンス？　あれが？」

　かけ算の二の段を勉強することがインテリジェンスですか。そうですか。

「そもそもヤクザに勉強なんて、必要なのか？」

　鈴音はちっちっと指を振った。

「ヤクザってのはもともと教育機関でもあるんだぜ。行き場の無いはぐれ者を引き取って、きっちり一人前の男に修業させるってーのが昔っからの親分の務めなんだ。ましてや昨今はガクレキ社会だしな。ちなみにそういう勉強中の半人前を〈草ぞう履りもち〉っていう」

　それから鈴音は、感じ入る風に目を閉じた。

「他人にモノを教えるってのは、楽しいもんだな。なんだか自分がバカじゃねーみてーだ」

　ふうん、とぼくは感心した。脳裏に浮かぶのは、あの日の凛りん子こと子分たちの、母子のようなやりとりだ。……ヤンキーに対するあの凄せい惨さんな暴行と、こうした暢のん気きなやりとりの差は、どこから生じるものなのだろう。

　権田原組について色々と聞いてみようという気になって、ぼくは質問を続けた。

「屋台ってけっこう売れてるの？　この学園には学食があるんだから、わざわざ屋台なんて無くてもいいように思うんだけど。ていうか学食があるのに屋台なんて出していいのか？　学食にケンカを売るようなものだと思うけど」

「先生は、その学食って行ったことあるかよ」

「？　無いけど。ぼくは毎朝自分で弁当を作ってるから」

　エリートたるもの家事も完かん璧ぺきなのである。

「そーか。ちなみにあたしも弁当派だ。気が合うな。今度おかずのとりかえっこでもするか」

「ブッ!?」

「ジョーダンだよ。弁当派じゃ知らねーだろーけど、うちの学食ってひでーんだぜ。地獄校長が業者を独占的に呼び込んで、ゴミみてーな材料で作ってバカみてーな値段で売らせてやがる。それで利益の大半は校長の懐に入ってやがるんだ。普通、学食って言ったら割安なもんなのに、あたしたちがバカだからってナメやがってるんだ。冗談じゃねー。そーいうわけで、ヤクザの素人料理の屋台でも出せばかなり売れるんだ。こっちは適正価格だからな」

「屋台の利益は、何に使われてるの？」

「利益は……よく知らねーけど、ああいう勉強道具や、卒業後の組員の積み立てに使われてるって聞いたことがあるな。賭場の利益もそーだ」

「……マトモだ」

「おう、マトモだぜ」

「おかしいじゃないか、ヤクザなのにこんなにマトモなんて」

「ちげーよ、ヤンキーじゃなくてヤクザだから、こんなにマトモなんだ」

『任にん侠きよう』という二文字が、再びぼくの脳裏を埋め尽くす。

　いったいそれはどういうものなのだ。弱者を守る。しかしそのために残ざん虐ぎやく極まりない暴行をする。学園にケンカを売るように屋台を出す。しかしそれは学園側の不当な利益追求に抵抗するためでもある。屋台や法律違反の賭と場ばの収入は、勉強道具や将来のための貯金になっている。正義とも悪とも言いがたい、得体の知れないゴチャマゼモラル集団。

「頭で考えたって、わかんねーよ。ヤクザなんて理屈の理解できないバカの集まりなんだからよー。先生も理解したいってんなら、肌で感じるしかねー」

　思い悩んでいたぼくに、鈴すずの音ねが言った。

「肌で感じる？」

「今日は勉強の日だけど、明日はまた屋台に行くはずだぜ。ついて行ってみりゃいいじゃねーか。取材だよ、取材。なんてったって作家先生には取材ってもんが必要だ。よし、編集らしい良いアドバイスだぜ」

「取材か……」

　ヤクザ、任侠について知るための取材……先ほどの休み時間の行動は残念な結果に終わったというのに、もう一度そういうことを繰り返せというのか。

　……しかし取材という言葉は良い響きだ。実に作家っぽい。

「ていうかあんた、ちっとも小説書いてねーじゃねーか。何やってんだ、このタコ」

　担当編集はぼくの真っ白な原稿用紙を見下ろして、ため息を吐ついた。ほっといてくれ。



　タコヤキ――それは小麦粉を溶いた生地の中にタコを入れ、球体に焼き上げる日本の伝統料理である。ソースとマヨネーズで味付けし、カツオ節を散らして食べる。チーズやキムチなど具にバリエーションも多い。オヤツ、あるいは軽食として全国で見られるが、特に関西地方で多く見られ、あちらでは炭水化物であるにも関かかわらずご飯のおかずとして食される。関西人たちの栄養バランスが不安である。関西はタコヤキのおかげで現在もっとも成人病リスクの高い地域だと言えるだろう。……

　……と、凛りん子こは朗ろう々ろうと語った。関西人に何か恨みでもあるのだろうか。

　その日の彼女はトレードマークの和服をひもで小粋にたすきがけにして、動きやすい格好をしていた。

　放課後の校庭である。今日は新入りを中心に連れてきたらしく、彼女はいきなり開店せず、まずはタコヤキそのものについての説明から始めた。基本のキである。初めて来るぼくにとって幸運なことだったが、もしかすると鈴音が口利きをしたのかもしれない。その彼女はというと、まるで誰だれかの保護者みたいに遠くのベンチに腰かけてこちらを眺めている。担当編集も大変である。きっとヒマなのだろう。

　ヤクザたちは、親分の説明に子供みたいにパチパチと拍手した。

「さすがゴン姐ねえさん！」

「ゴンって呼ぶんじゃねえ」彼女はムっとしてみせた。

「無限の可能性を感じる料理だぜ！」

「つまり小麦粉の球体に秘められた小宇宙コスモってことだな！」

「秘められた赤いタコは乙おと女め心ごころの隠喩メタフアーってわけか！」

　……こいつらは言葉の意味をちゃんとわかってしゃべっているのだろうか。ちなみに小宇宙ではないが、タコヤキという名の小惑星なら実在する。どうでもいいけど。

　次に彼女は作り方を実演してみせた。

「いいか、ひっくり返すときは、天使のように繊細に、悪魔のように大胆に……こうだ！」

「オッス！」

「でも、てめえらは基本的にガサツだから、繊細さ重視でやれ！」

「オッス？」

　ヤクザたちは首を傾かしげた。複雑な命令は理解できないのだ。

「つまり、自分が天使になったと思いながらやるんだ！」

「オッス☆」

　ヤクザはおもむろにＣＤラジカセにスイッチをいれた。大音量で件くだんのアイドルの新曲が流れ始めた。凛りん子こはズッコケた。

「なんでいきなりアイドルの歌なんざ流すんだよ！」

「だ、だってちーちゃんは俺おれたちの心の天使だから☆」

　ヤクザたちはクネクネと腰をくねらせながら答えた。

「てめえらが薄気味悪くて客が逃げるわ！」

　と、乱暴にコードを引き抜いて音楽を止めた。

「アーッ！　ちーちゃぁあああああん！」

　そのアイドルの名前は天あま海み千ち早はや。歌が大好きな十五歳の女の子。その幼さと健けな気げさがヤクザたちの荒すさんだ心をはてしなく癒いやすらしいが、それはまた別の物語である。

「アイドルなんかにハマりやがって……ヤクザだったら演歌の浪花なにわ節ぶしって相場が決まってるじゃねえか」

「へい、安心してくだせえ。ちーちゃんは天使でも、姐さんは女神ですから」

　ぼっと、彼女の顔が赤くなった。

「バカヤロー！　与よ太た飛ばしてねえで、さっさと焼きやがれ！」

「おい見ろよ、姐さんの顔が真っ赤だぜ！」

「タコヤキだけにな！」

　組長というのも大変そうである。

　ともかくヤクザたちは不器用な手つきでタコヤキをつくり始めた。練習ということでまだ屋台に看板は掲げておらず、開店はしていない。ヤクザなのだから失敗作でも気にせず売ってしまえばいいのにと、ぼくなんかは思ってしまう。

「ゴン姐ねえさん焼けやした！」

　やがてヤクザの一人が、緊張した様子でタコヤキを捧ささげ持ってきた。

　それは素人目にも不ぶ恰かつ好こうな仕上がりだった。球体が裂けて、タコがはみ出ている。

「ゴンって呼ぶんじゃねえ……ダメだっ！　全然ダメ！」

　彼女は美食倶く楽ら部ぶのボスみたいな目つきでタコヤキをチェックすると、いきなりダメダメ叫さけんでゴミ箱に投げ捨ててしまった。ヤクザは「ああっ」と悲鳴をあげてゴミ箱にすがりついた。……初めて完成させた料理を、味見もされずゴミ箱に捨てられてしまったら、それは確かに悲しいだろう。

「そ、そんな殺せつ生しような……！　腹に入っちまえば同じですぜ」

　バッカヤローッ！、と彼女は火の出るようなビンタをくれた。

「このタコヤキはカタギの方々に金を払って買ってもらうんだ！　てめえはカタギになれねえ半人前の分際で……客をナメるんじゃねえ！」

　その叱しつ咤たに、ヤクザはわっと泣き伏した。

　ちなみに〈カタギ〉というのはヤクザではない一般人、〈素人〉を指す言葉だ。ヤクザ業界用語である。

「ゴ、ゴン姐さん！　俺おれァ大切なことを忘れてた！」

「ゴンって呼ぶんじゃねえ。……わかりゃあいいんだ、わかりゃあ。よし、とっとと次のを焼いて来い」

「オッス！　……俺おれたちのタコヤキ坂は、まだ登りはじめたばかりだ!!」

　ヤクザは今にもクライマックスを迎えそうな感じで意気揚々と鉄板へ向かって行った。

「景気づけに音楽を流すぜ☆」

　そして、おもむろにラジカセのスイッチをいれた。

　音楽が流れ出すと、ヤクザたちはみんなして条件反射のように踊りだすのだった☆

「だからその歌はもう止やめやがれ！」

　大声で怒ど鳴なる親分に、ヤクザたちがゲラゲラ笑いながら従う。相変わらずアットホームな光景である。昔の凛りんちゃんは、こんな風にがさつに怒鳴ったりしなかったけれど……。

「……なぁ、先生も焼いてみないかい？」

　不意に、凛りん子この矛先がぼくに向いた。

　彼女はそわそわと落ち着かないそぶりで口元に手をあてている。そんな女の子らしい仕草に対して、ぼくは反射的に首を横に振ろうとしたが――視界の端に恐ろしいものが見えた。鈴すずの音ねがものごっつい恐ろしい表情でぼくをにらんでいた。ぼくは機械仕掛けの人形のように首を縦に振った。

　どうも鈴音は、ぼくと凛子の関係を取り持とうとしているふしがある……。

「や、焼くか!?　よ、よし、じゃあこっちに来てみろ！」

　どことなくテンパった様子で、彼女はぼくを鉄板に導いた。かくいうぼくも緊張してテンパった挙動で、鉄板の前に立つ。

「さあ、やってみろ」そう言って、彼女はぼくに道具を手渡した。

　すぐ脇わきに、肩と肩が触れ合いそうな距離に、権ごん田だ原わら凛りん子こがいる。ついそんなことを意識してしまう。

　彼女はぼくの知る凛りんちゃんではなく、ヤクザではあるけれど……。

　これは緊張だろうか。この女ヤクザを相手に？

　胸が無む闇やみにドキドキするが、心臓は不ふ随ずい意い筋きんなのだから仕方ないといえるだろう。

「お、おい！　そうじゃねえ！　それはまだ生焼けじゃねえか！」

「え？」

　タコヤキ作りはすでに始まっていたらしい。ぼくは無念無想の境地でタコヤキをいじくっていたようだ。もちろんそれはちっとも成功していなかった。

　大慌てでぼくは鉄てつ串ぐしでタコヤキをいじくるが、フォローどころか状況は悪化の一途をたどり、鉄板の上のそれはもはやタコヤキという名の……なんだこれ？　誰だれがこんな小麦粉スライム作り出したんだ？　ある意味器用だよ？

「ちょっと待てったら！　とんでもねえ不器用さだな！」

　ぼくの脇で身を乗り出しながら、凛子が呆あきれた風に叫さけぶ。

　不器用じゃない、考え事をしながら焼いたらこうなってしまったわけで、こんなものはぼくの真の実力ではない――そんな言い訳を許す間もなく、彼女はぼくの背中にまわって、ぼくの両手をグワシとつかんだ。

　ちょっ！　近い!?　何がとは言わないけど背中に当たる!?

「こうやってだな、こうやるんだよ！」

　容よう赦しやなくぼくの背中に張り付いて、その身体からだをひしとくっつけた。その体勢からグワシグワシとぼくの両手を操作する。

　かすかな弾力が背中に押し付けられ、途方もなく柔らかい感触がした。それは和服の下でさらしを巻かれてもなお健けな気げに存在感を発揮し、ぼくに柔らかさと体温を伝えるのであった。

　頭の中がカッとして、ぼくの思考は混乱してしまう。超至近距離から押しつけられるその感触、それにはブルース・リーのワンインチパンチを彷ほう彿ふつとさせる必殺の破壊力があった。この距離はぼくが平静を保てる距離ではない。アウトボクシングに徹しなければ！（混乱中）

　て、ていうか、わざとやっているんじゃないだろうな!?

　こういうとき、思春期のぼくらは性的な昂こう揚ようよりも気恥ずかしさが先立つものだ。

　役得役得などと思えるほど、ぼくはスレていないのだ。

「ぎゃあああああああああああああああああ！」

　どうリアクションしていいかわからなかったぼくは、混乱の末に悲鳴をあげていた。

「わあっ！　なんだよ!?」

　権ごん田だ原わら凛りん子こは驚いてぼくから飛とび退のいた。彼女によるコントロールを失ったぼくの両手は、暴走して鉄串でタコヤキを上空に弾はじいた。ポンと飛んだ半生のタコヤキがぼくの頭の上に落下してべしゃりとつぶれる。あちい！

「お、おぱ……おぱ、おぱ……」とぼくはオパ教の信者みたいにうわごとを繰り返した。そして彼女の胸元に目がいってしまい、顔が熱くなってしまう。

「ああっ！　そういうことか……」

　彼女はぼくの混乱を察したらしく、その顔がみるみるうちにタコみたいに赤くなった。わざとやっていたわけじゃないらしい。

「……ってバカヤロー！　だったらなにも悲鳴をあげなくてもいいじゃねえかっ!?　乙おと女め心ごころが傷ついた！　うわーん！」

　凛子は叫さけんでどこかへ走り去っていった。ヤクザたちは慌てて彼女を追いかけて行き、遠くで鈴すずの音ねがこちらを指さして笑いをガマンしているのだろうか、ブルブルと震えている。頭にタンコブみたいなタコヤキをのっけて、ぼくは呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。何だこれ？

　そんな波乱を乗り越えたりしつつ、ついに屋台は開店した。

「おい、権田原組が屋台を出してるぜ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　そんな声を皮切りに、香ばしい匂においに誘われたのか、うおおおおおおおおっと歩兵隊の突撃のような勢いで生徒たちが集まってきた。ヤンキーもいる。レディースもいる。一般生徒の姿もあった。その怒ど涛とうの迫力を前にして、ぼくは思わず逃げ出しかけたが、しかしいつの間にか戻ってきた女親分は元気良く身を乗り出し、商売人の売り口上を述べた。

「よってらっしゃい見てらっしゃい、そんじょそこらのタコヤキとは、中に入ったタコが違う！　輸入物とは素性がちげえ、明石からやってきた本物のデビルフィッシュだ！」

「うおおおおお、デビル！」

「デビル！　デッビ―ルッ！」

　ヤンキーたちはデビルフィッシュという響きが気に入ったらしく「デビル！」「デビル！」と連呼した。ちなみに欧米ではタコのことをオクトパスという他ほかにデビルフィッシュとも呼ぶので、彼女の口上は何も間違っていない。デビルたちは怒涛の勢いで売れていく。

　ぼくは屋台から一いつ旦たん離れて、グラウンドの端にあるベンチで鈴すずの音ねの隣に座った。

「なかなか面白い見せ物だったな。ゴンとはちっとは仲良くなれたかよ」

「余計なお世話だよ、このヒマ人……」ぼくは本音を隠さず毒づいた。

　やがて商品が売り切れると、アイドルのしっとりとしたバラードをＢＧＭにヤクザたちは屋台の撤収作業を始めた。いつの間にか空はオレンジ色になっていた。その様子を、ぼくと鈴音は部外者まるだしで眺めていた。

　ぼくたちのベンチに、凛りん子こが歩いてきた。反射的に、緊張してしまう。

「これ、やるよ」と、彼女はタコヤキのパックを差し出してきた。

「最後の一パックは残しておいたんだ。あたしが自分で焼いた奴やつだから、美う味まいぜ。多分日本一美味い」

「……日本一ってことは、ないだろう」

「いいや日本一だ。自信がある」

　彼女に急せかされて、ひとつを口の中に運んだ。考えてみれば、彼女の手料理である……ぼくの夢見た幼おさな馴な染じみの手料理だったら、確かに日本一美お味いしかったかもしれない。

「どうだ？」

　身を乗り出してたずねる彼女に、ぼくは無言で頷うなずいた。確かに普通の屋台のタコヤキより美味かった――美味いには美味いが、普通のタコヤキだ。

　そうか、とつぶやいて、彼女は苦笑した。

「でも、日本一美味かったってほどの表情じゃねえな」

　チクリと、妙な罪悪感が胸を刺した。何に対しての罪悪感だろう。

　それに彼女は何がしたいんだ？　自分から昔の凛りんちゃんじゃないのだと見せ付けるように、自分はヤクザだと仁義を切ったくせに、一方で昨日のセリフといい、まるでぼくと再び距離を縮めたいかのように接近してきたり……ぼくを裏切ったくせに。

「あれ？　あたしの分はねーの？」

　鈴音の言葉を無視して、凛子はヤクザたちの輪に戻って行った。

「ははぁ……そーいうことか。つまりただの幼馴染ではねーわけだ」

　鈴すずの音ねはぼくを見てにやっと笑い「先生も隅すみにおけねーな」とわけのわからないことを言った。……なんだか妙な勘違いと、さらなるおせっかいの予感がする。

　アイドルの歌声に合わせて撤収をするヤクザたちは、楽しそうだった。それに、彼らといっしょにいる権ごん田だ原わら凛りん子こも楽しそうだった。ぼくを置いて、楽しそうにしていた。

　ぼくは何となく胸が締め付けられるような切ない思いがした。

「あいつらさ、楽しそうだな」

「おう、そーだな。この学園で一番楽しそーにしてる連中だぜ」

　夕焼けの校庭に、骨身に染みるような冷たい風が吹いた。ぼくはぶるりと震えながら、ポケットの中のヨーヨーを握り締めた。

　この寂しさの正体はなんだろう。ヤクザたちがうらやましい？

　一瞬浮かび上がった考えに、ぼくはぶるりと寒気を感じた。



    

  
    
      


三章　仁義無き学園





　秋が深まるにつれて、教室に空席が目立ち始めた。

　授業に出ることだけが唯一のルール――たとえヤンキーであっても、生徒たちは番長の命令に従って極力授業に出るように心がけている。

　それに、卒業できないことを望む者はいない。彼らはバカなりに、この学園が自分たちを迎えてくれる〈最後の受け皿〉だと理解している。

　空席は、弱肉強食に耐えられなかった敗北者たちのものだった。ヤクザが守りきれなかった一般生徒や、ケンカに敗北し続けて居場所を失った弱いヤンキーのものだった。弱者は幾度と無く暴力を受け、次第に学園から姿を消していく。

　地獄校長の言葉が思い返される――『この学園を卒業できないような奴やつは、人間失格だ。そんなクズの生きる場所は、この格差社会のどこにも用意されていない。そう、動物園だっておまえらのための檻おりは用意してくれないだろう』

　地獄校長や番長は、生徒たちに授業に出るよう呼びかけている――にもかかわらず、弱者は授業に出られなくなるのだ。授業に出ないということは、卒業の見込みを限りなく失うということだった。空席は、弱者たちの絶望そのものだった。

　これでも例年よりマシなのだと人々は言う。権ごん田だ原わら組が結成されたのが今年の春、凛りん子この入学と同時で、それ以前はこの学園に弱い生徒を守るシステムは何も無かったのだ。

　二、三年と学年が上がるごとに一般生徒の人数が少なくなるのはそのためだ。

　同様にして学年が上がるほどにヤクザの人数が増えるのもまた、そのためだ。

　同時に、秋が深まるにつれて権田原組の構成人数も膨れ上がっていた。ぼくが転校してきた当時は二十人だったのが、この一ヶ月にも満たない間に五十人近くになっている。常に存在感なく、陰からヤンキーを闇やみ討うちしていたヤクザたちだが、さすがに有名になり始めていた。バカでもさすがに組織の存在に気づく。

『権田原組に行けば暴力から守ってもらえるらしい』――そういう噂うわさも流れ始めていた。

　思索にふけるぼくの耳じ朶だに怒声が届く。

「おめえの顔が気に食わねえ！」

「んだとコラ！　産んだ母ちゃんに文句言えやコラァ！」

「おめえの母ちゃんデーベソ！」

「よくも母ちゃんの悪口を言いやがったなコラァ！　ぶっ殺したらァ！」

　毒マムシ学園には、今日も暴力の嵐あらしが吹き荒れている。

　弱者の存在を知るほどに、ぼくは自分の甘さを実感しなければならなかった。

　正義の味方なんて生易しいものでは、救われない世界なのかもしれない。





　一方で、ぼくの部活動は順調ではない。

　なにしろすでに一ヶ月近く経たつのに原稿用紙一枚すら進んでいない。書き損ねた原稿用紙をくしゃくしゃに丸めて捨てる作業がいかにも作家らしくて気持ち良かったのは最初のうちだけで、未いまだに何を書けばいいのかヒントさえつかめないことにぼくは行きづまりを感じていた。

　どの指し南なん書しよを読んでも、小説執筆にもっとも大事なのは『読者を思いやって書くこと』と書かれている。どんな文学も、読者に読まれなければ独り言である。執筆に指針が立たないのは、ぼくの中で読者像が定まっていないからかもしれない。

　この場合、ぼくの小説の読者とはこの学園のバカたちである。

　つまりぼくが書かなければいけない小説とは、『バカが求める物語』だ。

　そういえば、こないだのヤクザは「弱い奴やつが幸せになるような話が読みたい」などと言っていたっけ。

　ぼくはもっとバカたちを理解しようとしなければならないのかもしれない。

　彼らは、この学園の生徒たちとは、どういう人間なのだろう。

　ため息をつくぼくの背中を、ヤクザたちの喧けん騒そうが包む。

「六一が六！　六二、十二！　六三、十八！　六四、二十四！　六五、三十！」

　彼らは凛りん子この号令にあわせて九く九くの暗唱をしていた。

「六六、三十六！」「六六、二十六！」

　不協和音がした。一人間違えたのだ。

「てめえ、間違えんな！　また最初からじゃねえか！」

「何で数字が減ってるんだ、このバカ！」

　ヤクザたちが口々に罵ば声せいを浴びせる。

「……あ、本当だ！　こりゃビックリ」

　凛子がため息をついた。

「ビックリじゃねえよ。三分間の暗記の後、二の段からやりなおしだ」

「ゴン姐ねえさん、これじゃいつまで経たっても終わらねえよ！」

「ゴンって呼ぶんじゃねえ。なに、繰り返してりゃあそのうち終わるさ。頑張れ」

　彼女に「頑張れ」と言われて、男たちは単純に「ウィッス！」と元気を取り戻した。まるで教祖さまだ。そして懸命に視線を九九表に落とす。

　相変わらずここにいるときの彼らはほのぼのとした雰囲気である。

　胸に疎外感がわく。任にん侠きようが理解できないのが、なんだかくやしいのだ。

「よおし、二の段から再開すんぞ！」

「へい、ゴン姐さん！」

「ゴンって呼ぶんじゃねえ」

　と、一同が気合をいれた瞬間――勢い良く部室の扉が開かれた。

「カ、カチコミか!?」

　ヤクザたちは定番の声をあげた。しかし部室にやってきたのは、全身に傷を負ったヤンキーだった。

「た、助けてくれ！」

　ヤクザたちはいっせいにどよめいた。

　権ごん田だ原わら組に低ランクのヤンキーが助けを求めてやってくることは珍しくない。

　しかしヤクザたちを動揺させたのは、そのヤンキーが見るからに高ランクヤンキーなことだった。彼のプロテクターはトゲトゲの大量についたクールなものだったし、モヒカンは猛たけ々だけしいぐらい長く伸びていた。しかし、その身体からだは――筋肉で膨れ上がっていたが――傷だらけだったのだ。凄すさまじい厄やつ介かいごとの臭においがしていた。

　ともかく凛子は、事情を訊きいた。

　彼は見立て通りに高ランクのヤンキーだった。しかしたとえ高ランクであっても、上には上がいるため安全なヤンキーなどいない――番長を除いて。

　事情を聞いた凛子は、苦渋に満ちた表情をした。

「つまりおめえは、〈ヤンキー四天王〉の一人を怒らせちまってここに逃げてきたってこったな」

　男は弱々しく頷うなずいた。四天王という言葉に、ヤクザたちはさらにどよめく。

　毒マムシ学園ヤンキー四天王――それは番長に勝るとも劣らない実力を持った四人のヤンキーに与えられる称号である。それは多くのヤンキーにとって、挑もうとさえ思えない畏い怖ふの対象だ。

「……ねえ、四天王ってどんな奴やつらなんだ？」

　ぼくはそばにいた鈴すずの音ねの袖そでをコッソリと引っぱった。担当編集である彼女は、いまやぼくにとってもっとも気軽に声をかけられる存在である。

「ふむ。まずは権ごん田だ原わら組にも力を貸している〈ジーザスクライスト・スーパースター〉こと神かみ風かぜ流りゆう一いち。華か麗れいなる空中格闘を得意としている」

「とんでもない二つ名だな……」

　ぼくは今も部室にいるトンチンカンな服装の男に視線をやった。彼の実力の片へん鱗りんはすでに目にしている。確かに、色んな意味ですごかった。四天王と呼ばれるに相応ふさわしい変態と言えるだろう。

「それに〈狂走の貴人〉、アンパン」

　続いて鈴音が二本目の指を折る。

　ああ、そういえばそんな男もいた。ぼくがこの学園で平和に生きられるようになったキッカケを与えてくれた男である。何がどうすごいのか今ひとつわからないが、確かにあの男も四天王と呼ばれていた。しかし、あれのどこが貴人だ？

「そして〈殺人ヨーヨーのお菊きく〉こと切きり原はら菊きく枝えに、〈アメリカ帰りの男〉イチロー。この四人だ。神風以外はみんな番長の側近と思っていい」

〈ジーザスクライスト・スーパースター〉、神風流一。

〈狂走の貴人〉、アンパン。

〈殺人ヨーヨーのお菊〉、切原菊枝。

〈アメリカ帰りの男〉、イチロー。

「ちなみに呼び名はすべて自称だぜ」

「自称なのかよ！」

　カッコ悪いなそれ！

　ていうか明らかに自分から名乗っちゃいけない不謹慎なのがあるだろ！

　本人はスーパースターって響きが気に入っただけだろうけど、それキリストさんのことだから！

「……この傷は、お菊にやられたんだ」

　ぼくたちのやりとりをよそに、逃亡者が言った。〈殺人ヨーヨーのお菊〉……。

「頼む、俺おれを権田原組に受け入れてくれ！　俺はこの学園を卒業しないわけにはいかないんだ！　里の母ちゃんが、俺の卒業を信じて待ってくれているんだ！」

　泣き崩れる男を前にして、しかしヤクザたちには不穏な空気が漂っていた。

　とても肯定的な雰囲気とはいえない――無理もあるまい。四天王は彼らにとっても恐怖の対象である。これまで平和にやってこられたのだから、妙な火種など抱え込まない方がいいに決まっている。彼らは、正義の味方ではないのだから。

　だが、凛りん子こは違った。

「よし、そいつを組員に受け入れるぜ」

　逃亡者は歓喜の声をあげて彼女にすがりつき、ヤクザたちは悲鳴をあげて彼女にすがりついた。

「ま、待ってくれゴン姐ねえさん、〈殺人ヨーヨーのお菊きく〉は神かみ風かぜの兄貴と違って、直接に番長とつながっている四天王だぜ！」

「ゴンって呼ぶんじゃねえ」

「いくら俺おれたちが束になったって、四天王一人ならまだしも……番長までも敵にまわったら！」

　それまで様子を見守っていた鈴すずの音ねが、重々しく口を挟んだ。

「今回の件はお菊の個人的なケンカってことで番長グループもすぐには動かねーだろーけどよー。でも今までは権ごん田だ原わら組も小さかったから番長グループも放置してたけど、一年からも脱落者が出始めて、あんたらもずいぶんと大所帯になってきてる。神風流りゆう一いちが権田原組に肩入れしていることもずいぶん有名になってるし……番長もそろそろあんたらに目をつけつつある。何とかお菊を追っ払えたところで、お菊がやられたってことをキッカケに、今度は番長グループとの抗争が始まるぜ。番長直属の四天王がやられたら〈シメシ〉がつかねーしな」

　彼女はレディースのヘッドという立場上、ヤンキーたちとの距離が近い。番長グループの動向についても色々と耳に届くのだろう。そんな鈴音の予言に、ヤクザたちはいっそう震え上がった。「たぶん、そうなるだろうな」と、凛子もうなずいた。

　部室一杯に暗雲がたちこめたかのようだった。だが、それを吹き飛ばすように、凛子が怒ど鳴なった。

「バッカヤローッ！　負けるとわかっているからって、こういう男を見捨てるのがあたしが教えた任にん侠きよう道かよ！」

「ゴン姐さん、前は勝てもしないのにしゃしゃるなって言ってたじゃねえか。話が違ちげえ」

「ゴンって呼ぶんじゃねえ！　状況が違うんだよ！」

　彼女はそのヤクザの胸倉をつかんで凄すごんだ。

「てめえ、権田原組に入ったってだけで自分は安全とか思ってるんじゃねえか？　自分はもう弱者じゃない、生まれ変わったんだとでも思い違いしてんじゃねえのか!?」

　その言葉に果たして真実が含まれていたのか――男は力なくうつむいた。彼だけでない、部室中のヤクザたちがうな垂れた。

「都合の良い勘違いをしてるんじゃねえ！　あたしたちが強きをくじかねえ限りは何も変わらねえんだ！　この学園も、てめえらも変わらねえ！　てめえらがどんな人間なのか、忘れるんじゃねえぞ。てめえらは人間以下の扱いを受けてここに逃げ込んできたんだ！　てめえらなんざ死んでもともとのゴミじゃねえか！　それを忘れて、安全なところからこいつを見捨てようとするんじゃねえ！」

　はたで聞いているぼくの方がビビるほどの厳しい言葉に、うつむくヤクザたちの瞳ひとみに涙が浮かんだ。

「組を立ち上げたときからわかってたはずだぜ……この学園で仁義を貫き通そうとしたら、いつか番長とやりあうことになるってな。都合のいいことばかり考えるんじゃねえよ。怯おびえて問題を先送りにするんじゃねえ。偉そうに安全圏にいるつもりになるな。この学園を変えない限り、てめえらは何も変われやしねえ！」

　ふははははと、神かみ風かぜ流りゆう一いちが高笑いした。

「それでこそ俺おれの惚ほれた女だ。番長など何するものぞ、この神風流一が仁義のために力を尽くしてやろう！」

　スポットライトの光を浴びて彼はポーズをキメたが、権ごん田だ原わら凛りん子こは見ていなかった。

「……俺たちは、弱くたって猿なんかじゃねえ。人間だ」

　うつむくヤクザが、ぽつりともらした。ヤクザたちの事情を、ぼくは知らない。だけどそれはさぞかし重い一言なのだろうと思わせる、苦しげな声だった。

「そうさ、それを奴やつらに思い出させてやらなきゃならねえ」

　凛子が一同を見回す。

「す、すまねえ……俺のためにおおごとにしちまって」

　逃亡してきたヤンキーは、涙ながらに凛子にすがりついた。

「自うぬ惚ぼれるんじゃねえ、おめえのためじゃねえよ。おめえはとっとと怪け我がを治しな」

　ヤクザたちは、恐る恐る声をあげた。

「……お、俺はやるぜ！」

「俺もだ！　べ、別にビビってなんていないぜ！」

「俺を助けてくれた姐ねえさんと仁義のためだったら、死んだっていい！」

「命なんて捨ててやる！　俺はゴン姐さんに惚れたんだ！」

「ゴンって呼ぶんじゃねえ」

「居場所は俺たちがつくるんだ！　俺たちの手で！」

　そのときぼくは、部室一面に立ち昇る巨大な熱気を見た。

　理屈ではない。彼らの中に、自らの意志の根拠を論理的に説明できるものなどいないだろう。彼らを突き動かすのは、もっと違う次元の猛烈な感情なのだ。

　それが、この部室一面にたちこめるものだった。それは渦を巻き、ヤクザたちの一体感を強めている――まるで革命前夜のように。

　ぼくは震えた。とても理解できるものではない。だけど、それは何故かぼくの胸まで熱くしていた。ダンボール机の前で座っていたはずのぼくは、いつの間にか立ち上がっていた。

　わけがわからない――ただし一つだけ理解し、確信できたことがあった。

　彼らは弱者だ。

　弱者だから、任にん侠きように憧あこがれるのだ。その公式だけが、ふっと頭に浮かび上がった。

　その瞬間、ぼくはそれを小説に書きたいと思った。

　ヤクザたちがあんなにも憧れる任侠を小説に描けば――それは人々の何かを変える力を持つに違いない。そして、その正体に肉迫できるに違いない。

　理屈は無い。だけど、彼らの熱気を見てそれが確信できた。任侠とは、あんなにも人の心を突き動かすものなのだ。

　ぼくも、ぼく自身のメッセージで、あんなにも人々を揺り動かすことができたなら……。

　それは一行とて書くことができず、しかしぼくの中で芽生えつつあった作家魂の唸うなりだった。

　それから、凛りん子こがこちらをちらりと見た。

「悪いな……文芸部さんはできるだけ巻き込まねえようにしてえが……」

　ぼくは首を振った。

　書きたいと思った。わからないから、書いて理解したいと思った。

　だから彼らがどうなるか、見届けなければならない。

　この任侠という得体の知れないものを、物語にしなければならない。



　原稿用紙からふと顔を上げると、ヤクザたちはいなくなっていた。

　窓の外には暮れむ空があった。

　部屋に電気は灯ともっておらず、オレンジ色の光が差し込んでいるものの、影の気配が濃い。

　薄暗い部室の中、ダンボールの机に向かうぼくのかたわらに、いつのまにか凛子があぐらをかいていた――昔の凛りんちゃんだったら絶対にしなかった、粗野な座り方。

　だけど以前ほどそうした差異に苛いら立だたなくなっていた。

　ヤクザ……正義でも悪でもない奇妙な連中。

　だけど弱者たちは、そんな連中を求めている。

　あたりには担当編集の鈴すずの音ねさえいなくなっていた。二人きりになるために、凛子が人払いをしたのかもしれない。ぼくの集中力が途切れるのをじっと待っていたかのように、彼女は口を開いた。

「先生はさ、どうしてあたしがヤクザになったのか、聞いてくれねえな……」

　いつもの鉄てつ火か肌はだが嘘うそのように弱々しい声色だった――彼女にこんな声を出させているのは自分かと思うと、こっちが罪悪感を覚えてしまいそうなほどに。

　気にはなっていた。だけどそれ以上に、ぼくは彼女の変化を疎んじていた。ぼくと彼女には距離があり、ぼくは口をつぐんでいた。……だけど……

「なあ先生、お願いだから……あたしがどうしてヤクザになったのか聞いてくれ」

　この一ヶ月間、ぼくと彼女はどれほど口をきいただろう。あれだけ再会を待ち望んだ相手なのに、鈴音との方がよっぽど多く会話しているぐらいだ。

　ぼくの返事を待たず、凛子は堰せきを切ったように話し始めた。

「なあ先生、小説ってのは本当に、あいつらを変えてくれるもんかな？　……あたしはさ、誰だれかがあいつらを、この学園を、変えてやらなきゃならねえって思った。あたしはそのためにヤクザを始めたんだ」

　それから彼女は「昔、いっしょに読んだ小説にヤクザが出てくるのがあったよな」と言った。

　そうだ、ぼくはヤクザの出てくる小説を読んだから、丁ちよう半はんバクチや仁義を切るといったことを知っていたのだ。よく憶おぼえてなかったけど、その小説は凛りんちゃんといっしょに読んだ本だったのか……。

「あのとき、あたしは任にん侠きようって奴やつを知ったんだ」

　ぼくは衝撃を受けた。幼かった頃ころに同じ本を読んで、凛ちゃんは任侠を理解できて、ぼくは任侠を理解できていなかった。

　それはつまり、ぼくと彼女の間の溝はその頃からすでに存在していたということだ。

　溝は昔から存在していた。目に見えないだけで――だけどそれは、今のぼくには大きな問題じゃない。

　ぼくは、任侠に近づこうと決意をした。

　任侠という思想がヤクザたちの心を揺り動かした事実に、憧あこがれを感じた。ヤクザたちは正義の味方なんて都合の良いものを信じてなんていない。任侠に憧れ、自分も任侠に変わりたいと思っているのだ。この学園に必要なのは、任侠の精神なのかもしれない。

　だからぼくがこの学園を変えるには――バカを変える文学を生み出すためには――任侠を理解しなければならない。

　その溝を、今これから越えないといけない。

　ぼくは話の先を促すように、彼女を見つめた。

　彼女は汚いものを吐き捨てるように言う。

「地獄校長はバカな生徒を変えるためのカリキュラムを用意してあるって豪語する……だけどそんなの嘘うそっぱちだ。先生もここの授業を受けてるんだから知ってるだろ？　教師が生徒を腫はれ物もののように扱う授業で、そんな大層な効果があるはずがねえ。実際いつまで経たってもこの学園はバカばっかりだ。……それでもここを卒業したって肩書きがあれば少しは違うから、日本中のバカが最後の希望を抱いてこの学園にやってくる。そう、肩書きだけの問題さ。バカはバカのまま、クズはクズのまま。地獄校長にそれを変えるつもりなんかありゃしねえ」

　ぼくは何も言えない――ぼくはヤンキーやヤクザが自分と同じ人間なのかを疑ったことさえある。ぼくは、地獄校長の言葉に少なからず共感していた。肩書きはぼくにとって大事なものだった。少なからず、彼らをバカだと見下していた。

「……でもこの学園を卒業できる奴は限られている。それは実は、番長の暴力によって選別されているんだ。弱い奴は教室を追い出されて、授業が受けられず、出席日数不足でいなくなっていく。ただヤンキーの中には金持ちのドラ息子みたいなのもいて、そういう奴らは番長グループから守られている。もちろん番長と校長は、そいつらの親からたんまりと金をもらってるのさ。弱い奴やつらが追い出されていく裏で、そういうやりとりがされている。〈番長と地獄校長が演出する無法〉は、全部、強い奴らへの利益に還元されているんだ。その陰で、弱い奴らがみんな泣いている……。だからあたしは毒マムシ学園に来て、ヤクザを始めたんだ。弱い人たちを、放ほうっておきたくなかった」

　その言葉はぼくの胸にぐさりと刺さった。彼女は初めてこの学園のバカを目にしたとき、見下すような気持ちをカケラも抱かなかったに違いない。

　それが、ぼくと彼女の差なのだろう。

「正義のヤクザなんて気取るつもりはねえ。任にん侠きようなんてもともと臭いもんだ――ときには賭と博ばくだってやる。汚い手も使う。弱者が目的を果たそうとしたら、手を汚さずにはいられねえ。ただ、あたしはヤクザだけど、先生に――シンくんに、冷たい目で見られるのは、耐えられねえ」

　その声の、今にも涙が混じりそうな響きに、ぼくは驚いた。だって彼女は、強いヤクザのはずなのに――言葉を続ける彼女の声色は、頼りなく震えた。

「誰だれから後ろ指をさされたってかまわないって覚悟していたつもりだった。だけど……やっぱり辛つらいよ。認めてもらいたかった。だけどそれは、やっぱり無理だよね。再会してからずっと辛いよ。でもあいつらにはあたしが必要なんだ。凛りんちゃんって呼ばれてた女の子じゃなくて、このあたしが……」

　彼女は天を仰いだ。神にどうこうというわけではなく、ただ単に、泣き出したくなるのをこらえているだけだ。

「……こんな私になって、ごめんなさい……」

　幻聴かと思うほど小さな声だった。

　彼女はヤクザだけど、女の子だ。その小さな肩には、決して大げさではなく五十人の子分の運命が担われている。

　自分自身の感情を、押し殺して――どうしてそうまでして任侠であろうとするのか、この学園を救いたいと思うのか、ぼくにはわからない。

　ぼくは彼女を理解しようとしていなかった。幼おさな馴な染じみの頃ころからずっと理解していないままだった。その不理解が、彼女を傷つけていた。

「任侠を、小説にしてみようと思うんだ」

　広げた原稿用紙を畳みながら、ぼくはそう告げた。

「……だけど任侠がいったい何なのか、ぼくにはまだわからない。だから、きみのそばで見届けようと思う」

　彼女はぽかんとした表情でぼくを見た。

「……いっしょに、いるつもりなの？　あたし、ヤクザだぜ？」

「きみがヤクザじゃなきゃ、取材にならない」

　どれだけの長い時間、そうして見つめあっていたのだろう。やがて彼女はふっと一息だけ笑って、からまった糸が、少しだけほどけた気がした。

「そう……そうかよ。だったら……シンくんが見てるんじゃなおさら負けられねえな！」

　彼女は急に鉄てつ火か肌はだを取り戻して、吠ほえた。そして和服をはだけてもろ肌を脱いだ。突然の奇行、あらわにされる女の子の素肌にギョッとするのもつかの間、後ろを向いてぼくに見せつけた彼女の背中一面には刺青いれずみがあった。

　それを間近で見るのは初めてだ。それは龍りゆうでも、桜でもない。

　なんと非常識な刺青だろう――それは巨悪に向かって雄お叫たけびをあげる世紀末救世主……『北ほく斗との拳けん』のケンシロウの刺青だった！

「背中に背負った救世主に賭かけて、この無法の毒マムシ学園に仁義の筋道を通してやる！　それがあたしの任にん侠きよう道、文芸部の先生も、このヤクザの花道見届けてくんな！」

　高らかに叫さけんでから、彼女は苦笑いを浮かべて振り向いた。

「……ちなみに刺青はシールだから、安心してくんな」

　ずるりとぼくはズッコケる。それを見届けてから、彼女は憑つき物ものが落ちたように颯さつ爽そうと部室から去って行った。ズッコけた体勢のまま、ぼくはそれを見送った。

　鮮やかすぎる物腰に見み惚ほれていた。現実の人間とは思えない。まるで物語の登場人物のようで――思い出の中の凛りんちゃんとは一致しない。

　だけどそのとき、ぼくは彼女の立ち振舞いに、ヤクザとしての力強さに、胸がすくような清すが々すがしさを覚えていた。

　ずっと頑かたくなに否定していたのに、根負けしたかのように、これはこれでいいんじゃないかと思えてきてた。

　だからぼくは――彼女のそばにいてみようと決めた。





　ヤクザたちは、戦いへの覚悟を決めた。

　だから現実に戦いになったとき、どうするべきなのかを考える必要があった。

　第一回ヤクザ戦略会議の開幕である。

　翌日の放課後、文芸部室に円卓を並べ、ずらりとヤクザたちが席についた。

　ぼくは第三者の立場だったが、アドバイザーとして参加させてもらっていた。ヤクザたちのことを間近で見ていたいし、もはや他ひ人と事ごとではないという思いもある。そんなぼくの脇わきにはもちろん鈴すずの音ねも控えている。

　ぼくの役割は冷静に客観的な意見を出すことだ。ぼくはぼくなりの見識から、ヤクザとヤンキーの戦力分析をホワイトボードに展開してみせた。

　ヤクザとヤンキーには絶望的な戦力差がある。これは明白で、否定し難い事実である。これまでヤクザが無事だったのは、ヤンキーの連中が少しもまとまっていなかったからで、個人のヤンキーを容よう赦しやなく多人数で闇やみ討うちできていただけだ。

　だが今回、もしも最終的に番長が動き出したなら、彼らはその号令の下に一丸にまとまることになるだろう。番長の命令は絶対だ。もしもそうなったとき――ヤンキーはヤクザの五倍ぐらいの人数がいる。おまけに一人一人の戦闘力をみると十倍ぐらいの差がある。単純にみて戦力差は五十倍ぐらいあるだろう。

　ヤクザは弱者なのである。両者が単純に激突すれば勝ち目は万が一にも無い。諸しよ葛かつ孔こう明めいだってバカらしくなって、サジを投げてはその飛距離の最高記録を目指す一人遊びにふけるに違いないだろう。

　この争いとは、そういう争いである。絶対権力者への挑戦なのだ。

　第一回ヤクザ戦略会議はぼくの冷静な戦力分析によって、幕開き直後からお通夜みたいな空気に沈み込んだ。ヤクザたちの熱気も一夜明けて、やや冷静さを取り戻しつつあった。今になって彼らは、現実の重みを自覚しなければならなかった。

　こんなバカげた戦いは無いのだが、ヤクザがその生き方を通そうとすれば、いずれ学園の支配者たる番長と戦うことになるのは必然であるらしい。

　任にん侠きようとは、そういうものなのだ。絶対的な権力に対する反骨の精神にこそ、その本質はあるのかもしれない。

　だが負けを覚悟することと、最初から負けるつもりで戦うのとは大きく違う。勝利の可能性をわずかでも上げる努力を、ヤクザたちはしなければならなかった。

　そのためにぼくも部外者なのに会議に参加しているのだが……円卓に着いたヤクザたちは、ろくな意見を言わなかった。まぁ、バカだから仕方ないのだが――

「俺おれ、今日のためにすげえものを買ってきたんだ。この本を読めばどんな戦いにも勝てるんだぜ！」

「おお、すごい！……ってこれはゲーム『信のぶ長ながの野望』の攻略本じゃないか！　使えるかこんなもん！　ゲーム自体は最高に面白いけどっ！」

「必殺、『エターナルフォースブリザード』！　効果…ヤンキーたちはみんな死ぬ」

「架空の必殺技を作るな！　現実を直視しろ！」

「俺さ……この戦いが終わったらあいつに告白しようと思うんだ。それに里の母ちゃんにもっと親孝行をしようと……」

「縁起でもないからやめろ！　自分からわざわざ死亡フラグを立てるな！」

「とりあえず辛気臭くせえから音楽を流そうぜ」

「ちーちゃんの新曲はやめろ！　胸がキュンキュン☆するからやめろ！」

　アホな発言にぼくはツッコミをいれまくった。それどころではないというのに、ツッコミをいれられたヤクザたちはそれぞれやたら嬉しそうな顔をする。

「へへへ、俺、ツッコまれちまったぜ！」

「やっぱり先生はありがてえな」

「ナンマンダブ、ナンマンダブ」

「いつか先生にもちーちゃんの魅力を理解させてみせるぜ」

「趣旨が違ってきてるじゃないか！　拝むんじゃない！」

　会議は遅々として進まない――バカたちは、ツッコミをいれるとやけに喜ぶ。それはヤンキーだけでなくヤクザも例外ではなかった。

「戦力が劣るものがとるべき戦略といえば、不意討ちとゲリラだと思う」

　気を取り直して、ぼくは提案した。どうして第三者のぼくが一番マジメに意見を出しているのだろうか。わかりやすくホワイトボードに図説すると、一人のヤンキーが油断して歩いているところを、複数のヤクザが襲い掛かるという残ざん虐ぎやく極まりない絵え面づらである。

　要はヤンキーを無差別に襲うというだけで、今までヤクザたちがしてきたことと変わらない。

　問題の種である〈殺人ヨーヨーのお菊きく〉を追い払って番長との戦いが表面化する前に、あらかじめ相手を不意討ちしまくる。敵に襲い掛かっては逃げ回り、少しずつ戦力を削そぐ。マトモに衝突することを全力で避け、辛抱強いゲリラ活動で戦力差を埋めるのである。

　汚い手段だが、ヤクザというのはどうせそういうものなのだろう。そう思ってぼくは意見を出した。相手がどうせ敵対するとわかっている集団だったら、不意討ちもゲリラももっと徹底的にやってしまうべきだ。

　ぼくの建設的な意見に、ヤクザたちはいっせいに「おおっ」と感嘆の声をあげた。しかし意味は深く理解していないに違いない。なんとなくぽけらーっとした顔をしている。

　ぼくは凛りん子こに視線をやった。マトモに話し合いができる相手は彼女と鈴すずの音ねだけだ。

　彼女は険しい顔をして首を振った。

「その作戦は仁義にもとる。ヤンキーたちだって、みんながみんな敵ってわけじゃねえ」

　彼女が言うには――ヤンキーたちは番長に命令をされれば従うものの、彼らの権ごん田だ原わら組に対する認識は「屋台や賭と場ばを提供してくれる便利な奴やつら」に過ぎない。ヤンキーのほとんどには戦う動機や筋合いが無いのである。むろん番長の号令がかかれば彼らは敵にまわるだろうが、しかしそれに先んじて不意討ちやゲリラをしかけるのは、仁義にもとる――ということだった。

　ぼくは納得がいかなかった。普段から平気で汚いことをしているくせに、どうしてこんなときにだけ潔癖な態度を持ち出すのか。

「こいつらはずっと前からヤンキーたちにやられてきた。それを思えば多少汚い真ま似ねをしたり、やりすぎたりしたって仕方ねえ。そうしていい権利があるとまでは言わねえが、カタギに暴力を及ぼすような外道は、こいつらからすればやりすぎたってやりすぎということはねえ。だけど、ヤンキーなら無差別に汚いことをしていいっていう考えはダメだ。それじゃあカタギに手を出す連中と何も変わらねえ。筋が通らねえ」

　その理屈は、わかるような気もするけれど、釈然としないものだった。

　しかし聞いているヤクザたちはいっせいに「うんうん、その通りだ」と頷うなずいている。

　ここに至っても、ぼくとヤクザたちの感性には埋められない溝があった。ぼくは任にん侠きようを実感的に理解することができていなかった。

「それにゲリラをするとなると、文芸部室に集まることができなくなっちまう。この場所は、できれば失いたくねえ……」

　その言葉に、ぼくは昨日の放課後、夕日に染められた文芸部室を思い出す。……確かにゲリラは良くないかもしれない。この場所は、今やぼくにとっても大事な場所だ。

「じゃあどうするんだ？」

　戦力差があり、しかも汚い手段を使わないというのではジリ貧だ。どこに勝ち目を求めるというのか。

「戦力が劣るものがとる戦略にはもうひとつあるぜ――篭ろう城じようだ」

　そう言って彼女は、壮絶な笑みを浮かべた。

　それは想像するほどに胃が痛くなる戦略だった。

　まず〈殺人ヨーヨーのお菊きく〉が文芸部室にやってきて、逃亡者の引渡しを要求することから争いは始まるだろう。

　彼女は鈴すずの音ねが率いるレディース軍団をさしおいて最強の女ヤンキーであると言われている。いや、それどころか高ランクヤンキーが束になっても歯が立たないという誰だれもが認めるヤンキー四天王の一角だ。超がつくほどの強敵である。

　凛りん子こはそれに、真っ向から立ち向かうことを決めたのだ。すなわち全勢力を集結、それを文芸部室とその隣の囲碁部室（むろん部員はゼロである）に篭城させて〈殺人ヨーヨーのお菊〉を迎え撃つ。

　たとえ四天王とヤクザの争いであっても、人数と地の利を活いかせば勝利は不可能ではないだろう。お菊はあまり手下を従えるタイプの性格ではないらしい。となると四天王とはいえ五十対一の戦いだ。さすがに負けるはずはないと思うのだが……しかし四天王の恐ろしさを知るヤクザたちの表情は不安げだった。

　だが、本番はここからである。お菊を追い返すことに成功すれば、番長が表立って敵にまわり、いよいよヤンキーたちが勢力を集めて攻めてくることになる。

　それに対しても篭城でもって立ち向かうのである。埋めがたい人数の差を地の利がカバーしてくれるだろう。そして個人個人の戦闘力の差を、ヤクザたちの連帯がどれほど埋めてくれるのか――勝負はそこにかかってくる。

　ただし相手の人数が多いだけに、それは必然的に長期戦、消耗戦になる。耐え抜くだけでも厳しい戦いになるのは間違いない。

　しかしそれでも圧倒的な戦力差に挫くじけず、耐え抜けば、いずれヤンキーたちの心は動くかもしれないと彼女は説いた。

　彼らも喜々として戦っているわけではない。彼ら自身に戦う理由は何も無い。こちらが底力を示せば、彼らにも次第に嫌戦ムードが漂うだろう。次第に戦いはぐだぐだになっていくはずだ。何しろヤンキーというのは飽きっぽい。

　――ものすごく希望的観測な気もするが、耐えることこそ仁義なのだ。耐え抜く姿で人の心を動かすのが、任にん侠きようのやり方なのだという。

　弱者に出来る最大の戦術は、耐えることなのだ。

　不意討ちゲリラが仁義にもとるというなら、確かにそれ以外に道はないだろう。だが、耐え続けることより過酷な戦いは他ほかに無い。

　凛りん子こはやけに可愛かわいらしい女の子チックな絵柄でホワイトボードに図説したが、それはまさしく決死の作戦だった。彼女の説明によってその凄せい絶ぜつさを理解したヤクザたちは、しかし覚悟を決めてその提案に頷うなずいた。

　しかしいつ〈殺人ヨーヨーのお菊きく〉が攻めてくるかわからない以上、今すぐにでも篭ろう城じようを開始する必要がある。ヤクザたちは授業にも参加せず、ずっと文芸部室とその隣の囲碁部室に篭こもることとなった。文芸部室だけでは人数が収まりきらないからだ。

「いいかみんな、ここに矢がある」

　凛子はどこからともなく矢の束を出し、すぐ横に控える神かみ風かぜ流りゆう一いちに手渡した。料理番組のアシスタントのようなそぶりで、流一は矢の中から一本を取り出してへし折った。

「矢は一本だけでは容易たやすく折れてしまう。だが……三本ならどうかな？」

　流一は難なくへし折った。

「ふむ。さすがだな……だが、十本の矢が束になればどうかな!?　どうだ、折れないだろう。このようにだな、弱いものでも力を合わせれば……」

「負けるものか！　ほあっちゃああああああああああああっ！」

　バキベキボキバキベキ！（十本の矢が折れる音）

「折るんじゃねえバカヤローっ！　少しは空気を読みやがれっ！　わーんっ！」

　せっかくお膳ぜん立だてした演説を台無しにされて、凛子は涙目になって流一を殴った。「ほめてもらえると思ったのにっ！」と流一は倒れ伏し、ヤクザたちは床に散らばる矢の破片に自分の未来を重ねて青ざめた。本当に台無しだった。

「とにかく篭城だ！　一丸となって篭城してヤンキーを迎え撃つ！」

　ヤケクソになって親分は叫さけぶ。

　そして――誰だれかが言った。

「篭城といったら、食料の確保じゃねえか？」

　正論である。

「じゃあみんなで買いに行こうぜ。俺おれ、バーベキューセットを用意するから肉を買おう」

　おいおい、遊びじゃないんだぞ。

「なんだか楽しくなってきたな。そうだ、作家先生の文芸部歓迎会も兼ねようぜ！」

　は？

「篭城ってだけじゃ色気がねえ。どうせ学園に引きこもるんだったら合宿と洒落しやれこもうぜ！　俺おらァそういう青春っぽいものにずっと憧あこがれてたんだ！　篭城合宿だ！」

　ろ、篭城合宿!?　なんだ、その物騒さと楽しさを併せ持ったまったく新しい概念は!?

　だが、ぼくがツッコミを入れる間もなく、

「採用。そうしよう」

　あんたが認めちゃうのかよ！

　組長、権ごん田だ原わら凛りん子こは平然と了承した。意外とノリが良い親分だった。

　かくして、文芸部歓迎会兼篭ろう城じよう兼合宿という、前代未聞というか節操が無いというか、目の前の現実に対してあまりにものん気すぎる企画が実行に移されることとなった。



　　　＊



　篭城といっても、ヤンキーたちがみな下校し終わる時間になればもう篭こもり続ける必要は無い。だから校庭でバーベキューをするのも、別に悪いことではないだろう。

　そして翌朝には誰だれよりも早く登校し、ヤンキーたちが登校を始める時間には文芸部と囲碁部に篭らないといけないという事情を考えれば、泊り込んで合宿をするのも決して非効率な話では無い。論理的には不自然な話ではなかった。

　だが――喜々として校庭にバーベキューセットを用意するヤクザたちの姿はなんだか危機感が足りないというか、シリアスな現状にそぐわないというか、妙な風景だった。

　そして、レジャーシートの上に積みあがる大量の肉山である。野菜はカケラも無い。凛子親分の厳命によりアルコールの類たぐいが無いのがせめてもの救いだ。道徳上の問題もあるが、決戦の朝に二日酔いでは救いようが無い。

　やがてじゅうじゅうと肉汁が焦げる音と匂においがして、あたり一面に煙がたちこめた。

「こんなにのん気にしていていいんだろうか……？」

　あんなにもシリアスに戦いへの決意を固めていたというのに、少し不ふ真面目まじめすぎるのではないか……目の前の風景が、なんだか現実のものとは思えない。

「いーんじゃねーか。大体、あたしたちの文芸部入部の歓迎会なんだから楽しまねーと損だぜ」

　かたわらで鈴すずの音ねが言った。

「……ちょっと待て、あたしたち、ってどういうことだよ」

「そりゃー、文芸部員第二号の清きよ水みず鈴音さんのことだろーよ」

　彼女は仏頂面で自分を指さしアピールした。

「担当編集って、文芸部員だったのか！　ずっとぼく一人の部活だと思ってた……」

「まぁ、便宜上だよなー。あたしは表立ってヤクザの手助けをするつもりはねーから」

　彼女はそう言ってから、バーベキューを取り囲んで肉を焼くヤクザたちに視線を移した。

「歓迎してもらえるっつーのは、良いことだよな」

　と呟つぶやいた。それは確かに、その通りだ。

　鈴音と並んで立っていると、ヤクザの一人が肉を捧ささげもってぼくの元にやってきた。

　最初に焼けた第一号であるらしい。

「先生先生、俺おれの焼いた肉をどうぞ！　これは美う味まいですよ！」

「肉なんて、誰が焼いても同じだろ」

「とんでもねえ！　ドモホルンリンクルを一滴一滴見守るかのように丁寧に焼いたこいつの焼加減はまさしくマイスタークオリティ。甘くてクリーミィ。こんな素晴らしい肉をもらえる私はきっと特別な存在なのだと感じました。今では私もおじいさん。あなたにあげるのももちろんこのお肉。なぜなら、あなたもまた特別な存在なのです。ぜひお試しくだせえ！」

　言っていることは狂気をはらんでいるが、確かに美お味いしそうに焼けている。ぼくはそれならとその肉を受け取ろうとした。

「待て待てっ！　先生が一番に食うのはあたしが焼いた肉だ！　なんたって世界一美う味まいんだからな！」

　するとなんと、いきなり大声を張り上げて権ごん田だ原わら凛りん子こが割り込んできた。肉の第二号は彼女が焼いたものらしい。ぼくもヤクザも驚いて、のけぞった。

　親分とヤクザはぼくを巡って言い争いを始めた。

「ゴ、ゴン姐ねえさん！　作家先生はみんなのものですぜ！　それを親分だからって独占しようってのは大人げねえ！」

「うるせえ！　ゴンって呼ぶんじゃねえ！」

「さ、最近やけにそこにこだわりやすが、どうしたんですか？　何か心境の変化でもあったんですか？」

「心境の変化じゃねえ。べ、別に先生が来たから気にし始めたとか、そういうのじゃねえぞ！　前からずっと気にしてたんだ！　よし、いい機会だからてめえら全員に言ってやる！」

　周囲のヤクザたちは肉を焼きながらも、親分に注意を向けていた。そんな衆目を見回して、凛子は顔を赤くして主張した。

「お、おめえら！　女にゴンだなんて、あんまりにも可愛かわいくねえじゃねえか！　それに姐さんって言葉は響きがババ臭くせえんだ！　これからは凛りんちゃん親分と呼びやがれいっ！」

　ヤクザ一同はシーンと静まり返った。しかしやがて――

「……おい、ゴン姐さんがギャグを言ったんだから笑わねえと失礼だぞ」

「あ、そうか。ギャグだったのか。そうだよなぁ、ゴン姐さんともあろう硬派がそんなことを気にするわけねえもんな」

「なんたって親分には権田原って名字がよく似合ってらっしゃる。風格がちげえ」

「危ねえ危ねえ、ギャグと気付かないところだったぜ。ワッハッハ！」

　悪気は無いに違いない彼らは、声をそろえて「ワッハッハ！」と笑い出した。

　そして手を振り、声をそろえて、

「ゴーン！」

「ゴーン！」

「ゴーン！」

　ゴンコールを始めた。

「くっ……！」

　うわ、この人すごい悔しそうな顔してる！

　彼女はほとんど涙目で唇を噛かみ締めていた。

　そんなコントを眺めるぼくに、鈴すずの音ねがちょいちょいと袖そでを引っぱってきた。

「まあ、あんな連中は放ほうっておいて肉でも食えよ」

「鈴音も焼いてたのか……」

「どうだ、うめーか？　なにしろあたしが焼いたんだからうめーに決まってるだろ」

「肉なんて誰だれが焼いても同じだろ」

「「てめえ、なに抜け駆けしてやがる！」」

　権ごん田だ原わら凛りん子ことヤクザが同時に鈴音に文句をいれた。

　奇怪な夜は、次第に深まっていく。

　ヤクザたちはバーベキューセットの周りに車座になって肉をむさぼり食った。ぼくはというと次から次へと運び込まれる肉にいいかげん満腹になり、そっとひとり車座から離れた。すると鈴音が何か言いたげな顔でやってきた。

「良かったじゃねーか、歓迎してもらえて」

「鈴音の歓迎会でもあるんだろ？」

「いいや、一番歓迎されてるのはあんたさ。わかるだろ？」

　それから、彼女はぼくを見つめて問いかけた。

「あんたさ、どうして自分が好かれてるかわかる？」

「は？　ぼくが好かれてるだって？」

「そうさ。好かれてる。頭はいいけど、特別に顔が良いわけでもねー。タッパはねーし、腕っ節も貧弱だし、実はけっこう空気も読めてねー。そんなあんたが、ヤンキーもヤクザも問わず、どうしてこの学園みんなから好かれてるか、わかるか？」

　……え？　ぼくって空気読めてない？　嘘うそだろ、そんなわけないだろ!?

「……まぁ、確かに、ぼくにはよくわからない」

　たぶんツッコミされるのが好きだからだと思うけれど。

　だけどどうしてそんなことをこんなに喜ぶのか、実のところよくわからない。

　鈴音はぼくから、ヤクザたちの輪に視線を移した。

「あのさ、ヤクザは弱者だって思ってるだろーけど、それはヤクザだけじゃねーんだ。この学園にいるのはヤンキーも、番長も含めて、全員弱者さ。バカだバカだって言われて周囲から虐しいたげられてきた連中の集まりなのさ。だから……あたしたちって、大人や他ほかのマジメな人から同じ目線で話しかけられることってねーんだよ。ゴミを見る目で見られたり、危険物のような目で見られたり……。今じゃ教師だって生徒のことをマトモに扱わねー。でもさ、ツッコミってそういうものじゃねーだろ。同じ目線に立って、それはおかしいと、きちんと言ってもらえるってことだ。だから嬉しいんだよ」

　ぼくはハッとして鈴音の横顔を見つめた。

　それは、小さいけれど彼女の悲鳴だった。彼女だけの悲鳴じゃない、この学園すべての生徒たちの悲鳴を代弁する、コンプレックスの吐露だった。

　思いがけない告白に、ぼくはたじろいだ。

「ぼくはそんなつもりでツッコミをしてるんじゃないよ。ただ、間違いがそこにあるのが許せないだけだ。そういう性格なんだ」

「だったらそれは、優しくっておせっかいな性格ってことだな。普通の人はあたしたちなんか無視を決め込むんだからよ。あたしだって、最初にツッコミを入れられたとき嬉しかったんだぜ」

　口元を歪ゆがめて、鈴すずの音ねは言う。

　ぼくはあの肉食爬は虫ちゆう類るいみたいな笑みを思い返した。それは、衝撃的な事実だった。

「あの笑顔は喜んでたの!?」

「そうだけど？」

　もっと危険な笑みだと思ってた……。

　その事実だけで、彼女への印象が百八十度変わりかねない……。

　しかし、そういえばそうなのだ。彼女はぼくが思っている以上にマトモな人間なのだ。

　ぼくはずっと誤解ばかりしている。常識や肩書きなんかで計れるものは、本当は世の中のほんの一部なのだ。常識的に考えて正しいとか、常識的に考えておかしいとかでモノゴトを考えてきたけれど、この非常識な学園のあらゆる人や出来事は、そんなもので計ることはできない。

「鈴音は、ぼくにはバカには見えないけど。会話も普通に成立するし」

「みんなそんな風に言うけど、ちっともそんなことねーよ」

　彼女は顔を隠すように逸そらして、苦々しい声色で続けた。「オヤジがさ、数ヶ月前に死んだんだ。それで色々と人生のこととか、将来のこととか考えててさ……葬式のときにさ、親しん戚せきの連中がみんな、中坊の頃ころからレディースやってたあたしのこと、不出来な子供だとか、出来損ないだとか、腫はれ物ものに触るような目で見て、母さんは必死になってそんなあたしをかばってくれて……。あたしはバカだよ。だけど、いつまでもバカばっかりやってるわけにはいかねー」

　彼女は自分の特攻服をぴらぴらとつまんだ。

「だけどあたしはレディース〈百ゆ合り地じ獄ごく団だん〉のヘッドで、別に望んでそうなったわけじゃねーけど、中坊の頃からずっとあたしのことを慕ってついて来てくれる妹分たちを裏切ることもできねー。それで優等生とレディースと服装を替えて行ったり来たりしてる。勉強もしてるし、だけどこのレディースの姿を捨てるわけにもいかねー。なんだかわけわかんねーことになってるよ。……あのさ、先生……」

　振り向いた彼女は、彼女らしくもなく弱々しい視線をぼくに向けた。

「あたし、けっこう頑張ってるんだけどさ。どうしたら、いつになったら……普通の人間になれるかな？」

　あまりにも唐突な、重みのある感情の吐露に、ぼくは戸惑った。何を言えばいいのか混乱したが、しかし本音を話してくれる程度に彼女が自分を信頼してくれていると思ったとたん、気持ちはすっと落ち着いた。

　無性にうれしかったのだ。

　学園の校庭の中心で行われている妙ちくりんなバーベキュー。しかし夜よ闇やみを照らす火を囲んで、同じ食べ物を口にするというのは、自然に人と人との距離を縮めてくれるものかもしれない。ぼくはそれを、ありがたく思った。

　自分の意見をすんなりと言うことができた。

「自分がバカなのに気付いて、それに対して焦って、向上心を持ったとしたら……その人はすでにもう、バカではないとぼくは思う」

　だって、バカってもっと手のつけようの無い人間のことだと思うから。

「鈴すずの音ねはちっともバカじゃないよ」

　慰めるでもなく、一人の人間として彼女に敬意を抱く気持ちから、言葉は自然にこぼれ出た。鈴音は少し自虐的すぎだ。それはこれまでの屈折した人生が起因しているんだろう。出来ることなら、その絡まったコンプレックスをほどく手伝いを、してやりたかった。

　鈴音は豆鉄砲を食らった鳩はとみたいな表情をした。しかし言葉は素直に届いたはずだった。彼女はそれから――

「ありがとう」

　と、ぼくに微笑ほほえんで見せたのである。

「……」

　超怖こええ。

　なんでこの人は、ただでさえ目つきが悪いのに、もっと自然に笑顔ができないんだ？

　せっかく良いシーンだったのに、思わず凍り付いてしまったじゃないか。

　だけど、顔は怖いけれど、彼女はけっこうかわいい女の子かもしれないと、そのときぼくは思った。ちょっと親しくなっただけでこんなことを思うのは無節操かもしれないけれど……。

　ふと気がつくと、ヤクザたちの方がにわかに騒がしくなっていた。肉が尽きたのでバーベキューはもうお開きにしようという流れらしい。ヤクザたちはバーベキューセットの鉄板を取り囲んで口々に言った。

　それは恐ろしいほどにバカなやりとりだった。

「じゃあ火を消そうぜ」

「どうやって消すんだコレ？」

「水かけりゃ消えるだろ」

　ヤクザの一人がバケツに入った液体を鉄板にぶちまけた。

「バカ、それは油だ！」

「ええっ、なんでそんなもんがこんなところにあるんだよ！」

「いい子は真ま似ねすんな！」

　グラウンドの真ん中に盛大な炎柱が立った。

「よし、このままキャンプファイヤーと洒しや落れ込こもうぜ！」

「ビッグアイデア！」

　こいつらのバカは放ほうっておくと世界の法則を乱してしまう気がする。

　悲鳴をあげて駆け寄ろうとするぼくの肩を、しかし鈴すずの音ねがつかんだ。

「まぁいーじゃねーか。グラウンドのど真ん中だからこれ以上燃え広がる心配はねーし」

「そういう問題かよ!?」

　――いや、そういう問題か。そもそも毒マムシ学園には授業に出ること以外の校則が存在しないのだから。死人でも出ない限り好き勝手にして構わないのだ。

　やがてヤクザたちはアイドルの歌を流して、キャンプファイヤー定番の踊りをそれぞれ始めた。

「マイムマイムマイムマイム！　マイムセッサッツォ！」

「ジン！　ジン！　ジンギスカーン！」

　アイドルの歌声に合わせて（実際はちっとも合っていないが）、ヤクザたちはそれぞれ好き勝手に歌い踊る。

　ヤクザたちの輪から、一人脱け出してこちらに歩み寄ってくる影がある。

　凛りん子こだった。ちょっと緊張した面持ちをしている。

「おっとあたしは野や暮ぼ用ようがあるんだった。あばよ。それじゃああとはしっかりとな」

　何がしっかりなのかちっともわからないが、鈴音はそんなことを言って駆け去ってしまった。残されたのはぼくと凛子の二人きりである。

　だけどそのときぼくは、歩み寄る彼女を自然な気持ちで受け入れることができた。逃げも隠れもせず、ぼくは彼女を見つめ返した。

「なあ、先生。あたしと踊ろうぜ」

　炎に照らされたぼくを見つめる彼女の顔は、かつての幼おさな馴な染じみと同じく美しかった。

　そのときぼくは、初めてヤクザだとかヤンキーだとかといったそういった肩書きをどうでもよく思えた。心が真っ白に清算されたような気がしていた。たとえ彼女がヤクザであっても、彼女の和服姿がただひたすら綺き麗れいで、たとえ背後に妙なアイドルの歌が流れていても、なんだかそれさえ無性に愉快で楽しくて――

「うん」

　驚くほど平静な気持ちで、ぼくは差し出された彼女の手を取った。





　合宿の夜は次第に更けていく。

　文芸部室と囲碁部室を合わせても、さすがに組員みんなが寝られるほどのスペースは無い。しかし翌日にヤンキーが登校する頃ころまでは部室に篭ろう城じようする必要も無いので、ヤクザたちは体育館に寝床を用意した。

　毒マムシ学園は田舎いなかっぺである。夜の帳とばりには鈴虫やら虫たちの鳴き声が満ちた。

　季節は秋だったが、夏の名残を感じさせる蒸し暑い夜である。体育館のヤクザたちは〈暑いけど虫が入るから窓は絶対に開けるな派〉と〈虫さんだって生きているみんな友達派〉の二つに分かれた。

　というか〈窓を開けるな派〉は権ごん田だ原わら凛りん子こ親分一人だった。虫を気にするほど繊細な神経の持ち主は彼女だけだったのである。彼女は権力を濫らん用ようしてゴリ押ししたが、多勢に無勢であった――可哀かわい想そうとは言うまい。

　そういえば、キャンプファイヤーでの自称野や暮ぼ用ようで出て行った鈴すずの音ねの姿はいまだに見かけない。

　多くのヤクザたちが硬い体育館の床に布団も敷かず、雑ざ魚こ寝ねを始めた。ぼくもそろそろ寝ようと思った頃ころ、凛子が体育館の入り口に立って手招きをした。

「何？」

「いいから、ちょっと来い」

　何がいいのかさっぱりわからないが、要するにこちらの事情など無視して、彼女は明かりも途絶えた夜の学園をぼくの手を引いて進んだ。ぼくは困惑した。

　ここだけの、とっておきの事実を告白しよう。一見して体力不足以外は完かん璧ぺきなエリートであるこのぼくは、実は暗所や高所が苦手である。なにしろ小説が好きなぐらいだから想像力が豊かで、それゆえに暗さとか高さに対する恐怖感も人並みはずれているのだ。ふっ、欠点というよりぼくの有能さの裏返しと言った方がいいだろう。

「ど、どこに行くんだ？」震える声を必死に抑えて、ぼくはたずねた。思わず彼女の柔らかい手をぎゅっと握り締めてしまう。

　しかし彼女は何を思っているのか、握り締めるぼくの手をまじまじと見て、何故か頬ほおを少し染めながら「いいから、少しついてきてくれ」と言った。そんなことを言われても、ぼくは怖いのである。ちっともよくないのである。

　彼女は暗い道を進んで、やがて校舎の中へと歩みを進めた。今さら言うまでもないことだが、夜の校舎というのは怖い。しかもほとんど廃校寸前といってもいい毒マムシ学園のボロ校舎である。ぼくの恐怖はむしろ常識的な反応だろう。

　今にも幽霊が出そうな廊下の一角で、彼女は歩みを止めて、ぼくの耳に顔を寄せた。

　何だ？　と思う間もなく、彼女は驚くべきことを囁ささやいた。

「……き、着替えを手伝ってくれだって!?」

　突拍子もない言葉に、つい大声が出た。

「しーっ、声がでけえ！　このあたしが実は一人で着付けができないってバレたら組長の威厳が危ういだろうが！」

「威厳って……そんなこと気にしなくてもいいと思うけど」

　彼女はヤクザたちから神のごとく崇あがめられている。なんだか細かいことを気にしすぎる方が、むしろ器が小さく感じるのだが……。

「ていうか、いくら着付けができないったって、着るのならともかく脱ぐぐらいできそうなもんじゃないか」

「わ、わかんねえっ！　いつも着るのも脱ぐのも鈴にやってもらってるから、何をどうしていいのかちっともわかんねえ！　下へ手たにいじると着物をダメにしちまいそうだ……和服って高いんだぞ!?」

　彼女は駄々っ子のように手足をバタつかせた。必死だ。なんというか……この姿こそ何よりも威厳が危うい。この人、こんなダメな子だったっけ……？

　ていうか鈴すずの音ねは着付けができるのか。本当に、女ヤンキーらしからぬオプションが豊富な奴やつだな。

　しかし毎回鈴音に着替えさせてもらってるって、甘えすぎだろ……どんな関係だよ……。

「……なのにあいつ、どこにもいなくて携帯にも出ないから……このままじゃ銭湯にも行けねえ。女として死活問題だぜ!?　こんなことを頼めるのはもう先生しかいねえんだ！　頼むから、一肌脱いであたしを脱がしてくれ！」

　さぁ、とばかりに、どことなく彼女は背を向けて、ヤケクソに両手を上げた。それに対してぼくは「うっ」と躊躇ためらう。夜の学園で女の子の服を脱がすなんて、ちょっと不純異性交遊がすぎるのではないだろうか。そんなこと、許されるのだろうか。

『それじゃああとはしっかりとな』――ふと、鈴音の去り際のセリフがリフレインした。

　あいつ……まさかここまで計算ずくで姿を消したというのか!?　ぼくと凛りん子この間を取り持とうというおせっかいのつもりで！

　でもこれ、幼おさな馴な染じみの関係修復って範はん疇ちゆうじゃないぞ!?　あいつ何考えてんだ！

「早くしてくれ……こっちだって恥ずかしいんだっ！」

　それは、まぁ、脱ぐ側の方が恥ずかしいに決まっている。その言葉にぼくはゴクリとつばを飲んで、覚悟を決めた。トレードマークのような美しい和服姿である。ぼくは恐る恐るそれに手を伸ばして、それをどう脱がすべきものか把握しようとする。

　彼女の後ろにまわって、帯をほどいた。すると和服がするりと緩くなって、崩れ落ちた襟元から、彼女のうなじが露出した。白く滑らかな、ゆでたまごの白身みたいな肌である。

「……しわにならないようにしてくれよ」ちょっと緊張したような、控えめな声。

　ぼくは丁重な手つきで衣服を扱った。生地は高級感ただよう感触ですべすべと柔らかい。彼女の肌の美しさ、芳香と相まって、なんだか夢幻の出来事みたいである。現実というよりも竜宮城でみる夢みたいな気分がする。

　匂においが届くほど近距離に彼女の素肌がある。ぼくの胸は何故かうしろめたさにドギマギとした。するりと和服の上半身部分が抜け落ちた。ぼくはそれを追うように、彼女の背中を目でなぞる。彼女の背中にはいつかの刺青いれずみシールは無く、曲線の美しさがあるのみである。それは芸術的な造形だった。

　そしてそれを目で追うと、終着点は、ふんわりと肉がたまったような彼女の柔らかなでん部だった。解説が必要だろうか。でん部というのは尻しりでありケツでありヒップである。

　なぜぼくが平常心を失ったかというと、そこにあるべき下着が無かったからだ。

「うわあああああああああい！」

　ぼくは悲鳴をあげたが、彼女も両手で隠しながら悲鳴をあげた。

「まじまじと見るな！　後ろ向いてくれ！　和服の下に下着を着ないのは常識じゃねえか！　最初から気を使って事前に顔を背けてろ！」

「確かに常識だけど……どうして何もかも非常識なのに、こんなところだけ常識的なんだよ！　そもそもいまどきの子はスルーしてしかるべき古典的な常識じゃないか！」

　ぼくは飛び跳ねるように、後ろに退ひいた。

　ドンと背中に廊下の壁がぶつかる。何の変哲も無い壁のはずだった――なのに不意に壁の感触が無くなって、ぼくは真後ろの空間に転がり込んだ。

「あれ？」と思うと、ぼくは真まっ暗くら闇やみの奇妙な空間にいた。……隠し扉？

　どこからも光が射さず、視界一面が完全なる暗黒である。突発的な恐怖にぼくは大混乱に陥りながら、携帯電話を取り出した。携帯のディスプレイのかすかな光で、事態を把握しようと試みたのである――見回すと弁当箱みたいに狭い空間だった。

　光に照らされて、部屋中によくわからない機械が敷き詰められていた。数値が書かれたメーター、機能していない巨大なディスプレイ、無数のスイッチ……よくわからないが、どれも凄すさまじいハイテク機器だ。なんだこりゃ。この学園にはエレベーターさえないのに、どうしてこんなハイテクが必要なんだ？　ぼくはＳＦ的な空間跳躍でも果たしたのだろうか。

　なんだか怖い状況だった。夜の毒マムシ学園、完全なる暗闇、得体の知れないハイテク機器……ヤンキーが出てきても幽霊が出てきてもタイムパトロールが出てきてもおかしくない気がしてくる。バリエーション豊かな恐怖シチュエーションが次々と頭の中に想像されて、ぼくは青ざめた。変に考えることを放棄して、無心で脱出しなければ！

「あれ？　先生、先生！　どこ行った!?　まさか、置いてっちまったのかよ!?」

　悲しげな凛りん子この声がして、ぼくはそっちの方向に無念無想に飛び込んだ。ガコン！　という感触とともに隠し扉を通過して――ぼくは廊下に戻った。先ほどの部屋に比べると、月明かりが差し込んでずいぶんと明るく感じる。

　廊下にはパステルピンクの妙に可愛かわいらしいパジャマ（同じ色のナイトキャップまでかぶっている。親分姿とのギャップが甚だしい）に着替えた凛子がいて、ほっと安あん堵どした。

「先生！　どこ行ってたんだよ!?」

　彼女は頬ほおを赤らめて、ぼくに駆け寄ってきた。

「どこって、その、幽霊が、タ、タイムパトロールが……」

　がたがた震えながら、ぼくは要領を得ないことを答えた。凛子は「え？」と目を丸くした。よく見ると、彼女も不安げな顔をしていた。

「でも、良かった……あたしのこと呆あきれて放ほうって置かれたのかと思った……」

　そんなことをつぶやいて、ぼくの手を握る。「じゃ、じゃあ戻ろうぜ！」どうしていちいち手を握るのかよくわからなかったが、恐怖がまぎれるので大変助かる。

　お互いに沈黙しながら、ぼくたちは手をつないで夜道を進んだ。ぼくの方から何も話しかけないのは、頭の中でひたすら英単語とか数学の公式を思い浮かべて先ほどの恐怖を上書きするのに必死だったからだ。アレはたぶん、忘れた方がいい出来事だ。

　すると、不意に凛りん子こはぼくの手を握る力をギュっと強めて、口を開いた。

「……あたし、先生に甘えてるな」

「へ？」唐突な言葉に思えて、ぼくは思わず問い返した。

　ぼくの手を握る彼女の手は、じんわりと温かく、少し汗ばんでいる。

「……先生がいなくなって置いてかれたんじゃねえかって思ったとき、自分でも馬ば鹿かみてえに不安になった……番長と戦うことになるってのは権ごん田だ原わら組を立ち上げたときから覚悟してたはずなんだけど、いざそのときが来たって思うと不安でしょうがねえんだ。だけどあのとき文芸部室で、先生がそばにいてくれるって言ってくれたから、腹をくくることができた。情けねえけどあたしは先生から勇気をもらってる。……だからこそ、先生に話さなきゃいけねえことがある」

　彼女の方を振り向くと、パステルピンクなパジャマとは不釣合いな真剣な表情があった。思わず頭の中から英単語が飛んでいった。

　月の光に照らされて、彼女の顔色は青白く、瞳ひとみの暗さは深い。「本当は、あのとき文芸部室のときに言わなきゃいけないことだったんだけど」と躊躇ためらいがちに前置いた。

「何のこと？」

「あたしが、昔、引っ越した理由……」心臓が高鳴るのを感じた。

　ぼくは彼女が語り始めるより先に、

「……どうしていなくなったの？」と、責めるような口調で問いただした。

「兄さんの治療のために、アメリカに行ってたんだ。最新の医療があっちにあるとかで」

「……治療？　病気なの？」

「いいや。遷延性意識障害……植物状態だ」

　植物状態――言葉の冷たさに、息を呑のんだ。

「あたしの兄さんはこの学園の生徒でね、バカな兄さんだったんだ……。ケンカで脳を損傷して、植物になっちまった。学園の無法にやられたのさ。事件はわずかな金と引き換えにして表おもて沙ざ汰たにならなかった。もう何年前のことかな……植物状態ってのは、一度意識を失って、それから何ヶ月も意識を取り戻す兆候が無かったら、回復の見込みはほとんどゼロらしい」

　凛子は歩みを止めた。彼女は深呼吸してから、かつて実兄を襲った惨劇の舞台――毒マムシ学園の校舎を振り向いた。

「あたしは、弱い人間がどうしようもなく虐しいたげられるような世界は絶対に認めねえ。虐げられっぱなしでやり直しが利かねえ、どうしようもない地獄が続く世界だけはどんな手段を使ったって否定してやる。正義も悪も必要ねえ。ただそのことだけは、筋道を通してやるって決めたんだ。任にん侠きようってのは、そういうもんじゃねえかな。……ってそれはいいんだ。それは単なる言い訳で、言いたいことってのはそんなことじゃなくて……」

　それからもう一度、ぼくを振り向いて、思いっきり深く頭を下げた。

「勝手にいなくなって、ごめんなさい！　それを、ずっと謝らねえとって思ってた……」

　ぼくは彼女に裏切られたという思いを、ずっと抱き続けていた。だけど――

「……いいよ」

　――どうして責めることができるだろう。この学園に来るときに描いていたぼくの甘い夢想に比べて、ヤクザになった彼女の背負うものは、こんなにも重かったのだ。

「謝らなくてもいいよ。ヤクザのきみも、今のぼくは尊敬している」

　ぼくはもう一度、夜の校舎を振り返った。夜に沈み込むコンクリートの塊は、彼女が倒すべき無法の砦とりでだった。

「ありがとう」そう応こたえて、彼女はぼくの手を強く引いた。

　離れて、近づいて、それでもまだ距離を感じて、また近づいて――そろそろと歩み寄って、今のぼくたちはどれだけ近づくことができたのだろう。

　彼女は重い雰囲気を誤魔化すように笑った。

「よし、早く体育館に戻ろうぜ」



　そしてぼくは寝転がったまま、頭を抱えたくなった。

　体育館内には大勢の男たちがザコ寝している。その一群からポツンと離れた場所で、ぼくたちは眠ろうとしている――ぼくではない。ぼくたち、だ。

　ぼくのすぐ右側には凛りん子こがおり、左側には鈴すずの音ねが寝ている。吐息がかかりそうなほど間近に両者の顔がある。ヤクザたちの輪からははるかに遠く、なぜか両手に花である。

　なぜこうなったのかはよくわからない。それが当然とばかりに指示をされ、寝床を用意されていた。

　ちなみに鈴音はあの後、平然と体育館に戻ってきた。しかし彼女のおせっかいに対して、ぼくは怒る気にあまりなれなかった。もちろん、感謝をする気にもなれなかったが。

　別に嫌なわけではない。ただ、どうしてぼくは着替えの手伝いといい、先ほどからこんなに理性を試され続けているのだろう？　それとも、これさえも鈴音の策略の一部なのだろうか。彼女はもしかしてぼくと凛子の仲を取り持ちたいのではなく、ぼくのせがれにケンカを売りたいだけなのかもしれない。

　目を閉じているだけでも両側から女の子の匂においがしてくるかのようで、気持ちが落ち着かず、到底眠ることなどできない。しかし当の女の子たちは、すやすやと眠っている。

　ええい、アホらしい――そう思ったとき、右側から押し殺したような声がした。右に寝ているのは凛子の方だ。様子をうかがうと、起きているわけではなく、寝言のようである。

「……シンくん」自分の名を呼ばれて、ギョっとして耳を澄ませた。

「怖い……戦いたくない……」と、言葉をもらした。

　彼女は震えていた。すがる相手を探すように、彼女の手がこちらに伸びた。

　ぼくが彼女の手を包み込むように握ると、彼女の寝息が安らかになった。

　彼女は、やはり今も不安なのだ。

　左側からも声がした。耳を傾けると、鈴すずの音ねも寝言をつぶやいている。

「……ごめんなさい、パパ、ごめんなさい……」

　眠っているはずの手がぼくにすがりついた。ぼくは凛りんちゃんの手を包んでいるのと逆側の手を、今度は彼女の方に伸ばしてやった。自分を嫌悪し、過去を後悔している彼女は、夢の中でも戦いを続けている……。

　女の子といっしょに寝ているという妙な緊張が消えた。

　眠ってしまえば、二人ともヤンキーでもヤクザでもなかった。それは彼女たちの本当の姿だった――今にも重荷につぶされてしまいそうな女の子と、無数の傷にあえぐ女の子。

　何となく、ぼくは自分が彼女たちのすぐ近くに寝かされた意味を知った気がした。

　ぼくは今日、彼女たち二人から相応の信頼を受けて、本音を聞かされる機会を得た。

　本音をさらして、すがる相手として、ぼくが選ばれたのだ。そして明日になったら、彼女たちはヤクザたちを前にして平然とした顔をみせるに違いない。

　胸が痛んだ。同情しているわけではない。この女の子たちを、ぼくは今日までずっと、ヤンキーとして、ヤクザとして見ていたのだ。人間である前にヤンキー、人間である前にヤクザという風に見て、長い間ずっときちんと向かい合おうとしなかった。

　なのにぼくは、こうして彼女たちの傷の存在を知ってしまった。

　だから、今さらになって悩まなければならなかった。

　彼女たちを助けるために、ぼくにできることは何かないだろうか？

　体力は無い。ケンカをしても、何の力にもなれない。そんなぼくに、そばにいて、任にん侠きようを物語にする以外に、もっと何かできることはないのだろうか。

　それに、傷を抱えているのは彼女たちだけでもないのだろう。体育館で寝ているヤクザたちも、今この場にはいないヤンキーたちも、無数の傷を抱えているに違いない。彼らもまた、夢の中で悲鳴をあげているかもしれない。

　そんな毒マムシ学園で、ぼくはいつまで第三者を気取り続けるつもりなのだ。

　ぼくは、『文学の力』で、この学園に知性をもたらすためにやってきた――かつて自ら口にした夢物語が、今さらながらにぼくの胸に迫った。

　バカを変える。たとえば文学で。たとえばツッコミで。

　そんなのは、でも、夢物語だ……。

　二人の女の子と両手で結びつき合いながら、ぼくは目を強くつむった。

　彼らの傷に対して、ぼくに出来ることは、なんだろう。



　　　＊



　問題のヤンキーを迎え入れて三日間、権ごん田だ原わら組は篭ろう城じようを決行したが、悪戯いたずらな風が鼻先をくすぐるように、〈殺人ヨーヨーのお菊きく〉は何の動きも見せなかった。彼女が動かないことには、危き惧ぐされていたようなヤンキーとの全面対決も起こりようが無い。

　考えすぎの取り越し苦労だったのではないか――次第にヤクザたちの気が緩みだして、それに対して凛りん子こが叱しつ咤たし、平穏な篭城合宿はまだ続くこととなった。

　凪なぎのような一幕だった。

　その間、ヤクザたちは授業に出ることができない。せっかくの篭城なのに授業でヤンキーと接触しては意味がない。

　出席日数の不足は、授業の出席のみがルールの毒マムシ学園において致命的なハンデキャップだった。期末試験の成績でそのハンデを取り戻さなくてはならなくなったヤクザたちは、権田原組での凛子からの授業が命綱となった。

　誰だれも攻めてこないまま篭城合宿は二日、三日と続いた。

　一方で、ヤクザたちは授業に出ていないが、ぼくと鈴すずの音ねは普通に登校して授業に出ていた。というのも、ぼくたちはあくまで権田原組の組員ではないからである。

　ツッコミ役としてヤンキーたちとも知らない仲ではないから、そうそう危険はあるまい。

〈殺人ヨーヨーのお菊〉に動きがあったのは、合宿が始まってから三日目のことだった。

　事件はあろうことか、文芸部室ではなくぼくのクラスで起こった――ぼくを相手に起こったのだ。



　この日も教室には暴力の嵐あらしが吹き荒れていた。そして台風の目のようにぼくの周りだけが安全圏だった。そんな教室が、不意にピタリと沈黙した。

　とある少女が教室にやってきた瞬間、空気が一変したのだ。

　その理由は、その少女の正体が泣くヤンキーも黙る四天王だからだったのだが――ぼくがそれに気付くのは少し後のことになる。なぜならぼくはそのとき、周囲の空気にちっとも気付かずに

「あっ、あの時のヨーヨーの子じゃないか！」

　などと腰を浮かせていたからだ。

　当の彼女も、ぼくを見つめて驚いた顔をしていた。

「きみが五十嵐いがらし真しん太た郎ろうだったのかぁ」

　ぺたんぺたんとスリッパみたいな履き方をした上履きを鳴らして、彼女はこちらに歩み寄ってくる。ぼくも有頂天になって声をかけた。

「やあ、ずっと名前を聞き忘れたことを後悔してたんだよ。きみは――」

　と、マヌケなことを言うぼくに、彼女は無言で片手を突きつけた。

　その手からピンク色のヨーヨーが飛んで、ぼくは言葉を飲み込んだ。

　ピンク色のヨーヨーは、飛来した瞬間に銀色の光を閃ひらめかせた。それはぼくの首のすぐ横を通過して、彼女の手に戻っていった。そして彼女の手の平からだらりとヨーヨーがぶら下がる。銀色の光の正体――ヨーヨーにはカミソリの刃やいばが仕込まれていた。

　そこでようやくぼくは気がついた。

　切きり原はら菊きく枝え――ひと呼んで〈殺人ヨーヨーのお菊きく〉。

　改造された〈ハイパーヨーヨー〉を自由自在に操るのだという。彼女が扱えば子供のオモチャに過ぎないはずのそれが、万能の凶器に変わる。

　……ヨーヨーという特徴からあのときの少女を連想しても良さそうなものだったが、言い訳をさせてもらうと、遊びに疎いぼくはヨーヨー遊びのマイナーさを知らなかったのだ。四天王とは別に、ヨーヨー好きな女子が学園にもう一人ぐらいいても別に珍しくあるまいと、都合よく思っていたのである。いや、それはぼくの儚はかない願望であった。

　背筋を冷たくしながら、ぼくは自分の首を撫なでた。目の前の危険なヨーヨーが、いつでも彼女の意のままに飛び跳ねることをぼくは知っている。その動きの正確さも、目で追えない速さも知っている――ぼくの生殺与奪は、完全に彼女に握られていた。

「ねえ、権ごん田だ原わら組に首を突っ込むの、やめな」

　初めて会ったときと同じような、親しげな口調で彼女は言った。

「ボクずっとさ、権田原組のいる文芸部室にヤクザと全然関係の無い奴やつがいるって聞いて、攻め入るのを躊躇ためらってたんだ。だってそいつは頭が良くてツッコミが得意な奴って評判だったから。ボクそういうインテリタイプが嫌いじゃないんだ。しかもそれは、あのときいっしょに遊んでくれたきみのことだった。ヨーヨーのことを好きと言ってくれたきみに巻き添えを食ってもらいたくない」

「きみはヤンキーだったのか。普通の服装をしてたから、普通の子だと思ってた……」

　ひきつった声でぼくは言う。見下ろすと、その日の彼女は女ヤンキーとして定番の袴はかまみたいに長いロングスカートをはいている。

　彼女はスカートに手をかけた。

「中にヨーヨーを仕込んでて、伸縮自在なんだ。……普通の子が、あんな風に平気で廊下で遊べるわけないよ。バカみたい」

　しゅるるるるという回転音を鳴らして、スカートの丈が上下に伸び縮みした。

「スカートはともかく、きみに部活を休んで欲しい。さもないと、不本意だけどきみの安全を保障しない。たった一日だけでいいよ――次の日に文芸部室がどうなってるかも、保証しないけどさ」

　ぼくは息をのんだ。これは脅しだ。ぼくの命を掌握した上で、彼女はそう要求している。断れるようなものではない。ぼくは押し黙った。

「おい、返事をしろよう」

　口をつぐむぼくに、お菊が少女じみた仕草で唇を尖とがらせた。

　ぼくはとっさに話題の矛先を変えた。

「どうしてきみは、逃げてきたヤンキーの彼をそんなに怒っているの？」

　お菊はヨーヨーを弄もてあそびながら答えた。

「ふふん、ボクのヨーヨーを子供のオモチャとか言ってくれやがったからさ！　冗談でもボクのヨーヨーをバカにする奴やつは許さない！」

　同時にヨーヨーが飛んだ。ぼくの首のすぐ横をヨーヨーが往復する。首筋に風を感じた――彼女がほんのわずかに指を操作するだけで、ぼくは首を切り裂かれて死ぬことになる。

　……そんな理由か。腹の底に、重くて冷たい覚悟が沈んでいくのを感じた。

　ぼくが怯おびえた様子を見せないことに、彼女はいきりたった。

「ボクは答えたんだから、きみも答えろよ！　いいか、今日は部活を休みなよ!?」

「嫌だ」

「……は？」

　彼女は間の抜けた声を返した。四天王の自分に、無力なぼくが逆らうとは夢にも思っていなかったらしい。

　ぼくが自分の身の安全を賭かけてまで、権ごん田だ原わら組に関かかわる論理的な理由は何も無い。

　だけど、理屈ではないのだ。それは意地だ。

　権田原凛りん子こだったら――任にん侠きようだったらこんな脅しには屈しないだろう。そう思ったら、こうするほかに選択肢がなかった。理屈で理解はできないけれど、ぼくは任侠になりたいのだ。そうなると、もはや権田原組と無関係とはいえない。

　もう第三者ではいたくない。

「な、何で断るんだコノヤロー！　どうしてさ！」

　彼女はヨーヨーを握り直し、身を乗り出して怒ど鳴なってきた。だけどぼくは、毅き然ぜんとして応じた。

「文芸部として、権田原組を――ヤクザたちを小説に描くって決めたからだ。きみのヨーヨーがどんなに強いからって、ぼくのペンまで曲げさせはしない」

　それぐらいしか、今のところ彼女のためにぼくができることはないのだから。

　それまで失って、たまるものか。

　ぼくの返事に、教室がどよめいた。それは暴力がすべてのヤンキーたちにとって信じられない光景に違いなかった。

「……か……」

　お菊きくが言葉をもらした。

「……かっけええええええええ！」

　彼女は超音波のような大声をあげた。ぼくは虚を突かれてのけぞった。何が起こったのか突然のことで理解ができない。

　お菊はぼくから目を逸そらして、ヨーヨーを放ほうり投げてからそこらへんにいたヤンキーの肩をつかみ、ガクガクと揺らした。

「ねえねえどうしようどうしよう！　きっぱり断られた！　あの人かっけえよどうしよう！　ああいう、ちょっと可愛かわいい感じの顔つきでなよいんだけど知的で、でも芯しんは強い感じ！　しかもヨーヨー好き！　こういうの、すごいタイプなんだけどっ！　だって普通あんなこと言えなくない!?　やだ、ドキドキしてきた！」

「い、いや……好きにしろよ……」

　四天王にガクガクと肩を揺らされて、しかし抵抗することもできない低ランクヤンキーは困惑に染まりきって返事した。

「す、好きにしろだなんて……キャーっ！」

　今度はその肩をぽいっと投げた。けっこうな力らしく、ヤンキーは「おわっ」と悲鳴をあげて転げていった。

　何だこれ？　事態がさっぱりわからなかった。

　さっきまでのシリアスな空気はどこいったんだ？

　よくわからないが、丸く収まったのか？　もともと彼女が怒っている動機も大したことじゃないし、話せばけっこうわかってもらえる気もするし、もしかしたら一連の騒ぎもこのまま終わってくれるかもしれない――

　――その一瞬の弛し緩かんした空気を狙ねらったように、異変は起きた。

　遠巻きに眺めるヤンキーたちの群れから、銀色のシルエットが躍り出た。

　スーパースターの衣装をまとった男――神かみ風かぜ流りゆう一いちだった。叫さけび声をあげて床を蹴けり、空を舞うと、ぐるりと身をねじらせて凄すさまじい回し蹴りを放った――お菊きくに向かって。

　不意を突かれたように見えたお菊の反応は、機敏だった。ゆるんでいた顔がさっと緊迫したものに変わると、素早く後方に退ひいた。



    

  
    
      



    

  
    
      　その目前を、計ったように紙一重の距離で蹴けりが通過する。

　お菊きくの両手から、ヨーヨーが飛んだ。

　蹴りを回避された流りゆう一いちは、しかし反撃への警戒から追撃を選ばず、後ろに退ひいていた。それをお菊のヨーヨーが追う。ヨーヨーは、飛びながら大きな刃物を飛び出させる。触れた人間をズタズタにしてしまう高速回転する凶器――殺人ヨーヨーだ。

　先ほどはぼくの命を脅かしていたそれを、しかし流一は悠々とつかみとった。

　なんという動体視力だろう――側面から刃物を飛び出させている円盤を、上下にはさみ取るように白刃取りにして。

　ぼくも、周囲のヤンキーたちも、誰だれ一人としてぴくりとも動けなかった。驚きの声さえあげられなかった。あまりにも唐突に、二人の四天王が戦い始めたのだ。

　それは目を疑うような超次元の攻防だった。

　お菊が、唇を尖とがらせた。

「ずいぶんと卑ひ怯きようじゃないか、ヤクザ野郎。不意討ちとはね」

「俺おれはヤクザじゃない……愛する女のために戦う、たった一人のためだけのスーパースターだ」

　キラリと輝きながら答えた。それから「オモチャだな」と言い捨てて、刃物が並んだヨーヨーを床に投げ捨てた。

　その直後に漂う剣けん呑のんな空気に、ぼくやヤンキーたちは息をのんだ。

「……〈ギロチン〉を防いだだけで、ボクのヨーヨーに勝ったと思うなよ」

　暗い声でそう言って、彼女はおもむろにスカートのポケットに手を突っ込んだ。手を突っ込んで、引き出したときにはすでに指にヨーヨーが装着されていた――その数、右手に三個、左手に三個、合計して六個！　恐らくポケットに入りきる限界の数だろう。彼女は六個ものヨーヨーを同時に操るつもりなのだ！

「さっきのようにはいかないよ！　この〈輝き砕さい輪りん〉に少しでも触れればその手が砕けることになる！」

　そのヨーヨーには、女の子らしいピンク色のラインストーンが無数にデコボコと飾られていた。しかし可愛かわいらしいだけのものではない。彼女の言葉から察するに、そのヨーヨーが高速回転したとき、あの頑丈なデコボコは触れたものを血まみれにせずにはいられない凶悪なヤスリとなるのだろう。子供は真ま似ねしちゃダメだと言わざるを得ない！

　ていうか、これぼくが記念にもらったのと同じ奴やつじゃないか！　ぼくは友情の証あかしにそんな凶器をプレゼントされてたのかよ!?

　まずはひとつと、桃色に輝くヨーヨーが飛んだ。それに対して神かみ風かぜ流一は、例のウンコ座りみたいなポーズをとって宙を飛んだ。

　的を失ったヨーヨーは机にぶつかり、まるで鉄球のような重たい音響をたてる。

　しかし空中に飛んでしまってどうするのか――そこにはもう逃げ場がない。

　さらに二つ目のヨーヨーが飛んだ。

「きえええええい！」

　流りゆう一いちは飛んでくるヨーヨーに蹴けりを入れた。鉄球を金属バットかなにかで叩たたいたかのような轟ごう音おん！　凶悪なヨーヨーはあらぬ方向へと弾はじかれた――彼の靴底には、鉄板が仕込まれていた！

　間髪容いれず、三つ目のヨーヨーも飛んだ。しかし気合一いつ閃せん、再び轟音が鳴った。もう片足の蹴りがそれを弾いたのだ。

　一個ずつ投げていてはらちがあかないと思ったか、お菊きくは四つ目、五つ目を同時に投とう擲てきした。両脚を振るったことで、一見して流一の体勢は崩れていた。必殺を期してふたつのヨーヨーが飛ぶ。

　しかし、ぼくは鈴すずの音ねから聞いたことがある――〈ジーザスクライスト・スーパースター〉こと神かみ風かぜ流一は、華か麗れいなる空中格闘を極めた男なのだという。

　ぼくは目を剥むいた――神風流一は、四人のヤンキーを一瞬で倒したときのように――空中にあって体幹のバランスを崩さず、両手両足を自在に振るうことのできる奇怪な武術家だった。乱れきった体勢のまま、彼は余裕の表情でヨーヨーに向かって右手を伸ばしていた。今度のヨーヨーは素手では受け止められない。だが流一の右手は、ヨーヨーの先の糸をまとめてひっつかんでいた。

　糸を引っ張られて「きゃっ」とお菊の小さな身体からだが前のめりになった。コントロールを失ったヨーヨーは、あらぬ方向に飛んでいく。同時に、残る最後のひとつを投げる機会も失われた。

「ちょいやぁ！」

　奇声をあげながら、糸を引く手を支点に、流一の身体がお菊に向かってぐるりと縦回転した。回転しながら、右足をお菊に振り下ろそうとする――空中からの胴廻まわし回転蹴り。恐るべき空中殺法、しかもその足には鉄板が仕込まれている！

　そんな蹴りが、無防備なお菊の背中に叩き込まれようとしている――それはいくらなんでもやばいだろう!?　

　呆ぼう然ぜんと戦いを見守っていたぼくは、とっさに正気に戻った。良くて大おお怪け我が、下へ手たしたら死にかねない。ヨーヨー遊びをしたときの彼女の笑顔も、とっさに脳裏に浮んだ。惨劇を回避すべく、ぼくは流一に体当たりをぶちかました。

「なっ!?」

　空中にいた彼は、たまらず吹っ飛んだ。机にぶつかって激しい音をたてたが、しかし彼はお菊に比べれば頑丈そうだから放ほうっておいた。この際、問題なのは女の子の方である。

「危なかった……」

　お菊を身体ごとかばいながら、思わずつぶやいた。

　彼女は震えていた。いくら四天王とはいえ、高校生の女の子である。無理もなかった。

　すぐさま流一は立ち上がり、ぼくを怒ど鳴なりつけた。

「馬ば鹿かな真ま似ねを！　そいつは権ごん田だ原わら組の敵だぞ!?」

「だからってそこまですることないだろ！　もう勝負はあったじゃないか！」

　ぼくの常識的な意見に、彼は聞こえよがしに舌打ちをした。

「勝負あっただと？　バカめ、これからが本番だったというのに……俺おれの蹴けりはどうせそいつには届かなかった」

「は？」

「そいつの足を、見てみろ」

　言われるまま視線を落として、ぼくはがく然とした。

　お菊きくはいつの間にか右足を、スリッパのように履いていたブカブカの上履きから引き抜いていた。靴下は履いていない。その足指にひとつ、小型のヨーヨーが隠し持たれていた。

　糸がたるんでいる――それはすでに放たれて、しかしぼくの様子をみてとっさに引きとめられたものだ。

　彼女は、ぼくが巻き添えを食うのを嫌ったのだ。

　……彼女は体勢を崩しながらも、上履きに隠し持っていたヨーヨーを足で投とう擲てきしていた。流りゆう一いちの蹴りを迎撃していたのだ。攻防はまったくの互角だった！

「か、か、か……」

　前まえ屈かがみのお菊は、がくがくと震えながら、なにやらつぶやいていた。今となってはその震えが恐怖によるものでないことは明らかである。

「……かっけええええええええええええ！」

　勢いよく上体を起こして叫さけんだ。ぐっとぼくの両肩をつかんで、ガクガクと揺らした。

「き、きみみたいな頭良さげな人がどう見ても危険なのに身を挺ていしてボクなんかをかばうなんて！　すごいよ！　漫画の主人公みたいだよ、超かっけえ！　すげえ！」

　彼女はぼくの顔を覗のぞき込みながら、首を傾かしげた。

「きみ、ヨーヨー好きなんだよね？」

「う、うん……」

「気に入ったぁーっ！」

　彼女はぴょんぴょん飛び跳ねながら叫んだ。

「ヨーヨーが好きってことは、ボクのことも好きってことだ！」

「ええっ!?」

　そんな無茶苦茶な！　あなたヨーヨーそのものですか!?

「おい、神かみ風かぜ流一！　権ごん田だ原わら組を攻めるのやめるから、これちょうだい！」

「いいぞ」

「おい、ちょっと待て!?」

　流一はふてくされたような表情でつぶやいた。

「興ざめだな……ここで俺がお菊を倒していれば凛りん子こも、いやーん、流一クン超かっこいいーん！　と俺に惚ほれ直すことうけあいだったというのに……」

　いや、賭かけてもいいけど、それは無いと思う。口調も含めて。

　流りゆう一いちはぷいとそっぽを向いて、教室の出口に足を向けた。すれ違いざまに、小声でたずねてくる。

「……こうなることを予期して、俺おれを止めたのか？」

　こんな状況、予想できるはずがなかった。ぼくは首を振る。

「ふん……おまえが気になっているだろう疑問にひとつ答えておいてやろう」

　なんだろう、とぼくは興味を惹ひかれる。彼は去り際に、ぼくの耳に囁ささやいた。

「俺が戦いの際にウンチングスタイルをするのは、それがもっとも美しいポーズだと確信しているからだ」

「おまえのセンス最低だな!?」

　ていうかそんなの気にしたことないよ！　自意識過剰にもほどがあるよ！

　流一は自分で用意したスポットライトの光を浴びながら、颯さつ爽そうと教室から退場した。なんて自分のことしか考えていない奴やつだろう……。

　廊下から、ドタバタと騒ぎを聞きつけたらしい足音が聞こえてくる。

「先生、先生！　無事か！」

　駆けつけてきたのは、ヤクザの一団を引き連れた権ごん田だ原わら凛りん子こだった。

　そして、ぼくの手を取ってぴょんぴょん跳ねるお菊きくを見て凍りついた。

「……な、何やってるんだ？」

　そうたずねてくるが、ぼくにもよくわからない。

「へへん、こいつがボクとヨーヨーのことを認めてくれたから、ヨーヨーを馬ば鹿かにされたこともチャラにしてやる！　こいつの根性が気に入った！」

「ええ!?」

　あっけらかんとした彼女の一言に、ぼくとヤクザたちは言葉を失う――四天王を敵にまわすということで、あんなにも覚悟をしていたのに。

「離れてくれ！」

　凛子の冷たい視線が気になって、ぼくはお菊を振りほどこうとした。

「やだー」しかし、彼女は離れない。小柄なのに恐ろしい力だ。

「み、見ろよ、五十嵐いがらしの奴。あのお菊をじゃれつかせてるぜ！　まるで子供扱いだ！」

「なんてこった！　アンパンを撃退したのに続いて、今度はお菊を攻略しやがったのか!?」

「すげえ！　さすが嵐あらしの転校生！　とんでもねえ野郎だぜ！」

「ま、まさかあいつは四天王を越える存在……番長に近い男なのか!?」

　その光景に、教室中のヤンキーたちが歓声をあげた。わけのわからない理由で、またぼくの教室内でのポジションが変化していった。

　もしかして、このまますべて上う手まくいってしまうのではないだろうか？

　……ひたすら呆ぼう然ぜんと立ち尽くしながら、そんな希望的観測をする。

　もちろん、そんなはずはなかった。この出来事は、これから巻き起こる大きな戦いの序章に過ぎないことを、ぼくはすぐに思い知ることとなる。



    

  
    
      


四章　ぼくの知りえない周辺の思惑





　その日の文芸部室は、静まり返っていた。

　自習の時間である。権ごん田だ原わら凛りん子こは、その様子を本のページをめくりながら見守っていた。だが見守るまでもなく、ヤクザたちはサボらず真剣に問題集に取り組んでいる。

　いわゆる普通の学校でも、これほど真剣な自習の時間が見られるのは稀まれだろう。そう思うと、凛子の胸は誇ほこらしさで一杯になる。確かに彼らはバカだ。だけど彼らはそれを自覚して、悔しさや向上心を持つだけの人間性を備えている。バカだけど、人間なのだ。それを信じていっしょに問題に向き合い、背中を押してやれたことが誇らしい。

　自分のやっていることは正しいと、この光景を見ていると信じることが出来る。

　ヤクザたちはヤンキーたちから暴力を受け、教室にいられなくなった者たちが大半である。本来ならばそのまま毒マムシ学園からもドロップアウトしてしまうはずだった者たちだ。だが今の彼らは正規の授業を受けているヤンキーたちよりもむしろ高い学力をもっている。互いを守りあって自分の居場所を取りもどし、試験のハードルも超えて卒業の要件を満たせることだろう。

　彼女は信じる――脱落したからといって、やり直しが利かないということは無いのだ。

　植物状態に陥った兄も――目覚めてから、きっとまた人生をやり直すことができる……。

　ひとえに、脱落した人間を受け止める存在が必要なのだ。自分はそうしたものになりたかった。自分がそれになれると確信できれば、自分の役割――ヤクザの親分にも誇りを持つことができる。

　……不安なのはヤンキーたちの動向だ。今は沈黙しているが、たとえお菊きく個人の問題が丸く収まったとしても、番長グループが自分たちをいつまでも放ほうっておくことはないはずだが……。

「またその本を読んでやがるのかよ。飽きねーな」

　ページをめくりながら、しかし文章はほとんど頭に入らず物思いにふけっていた凛子は、その声に顔をあげた。

　鈴すずの音ねだった。子分ではない彼女は、凛子にとってもっとも気楽に話せる友人である。

　彼女は大してバカでもないのに自分をバカだと思い込んでいて、凛子の授業に積極的に参加してくれている。その縁もあって、凛子は鈴音に五十嵐いがらし真しん太た郎ろうの担当編集を頼むことにしたのだ。

　それは凛子がやっているヤクザとはどういうものか、それを真太郎に説明する任を負わせたということだった。自分の口で、自分のやっていることを弁解する権利は、自分には無いと思ったからだ。ヤクザになった自分は、間違いなく真太郎を裏切った。

　だけどそれでも真しん太た郎ろうに理解してもらいたくて、その弁解を他人に押し付けたのである。凛りん子こはそんな自分を卑ひ怯きようだと嫌悪していた。

　面倒見の良い友人は、そんな面倒を押し付けられてもいやな顔ひとつしない。

「問題集、終わったぜ。……それ、クラウゼヴィッツの『戦争論』だよな。いつも読んでるよな、それ。何回読めば気が済むんだ？」

「もう内容もすっかり覚えているんだが……まぁ、お守りみてえなもんさ」

　本にまつわる思い出が頭の中によみがえった。親友に対する気安さから、それはそのまま口からこぼれた。「昔、本好きな友達に薦めてもらったんだ。あたしも昔は純粋に正義のヒーローに憧あこがれててさ、それで悪と戦いたいならこの本が有名だって……」

　そこまで言ってから、凛子ははっとした。勘の鋭するどい鈴すずの音ねはすでに気付いて、部室の隅すみで執筆をしている五十嵐いがらし真太郎に視線を向けている。口が滑ったと凛子は恥らった。

　本好きで、理屈っぽくて、年齢不相応に頭でっかちの友達がいた。同年代の男子たちと折り合いがつかなくて、それを見かねて仲良くなったのが自分だ。

　話してみれば、不思議なぐらい気が合った。彼は年齢不相応な本を背伸びして読むのが好きだったが、自分は年齢相応に『ズッコケ三人組』なんかを読んでいた。趣味は合っていなかったが、二人で互いに本を交換することで、二人の世界観が広がった。それが幼おさな馴な染じみとの馴なれ初そめだった。

　大きな不安に心が埋め尽くされそうになったとき、彼女はこの本を開く――かつてのつながりが、今も残っていると信じるために。

「あいつさ、任にん侠きようの小説を書くんだってな」

　鈴音が彼に視線を向けたまま言った。その表情には穏やかな笑みが浮んでいる。いつ見ても、鈴音の笑顔は怖い。だけど、自分を安心させようという気遣いは伝わってくる。

　凛子は部室の隅に視線を向けた。そこにはお菊きくにつきまとわれながらも執筆に励むかつての幼馴染の姿がある。

　彼がお菊を丸め込んでしまったことには驚いた。彼は他ほかにも、お菊と同じく四天王であるアンパンからもその機転で切り抜けた経験があるという。

　……彼はこの学園にとって特別な力――ヤンキーでは持ち得ない何らかの力を持ち合わせているのかもしれない。幼馴染の買いかぶりだろうか？

「……おい、シンタロー。飽きた！」

　お菊が子供のように、彼の服の背中を引っ張った。

「我慢してくれよ、きみは小説を書くぼくの根性を気に入ったって言ってたじゃないか」

「でも後ろで見てるの、ヒマなんだよ」

「じゃあぼくにつきまとわなきゃいいじゃないか」

「やだ。ねえ、話し相手ぐらいしてくれてもいいじゃん」

「じゃあお菊は、小説を読むとしたらどんな話を読みたい？」

「ハイパーヨーヨーの話！」

「……。ごめん、それは無理」

　一方的につきまとわれた結果、彼とお菊きくはそれなりに仲良くなったようだ。女の子みたいに華きや奢しやな彼も、小柄なお菊と並べば、立派に男の子として映える。

　はたから見れば、それは男女の風景だ。お菊は四天王のくせして彼のそばでは天てん真しん爛らん漫まんな少女だった。……昔の自分と彼の関係も、あんな風に無邪気だった。

　――積極的に歩みよるお菊によって、二人の距離はやがてゼロになるかもしれない。

　その想像に、凛りん子この胸はうずいた。そして怒りに近い凄すさまじい感情を、必死に理性で抑えなければならなかった。

　自分は真しん太た郎ろうから勇気をもらっている。だけど彼が自分のそばにいることを選んでくれたからといって、自分がした裏切りが消えたわけではない。かつての関係が、すでに変質してしまったことに変わりはない。自分はもう〈シンくん〉とは呼べないし、彼も自分を〈凛りんちゃん〉と呼んではくれないだろう。幼おさな馴な染じみを奪われるなんて、そんな嫉しつ妬とをする資格など今の自分にはもう無いのだ。……つかみかねる、お互いの距離感。

「良いのかよ、あれ？」

　鈴すずの音ねがそんなことをたずねてきたが、凛子は冷静に首を振った。

「良いも悪いも、あたしが言うこっちゃねえ。それに……彼をあたしの近くに引き込めば引き込むほど、彼を危険に巻き込むことになる」

　彼がそばにいてくれて、彼の小説を読むことができる――それだけで自分は満足すべきなのだろう。

　だが鈴音はふんと鼻を鳴らした。

「男なんて女の巻き添えを食ってなんぼだろー。そんときのリアクションで価値が決まってくるってもんだ」

「先生は、そういうタフなタイプじゃねえもの」

「それはどーかね。ゴンは幼馴染だからこそ過小評価してるかもしれねーぜ。いや、過保護かな」

「……ゴンって呼ぶんじゃねえよ」

　凛子は首を振った。そもそも、それどころじゃない。お菊は何とかなったが、きっとこれだけでは終わらないはずだ。たとえ今は静かでも、敵意は間違いなく存在している。

　妙なことで動揺していては、背中の救世主に笑われる。

　守るためにこそ、自分はあらゆるものをかなぐり捨ててヤクザになったのだ。

「そういえばさ、話は全然変わるけどよー」

　凛子に気を使うように、鈴音はそう前置きをして話題を変えた。

「先生が最近、学園内で機械だらけのハイテクな変な部屋を見つけたんだってよー。何故か青ざめた顔でそう言ってた。こんな学園でハイテクなんておかしな話だよなー。エレベーターさえねーのによー」

　笑い話のように言う鈴音だが、凛子は暗あん澹たんとした気持ちになった。いつ、どうして、真太郎がその部屋を見つけたのか知らないが、自分が知らずに鈴すずの音ねが知っているというのが不満である。真しん太た郎ろうにとっては、いまだに自分よりも彼女の方が話しやすい相手ということだ。この二人は先生と担当だし、しかもクラスメイトなのだから会話をする機会は自分よりはるかに豊富なのだ。

　この二人、実はけっこう仲良しなのではないだろうか。

　それから鈴音に返事もせず、凛りん子こは頭を抱えた。……話題が変わったはずなのに、自分の頭の中でだけ話題がちっとも変わっていない。そもそも真太郎に鈴音をあてがったのは自分なのに、二人の関係に嫉しつ妬とするとは何事だろう。あまりにも自分勝手すぎる……。

「おい……何頭抱えてるんだよ……」

　鈴音がひきつったような声で言い、さらに話題を変えた。「ハイテクといえば……」

　ずいぶんと気をつかわせてしまっている。今も自分は彼女に甘えて、迷惑をかけているのだろうか。

「そういえば春ごろに、なぜかＩＱ３１４の天才がうちの学園に転校してきたことがあったよなー。どこぞの大学で機械工学の博士号を持ってるっていう……すぐにいなくなっちまったけど、アレはなんだったんだろうなー」

「ああ……、そういえばそんなこともあったな。ＩＱ３１４って、なんだか円周率みたいなやつだよな……」

　凛子はどうしても相あい槌づちがぞんざいなものになってしまうのを感じた。

　今だけは平和な文芸部室で、五十嵐いがらし真太郎とお菊きくは仲なか睦むつまじい番つがいの小鳥のようにしゃべっている。気がつくと凛子はその様子ばかりを目で追っている。鈴音が凛子のそばで何を思ったか、ため息をついた。
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　毒マムシ学園の校長室は、校舎の最上階にある。

　その階には校長室と職員室しか無く、わざわざ立ち寄るヤンキーもいない。暴力と悲鳴が荒れ狂う毒マムシ学園にあって常に静まり返っている、どこか陰気な場所だった。

　重々しいマホガニーの扉を開けて校長室に入ると、そこはもう別世界である。学園のあらゆるほかの場所の貧相さと比べて、刑務所とベルサイユ宮殿ぐらいの差がある。

　常に匂におやかな香が焚たかれ、床には虎とら革がわの敷物が敷かれている。天井にはシャンデリアがきらめき、天てん蓋がいつきのベッドもある。調度品にはすべて黄おう金ごんの彫刻や宝石が輝いている。この部屋に初めて入るものはみな一様に、そのきらめきに目が眩くらんで転んでしまう。

　はっきり言って、悪趣味な部屋である。

　そして、そこに本来の部屋の主たる地獄校長の姿は、常に無い。

　代わりにいるのが番長と――地獄校長の一人息子、黒くろ川かわ骨ほね夫おだった。ずんぐりむっくりとしてゴリラのような力を誇ほこる番長と、小柄だが吊つりあがった目をして狐きつねのように小こ賢ざかしい黒くろ川かわ骨ほね夫お――この二人こそが力と頭脳の両輪にもって学園を支配しているのである。

　彼ら二人は、校長さえもこの部屋から追い出して、その権力をすべて手中に収めてしまっていた。地獄校長と呼ばれて恐れられる最高権力者は、表向きの看板に過ぎない。学園の支配者は、事実上、この二人の高校生だった。

　骨夫はズル賢そうな顔で、学食からの収益報告書を読み上げる。

　報告は、途中で悲鳴に変わった。

「学食収入が例年に比べて30％減だよ！　あのクソ生意気な屋台のせいだ。番長、このまま放置すればさらに悪化するぜ。しかも何人かの保護者から、もう金は払いたくないという声まである。奴やつらはみんなこう言ってる――金を払わずとも、権ごん田だ原わら組とやらに入れば守ってもらえるんだろうって！」

「だから、早々につぶしてやろうと俺おれは言っていたんだ！」

　番長は執務机に拳こぶしを叩たたきつけた。「連中は、お菊きくまで丸め込んだと聞いたぞ。だから言ってるんだ、あんな連中は番長グループの総力をあげればひとひねりだって！」

　骨夫は目を細めて、思慮深い表情をした――この学園の他ほかの生徒では見られない理知的な表情だった。彼は頭が悪くない。彼がここにいるのは、ひとえに地獄校長の息子だからである。子煩悩な父親の、息子を自分の勤める学園に通わせたいという願望だった。言うまでもなく、それが毒マムシ学園では息子の方はものすごくいい迷惑である。

　その父親としての引け目が、骨夫のわがままを許すことになった。

　毒マムシ学園の生徒としては思慮深く、ズル賢い骨夫は言う。

「ところが問題はそう簡単にはいかない。任にん侠きようって思想は厄やつ介かいだぜ。表面上は番長に従うヤンキーの中にも、潜在的には奴らの仁義に賛同しているものが少なくない――自分もいつ弱者に転落するか知れたもんじゃないという不安からね。少しでも希望を残せば、あの組織はつぶしてもすぐに復活するぜ。仁義という思想がつぶれない限りは、復活し続ける……。あれはそういう性た質ちの――宗教じみた集団さ。そういう連中が、例えば〈篭ろう城じよう〉なんて作戦でもたてやがったら、最悪だぜ。こっちがボロボロにされかねない。力ずくで駆く逐ちくするべきじゃない」

　ふむ、と番長は素直にうなずいた。

「じゃあどうするべきなんだ？」

　骨夫は禍まが々まがしい笑みを満面に浮かべて答えた。

「……絶望を与えるべきだよ。根こそぎから任侠どもを駆逐したければ、学園全体に絶望を示す必要がある。仁義なんて幻想に頼っても、圧倒的な暴力の前に打ちのめされるのだという絶望――弱者はけっきょく救われなどしないという絶望さ！　ぼくがずっと権田原組をつぶすのに反対していたのは、そのための時期を待っていたんだ。彼らにとって、象徴となる存在が現れる時期を……」

　骨夫はそこで言葉を区切って、もったいぶるように部屋の中をうろうろと歩く。

「象徴？　組長の権田原凛りん子こか？」

「いいや、彼らの精神性を具現化した存在は、彼女じゃない。……ヤクザどもの掲げる仁義にとって、もっと象徴的な男がいる。力なんてカケラも持っていないのに周囲から一目置かれて、ヤクザからもヤンキーからも慕われている男。四天王さえ手て懐なずけて、この学園で安全を謳おう歌かしている男……」

「……嵐あらしの転校生、五十嵐いがらし真しん太た郎ろう」

　骨ほね夫おはパチンと両手を叩たたいて、番長を指さした。

「そう！　そいつを公開処刑するんだ。何の力も持たないあの男が、誰だれからも助けられることなく番長自らの手で打ちのめされる。死なない程度に――だけど四肢に後遺症のひとつやふたつは残る程度に。あるいは植物化する程度に――人々に恐怖を刻み込める程度に。それを校内放送ＹＨＫヤンキー放送局に流してやるんだ。その映像は、何よりも饒じよう舌ぜつに語るぜ……この学園に、仁義なんて無いってことをね。弱者はこれから先も、奪われ続けるんだ！」

　自分の主張に酔うように、骨夫はアハハハハと声高に笑った。自分の欲求を満たすために他人を犠牲にして顧かえりみない。そんな人間の邪悪さを恥ずかしげもなく露あらわにして、開き直るかのような笑いである。通いたくもない学園に通わされる鬱うつ憤ぷんは、周囲を見下す嘲あざけりとなった。それが番長の力と結びつき――生れ落ちたものが磐ばん石じやくなる恐怖支配だった。

「思想をつぶしてから、実体をつぶすってわけか。さすがだな。……だけどその公開処刑の手はずは、具体的にはどうするんだ？　こいつはクラスメイトに守られているし、近ちか頃ごろではお菊きくに懐かれて、終始つきまとわれているぞ」

「こいつを使おう」骨夫は事前に用意していた一枚の写真を机の上に置いた。

　そこには一人の女子生徒が写っている。

「清きよ水みず鈴すずの音ね。五十嵐いがらしともっとも仲の良い生徒さ。こいつをさらって、五十嵐を体育館に呼び寄せてやるんだ。必ず一人で来いと言ってね」

「来るか、それで？」

　何の力も持たない男が、それでノコノコやってくる？　救える確証も無いのに？　死にに来るようなものだ。しかし疑念を抱く番長に、骨夫は自信満々にうなずく。

「来るとも。間違いなく来る。彼は仁義の男さ。ヤクザというのは、誰だれしもが現実の見えていないロマンチストの集まりだからね。それに来なかったら来なかったで、この清水鈴音が一人痛い目に遭うだけだよ。とりあえず試してみればいい」

「だが……この女はヤクザじゃないぜ」

「それって何か問題かい？」

　番長はしばらく考えてから、にたりと笑みを浮かべた。

「問題は無いな……何も無い」

　二人は声をそろえて高笑いした。自分たちには、筋も理屈も必要ない。白いものだって自分たちが黒といえば黒くなる、それだけの力をすでに自分たちは有しているのだ。

　それが暴力だ。権力。金。ケンカの腕っ節――そこにはすべてがある。

「それじゃあぼくは下準備をしておくよ。何、番長の力とパパの権力があれば怖いものなんて何も無いさ！　だけど、やりすぎないようにしなよ。昔みたいに、人を殺しちゃあダメだぜ。アハハハハ！」

　孝行なパートナーは、そう言って校長室を後にした。

　骨ほね夫おの去り際の言葉を呼び水に、番長は過去を思い返した。

　幼少の頃ころ、マイク・タイソンに憧あこがれて、彼は見様見み真ま似ねでボクシングを始めた。タイソンが弱者から英雄になった男だったからだ。貧乏で頭も悪い自分の目標にすべき人物像だと思った。

　彼は中学校の頃から近所のボクシングジムに通うようになった――だがボクシングジムで彼を待ち受けていたのは、スパーリングと称した先輩ジム生からのリンチだった。少しばかり才能があり、独学で鍛えていた彼は、やっかまれ、ルールさえ教えられることなく無理やりリングに立たされた。無数のグローブが、彼を打ちすえた。

　彼は怒った。立ち上がり、グローブを渡されていなかったので、裸はだか拳こぶしで抗あらがった。彼には人を殴る才能があった。しかしルールを教えられていなかったので、事故が起こった。

　スパーリング中の事故だったし、正当防衛でもあった――だが彼はボクシングジムを追放され、周囲から人殺しと忌避され、両親から絶望された。

　両親にも絶望されたとき、番長は思った――自分は、無法の中でこそ生きるべき人間なのだと。もはや秩序は自分を受け入れてはくれない。

　過去を思い返して、番長は怒りに歯は軋ぎしりした。



    

  
    
      



    

  
    
      　任にん侠きよう――仁義などという思想は、許しておけない。

　骨ほね夫おは気晴らしと金かね儲もうけのためにやっているだけだが、自分は違う。自分は無法の中でしか生きていくことができないのだ。

　五十嵐いがらし真しん太た郎ろう――この学園にあって、無力でありながら周囲から認められている男。四天王からさえ一目置かれている男。どうしてそんな男の存在を許せるだろう。この無法の世界では、力の無い者こそ明確に弱者なのだ。

　ギリギリと、真っ当な道にあったなら世界チャンピオンという陽ひの当たる場所を目指していたかもしれない鉄の拳こぶしを握りこむ。

　そのとき番長は、五十嵐真太郎という見知らぬ男のことを、はっきりと憎悪した。
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「いやあ、鈴すずの音ねさんの噂うわさの『放課後早着替え』。生で見るのは初めてだったけど大したもんスね。スケベ心で見てたけど、下着なんて一瞬のことでまったく見えやしねえ」

「本当に一瞬で制服から特攻服になるんだもんな、アニメの変身ヒロインも真っ青だぜ」

「よせよ。大したことじゃねー」

　合宿中の、コンビニへのちょっとした買出しだった。鈴音とヤクザ二人は、和わ気き藹あい々あいと雑談しながら夜の道を進む。田舎いなかの夜道で明かりも無く、人通りも無かったが、お菊きくの問題も解決したという安心感があった。

　ふと、話題が五十嵐真太郎のことに移った。

「あいつ、任侠を小説に書こうとしてるらしいぜ」

　鈴音がそう打ち明けると、二人のヤクザは歓声をあげた。

「先生はやっぱり普通のお人とは違うな。頭が良いのに、俺おれたちのことを理解しようとしてくだすってる」

「そうさな、そこらへんはゴン姐ねえさんとおんなじだ。みんながみんなそうだったら、俺たちァもっと生きやすくなるに違いねえ」

　五十嵐真太郎のことを話すと鈴音の胸には誇ほこらしさが生まれた。

　彼は自分たちとは違う。自分のような人間にはできない何かをやってくれる、そんな予感がするのだ。そして自分は彼に〈担当編集〉として力を貸すことができる。

　彼を信じることで、自分自身に価値を実感できる――それがうれしいのだ。

「なー、二人とも」

　この学園が、あいつとゴンを中心にして変わる、そんな気がしねーか？　――鈴音はそう告げようとして、両りよう脇わきのヤクザたちの顔を見た。

　その瞬間だった。

　二筋の白い閃せん光こうが、視界の両端を通過した。高速で、何かが飛んできたのだ。しかしそれが何なのかは全くわからない――ヤクザたちが、後方に吹っ飛んだ。

「カズフサ!?　ヒデヒコ!?」

　混乱しながら振り返る。大の字に倒れた二人から、みるみるうちに血液が流れ広がっていく。そこからコロコロと転がるものがある。

　それは〈硬球〉だった。そこから連想される事実に、鈴すずの音ねは戦せん慄りつの声をあげた。

「アメリカ帰りの男、イチロー！」

　足音が聞こえてきた。行く手の夜よ闇やみから、男のシルエットが浮かび上がった。

「大リーグボール６６６号、地獄のレーザービーム……。どんな距離からでも、俺おれは的を外さない……」

　鈴音は身をひるがえして走った。自分では四天王には勝てない。だがしかし、誰だれに助けを求めればいいだろう。真しん太た郎ろう、凛りん子こ、神かみ風かぜ流りゆう一いち……合宿をしている権ごん田だ原わら組の面々が浮かび上がる――だが、自分はヤクザではない！

　右足を灼しや熱くねつが貫いた――拳けん銃じゆうで撃ち抜かれたらこうなるのではないかという激痛。

　鈴音は薄暗いアスファルトに転げた。立てない。白球は足首を正確に打ち、関節を外していた。相手はそこまで狙ねらって投げたのだ。

「逃げても無駄だ、俺のレーザービームは外れない」

　レーザービーム――野球用語だ。優れた外野手による素早く正確な送球をそう呼ぶ。

　頼りない街灯の下に、その姿があらわになった。うつぶせに倒れた鈴音は、首をねじってそれを見上げた。

　野球のユニフォームに、お馴な染じみの革ジャンを羽は織おったヒゲづらのヤンキー。本名はイチロー・クワタ・ガリクソン。人種がわけわからなくなりそうな名前だが、真ん中のクワタはミドルネームだ。四天王の一人、〈アメリカ帰りの男〉……！

「人違いなんじゃねーのか？　あたしは権田原組じゃねーぞ……」

「今のおまえを見て、そんな戯ざれ言ごとを信じる奴やつがいるか？」

　鈴音は我が身を顧かえりみた――深入りをしすぎたのだ。

　権田原組と、つい近づきすぎてしまっていた。自分は確実に卒業しないといけないというのに。番長グループと敵対すべきではなかったというのに。そのために今まで、権田原組とはつかず離れずの距離を保っていたというのに……。

　だが気がつけば、あの心地よい場所に――真太郎のそばに、文芸部室にいすぎた。

「それにおまえが権田原組かどうかなんて、どうでもいい。おまえはエサだ。五十嵐いがらし真太郎をおびき寄せるためのな……」

　その名を聞いた瞬間、鈴音は自分自身が狙われたとしてもこれほどの衝撃は受けまいというほど恐怖を感じた。

「あいつが、あたしなんかのために来るかよ！　……あたしなんかを捕まえたって、来やしねーよ」

　心のどこかでは、きっと来るだろうと思ってしまっていた。そうであって欲しいと願ってもいた。それが腹立たしくて、鈴音は悔し涙を浮かべる。

「それはどうかな……それでも来るのが、ヤクザたちがいう仁義なんじゃないのか？」

「あいつは、ヤクザじゃねーよ。……もっとまっとうなモンだ！」

　にらみつける鈴すずの音ねの首を、イチローは左手のミットでがっしりとつかみ、強くひきずった。鈴音はまるで自身が球になったかのように感じた。
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『おまえと仲の良い女、清きよ水みず鈴音を誘拐した。

　もしおまえの心に仁義があるならば、放課後に一人で体育館まで来い。

　ただし、権ごん田だ原わら組に相談してはならない。権田原組に何らかの動きがあった時は、彼女の命を保証しない。我々の言うことにおまえが従うならば、命までを奪う理由は無い。そのことをよく考えて行動しろ』

　……ぼくの下駄箱の中に手紙が入っていた。もちろんラブレターではない。毒マムシ学園にそんな甘酸っぱいものなど求めるべくもなく、手紙はやっぱり果たし状だった。

　差出人には、番長と書かれていた。

　ついに番長が動き出した……よりにもよって、自分を相手に！

　ぼくは権田原組の組員ではなく、事件と直接関係があるわけではない。ただ彼らのそばで、彼らの戦いを小説にしようとしている第三者にすぎない。ぼく自身がその立場に納得しているかどうかはともかく、客観的にはそのはずだ。

　おかしいじゃないか！　ぼくのもとに現れたお菊きくといい、この手紙といい、事態は何故かぼくを中心に推移している。なんだか、はなはだ不自然だ。

　嵐あらしの転校生だかなんだか知らないが、みんなはぼくをいったいなんだと思っているのだろう。そしてぼくはこれから、どうすべきだろう……。

　手紙を握り締めて、ぼくは体育館への道を一人歩いていた。

　権田原組との相談を許さないというのは、脅しではないだろう。何となく視線を感じる。学園中のヤンキーを従わせる番長ならば、それぐらいの監視は容易たやすいことだ。

　これからどうすべきか、自分一人で判断しなければならない。

　……そしてけっきょくぼくは、つきまとうお菊を振り払い、毎日の日課だった部活動もやめて、こうして体育館への道を歩いていた。

　ぼくは逃げてもいいはずだ。

　だって無力なぼくが助けに行ったところで、被害が倍増するだけだ。鈴音を救えるどころか、ぼく自身の身の安全の保障すら無い。ぼくはヤンキーに襲われる生徒を、無駄だからといって見殺しにしたことがある。今回とそのときと、何が違うというのか。

　少しも論理的じゃない。

　ぴたりと、ぼくの足は止まった。

　……ぼくはどこかで、物事を軽く考えすぎてはいないだろうか。最悪の事態を想定してはいても、本当にそれが起こるという想像に欠けてはいないか。テレビのニュースで死者が報道されても、自分がそうなるとは夢にも思わないように……。

　思えば、自分はいつでもそうだった。この学園にやってきたことだってそうだ。盲目的に幸せを信じていた。無根拠に――夢見がちに。

　だけど、ぼくはやっぱり歩みを再開した。

　凛りん子こだったら、こういうときどうするだろう。

　口では「被害が倍増するだけじゃねえか」と言うかもしれない。しかし昂たかぶる感情のまま、彼女は一人で助けにおもむくのではないだろうか。

　本心は恐怖を感じていても、背中の救世主に笑われないよう、勇気を振り絞って。

　それが任にん侠きようというものなのだろう。

　どうしてそんな無謀なことをしてしまうのか、ぼくにはまだ理解ができないけれど……　それを小説にしたいというのなら、ぼくもそれに従わなければならない。ぼくが小説に描くものは、上辺だけのものではなく、ぼく自身の魂の叫さけびであるべきだからだ。

　鈴すずの音ねを救わなければならない。そう思い、精一杯に胸を張って道を進んだ。

　いつかのような感情の混乱もなく、確信を持って進んでいく。

　たとえそれが虚勢だとしても、こんな風に歩けば――体育館なんて、すぐそこだ。



　毒マムシ学園の体育館は、バスケットボールのコート二枚分の小さなものだ。オンボロな建物を何度も改修し、その度に不ぶ恰かつ好こうに、無骨になっていき、まるで砦とりでのようにものものしい建物となっている。そのたたずまいは、ある意味でもっともこの学園にふさわしい。

　だが扉を開けて中に入ると、世界は一変していた。

　ぼくはテレビで、ボクシングの世界王座決定戦を見たことがある。暗くら闇やみを照らすスポットライト。熱狂的な歓声。四角形のフィールド。華やかな入場曲。一挙一動を逃すまいと光るカメラレンズ。そして挑戦者を待ち受ける、威風堂々たる王者……

　それらのすべてが存在して、そこは異世界のように感じられた。

　体育館の中央にはボクシング・リングまでもが運び込まれていたのだ。名目だけ存在するボクシング部の備品だろうか？　だがそんな設備がこの学園にあったのかと、その事実さえ驚きだ。

　そしてその四角形を、無数のヤンキーたちが取り囲んでいる。誰だれもが床を踏み鳴らし、叫び声を上げて、無軌道な熱狂を見せている。中にはバズーカ砲みたいに巨大なビデオカメラでその様子を中継している者もあった――ＹＨＫヤンキー放送局!?

　これから起こることが、学園中に中継される？　いったい何のために？

　背後で、重々しい音をたてて扉が閉まった――もう逃げられないぞとでも言う風に。

　リングの中央に、王者の威厳を漂わせた男が待ち受けていた。

　そう、学園の王者――番長だった。

　そして挑戦者は――このぼくだった。そういうお膳ぜん立だてが出来上がっていた。

　意識が凍りついた。そんなバカな。どうしてこんな労力をかけて、こんな場を演出する？　ここにいるのが権ごん田だ原わら凛りん子こであったなら話はまだわかる。だけど、ぼくだぞ？　どんな必然性があって!?

「レディースアンドジェントルメン！　大変お待たせしたが、ようやく挑戦者の入場だ！」

　マイクの音声がけたたましく響き、まばゆいスポットライトがぼくに当てられた。

　忍び寄ってきた男に腕を引かれて、魂を抜かれたような面持ちでリングに導かれていく。

　……やはり、考えが足りなかったかもしれない。

　歓声はいや増しに大きくなった。「殺せ！」「殺せ！」「殺せ！」「殺せ！」と、ヤンキーたちがコールする――もちろんぼくに対してではなく、ぼくと対たい峙じしている、王者に向かって。

　番長――この学園で最強といわれる男。

　ぼく――無力な男。

　正気の沙さ汰たとは思えないマッチ・メイクじゃないか。

　ロープを乗り越えるように指示を受けて、ぼくはリングの上に降り立った。番長はグローブをつけていたが、ぼくには何も渡されなかった。

　高らかに、一切が意味不明のまま、ゴングが鳴った。

「何が起こっているのかよくわからないって顔だな？」

　番長が、ぼくに囁ささやいた。

「ここは……おまえの死刑執行場だよ。おまえは弱者の代表だ。弱いくせして……大きな顔しやがって！」

　次の瞬間、衝撃を受けた。内臓がすべて後ろに吹っ飛んで行くんじゃないかという衝撃。歓声がさらに大きくなる。腹を殴られたのだ。ぼくはその場に膝ひざをついた。しかしレフェリーが寄って来て、ぼくを無理やりに立たせた。

　レフェリー？　いや、彼の仕事はレフェリーではない。そんな常識的なものではない。

　顔をあげると、番長は喜色に染まった笑みを浮かべていた――身に何も覚えが無いが、ぼくを殴れることが嬉しくて仕方がないという笑みだった。

「こういう言葉を知ってるか？　顔面を殴られるのは天国の心地。腹を殴られるのは地獄の痛み……」

　歌うように言って、再びぼくの腹に拳こぶしを叩たたきつけた。

　呼吸することを忘れそうな苦痛に、息が止まる。

　倒れようとするぼくの身体からだを、レフェリーが頼んでもいないのに支えてくれる。そして痛みが引く間もなく――さらに拳が打ち込まれる。レフェリーに支えられる。テンポよくそれが続く。まるで餅もちつきだ。

　言葉の通りに、地獄のような痛みだった。それは全身に浸透して、細胞に染みこむように消えず、殴られるたびに蓄積するような痛みだった。

「ボクシングの有名な言葉だ。顔面を殴ると、相手はすぐに失神する。痛みを感じないまま天国にいける。だけど腹を殴られた相手は、地獄の苦しみに悶もだえることになる。それは、ゆっくりとやってくる。容易たやすくは気絶させてくれない地獄の苦痛だ。今日はそれを、おまえに思う存分味わわせようって趣向だ！」

　ぼくの腹を殴りながら叫さけんだ。

「許せねえんだよ！　おまえみたいな奴やつは！」

　苦痛に全身を歪ゆがませるぼくを、盛大な歓声が包み込む。

　ぼくはようやく事態を理解した――これはショーだ。中世に行われた罪人の解体ショーのような、嗜し虐ぎやく的で、残酷な見せ物。ぼくは、栄誉あるその演者に選ばれたのだ。

　倒れるぼくを、番長が見下す。

「この学園で力をもたないものがどうなるのか、それをヤクザどもに教えてやるのさ！　死なない程度に、死なない限りにな！」

　ぼくはレフェリーに支えられて、再び立ち上がることを強制される。倒れることさえ許されない。そんなぼくの腹を、番長は何度も何度も殴りつける。

　凄すさまじい豪腕だ。腹の中をミキサーでグチャグチャにされるようだ。しかし、どんなに望んでも気絶することができなかった。それは人体にはこんなにも恐ろしい苦痛が存在しているのだと教えてくれるような、夢魔的な世界だった。絶望がぼくのまなじりに涙を浮かばせた。

「す、鈴すずの音ねは……？」

　現実と夢の境目が失われるような感覚で、ぼくはたずねていた。

「いるわけねえだろ」

　再び拳こぶしが内臓を吹き飛ばした。ぼくはたまらず口から胃液を爆発させた。



    

  
    
      


五章　大抗争





　どれだけの時間が経過したかわからない。

　ぼくは何度も何度も何度も腹を殴られた。

　腹ばかりを殴られた。

　人間が水のつまった肉袋であることを認識させられる、吐き気を伴う痛みだった。

　腹の中の内臓がぐろぐろと撹かく拌はんされているような錯覚を感じた。内臓を固定する糸が千切れて、柔らかい内臓が腹の中でグニャグニャと歪ゆがむ。内臓が飛び跳ねて、背中に叩たたきつけられて、つぶれて、溢あふれ出る汁が食道を逆流するような――何度も胃液を吐き出した。

　チカチカと目の前がフラッシュする。脳の神経が焼き切れているかのようなそれは、これ以上は精神が持たないことを知らせる信号に思えた。身体からだはこの痛みを精神から切り離すべきだと主張していた。そうしなければ、たぶん気が狂うのではないか。

　にも関らず、ぼくは一向に気絶することができなかった。

　痛みが、痛みが、痛みが、痛みが――痛みばかりがいつまでも続いた。

　いつになったら解放されるのだろうか。誰だれかが助けに来るまで？　そう都合よく助けが来るものだろうか？　ヤンキーたちの歓声がぼくを包む。そうだ、ぼくは番長だけでなく無数のヤンキーたちにも取り囲まれている。たとえ都合よく権ごん田だ原わら組が来たとしても、今のぼくを助け出すことは不可能だ。

　痛みが、痛みが、痛みが、痛みが――痛みばかりが、いつまでも続いた。



　――どれだけの時間が経過したかわからない。

　ひたすら単純な痛みが反復されて、番長も観客も飽きることは無かったが、それに対してぼくの感覚は次第に摩滅していった。時間の感覚も無かった。

　むしろ人体の意外な頑丈さに驚くばかりである。番長の拳こぶしは人体を破壊せず、ひたすら苦痛を与え続ける工夫だけに特化していた。グローブを用意しているのもそのためだ。ぼくはひたすら錆さびついた刀でなます斬ぎりにされ続けた。

　……どうしてこんなことになったのだろう。マーブル模様の視界の世界で、ぼくは思い悩んだ。

　やはりぼくは、ここに来るべきではなかったのか。後悔が頭をよぎるが、しかしそれ以外にどうすべきだったかもわからない。

　思考はもっと深いところへと沈み込んでいった。

　そもそももっと根本的に、どうしてぼくはこんなところにいるのだろう――それは痛みからの逃避だった。どうしてこんなことになったのか？

　ぼくは凛りんちゃんを求めてこの学園に来た――だけど彼女は変わり果てていた。

　ぼくが想おもい望んだ凛ちゃんはどこにもいない。

　約束されていた幸福はすべて反ほ故ごとなり、ぼくはすべてを失った。

　すべてを失ったぼくは、文芸部員としてあの部屋に出入りするようになった。

　どうして？――学園のバカたちを変えるために？

　いや、違う。

　そんなのは綺き麗れい事ごとだ。

　不意に、ぼくは自分の本音に思い至った。

　苦痛は、ぼく自身も気付きたくなかった深層心理へと理性を誘った。

　――この学園に、ぼくの居場所が無かったからだ。

　そう、この学園にぼくの居場所は無くて、ぼくはみんなを馬ば鹿かにしながらも……寂しかったのだ。権ごん田だ原わら凛りん子こを慕うヤクザたち、楽しそうに屋台を設営するヤクザたち、素直に勉強をするヤクザたちが、ぼくは、心底うらやましかった。

　だから、思いのほか気の良い彼らに、混ざろうとした。

　そしてぼくは、任にん侠きよう小説を書くことを決意する――ヤクザたちの姿を見て――彼らの連帯と、決意と、覚悟と……そして凛子の姿を見て。

　それらは何ひとつとして、ぼくが持っていないものだったから。

　何もかも失ったぼくは、ヤクザたちがうらやましかった。仲間になりたいと願った。だけど、『ぼくには任侠がわからない』。

　何故だろう。腹を貫く苦痛がぼくに問いかける。

　何故ぼくは、真の意味で彼らの仲間になれなかったのだろう。

　何故ぼくは、孤独だったのだろう。

　何故ぼくは、いつまでも第三者だったのだろう。

　――今なら、なんとなくわかる。

　何故ならぼくは、ヤクザになるような人間じゃなかったからだ。

　金もあるし頭も悪くないし、凛ちゃんのことがなければこんな学園にいるはずもなく、学歴社会的に成功が約束されたエリートだったから――彼らの痛みを、暴力を、知らない人間だったからだ。

　だから鈴すずの音ねや凛子の言葉も、ぼくの心には響かなかった。必死で理屈を理解しようとしても、感じ取ることができなかった。

　だから、ぼくは孤独だったのだ。

　わからないことだらけだったけれど、ぼくが本当の意味でわからなかったのは、たったふたつだけだ。仁義と暴力――それはコインの表と裏。

　腹部を断続的に襲う痛み。内臓がつまった袋を執しつ拗ように攻撃される――自分が破壊されるという恐怖。だけど攻撃は、すぐに終わらせないための残酷な工夫も併せ持っている。

　ぼくは自分の吐と瀉しや物の上に転がった。観客が、学園の最下層民として、そんなぼくをせせら笑った。人は自分よりも劣るものを常に探し求めている。誰だれだって、自分より劣るものを見るのは愉快だ――ぼくが転校してすぐ、この学園たちの生徒を見下し始めたときのように。

　そう、地獄校長の言葉に共感して、彼らを猿と嘲あざけるのは、あんなにも薄ら暗い愉悦に満ちていたじゃないか。

　だけど、今はぼくが最下層だ。ゲロと血ヘドにまみれて、ゴミ以下の存在としてリングに転がっている。そんなぼくを見下して、ヤンキーたちが喜んでいる。今のぼくは、ゴミ以下の存在として扱われている。

　だから、今のぼくにはわかるのだ。

　暴力とは――仁義とは。

　追い求めた答えに、ぼくは手を伸ばしかけていた。

　今のぼくなら、その〈文学〉を完成させることができるんじゃないか？

　レフェリーは、もうぼくを立たせようとはしなかった。

　――こんなもんですかね、番長。

　そんなことを言った。

　――これ以上やったら、死ぬかもしれねえな。

　殴り疲れて、息を切らせながら番長が言った。

　だけど、視界の端にカメラレンズの光が映った。

　今の自分を、学園中の人間が見ている。

　そう思ったら、ぼくは自分の力で立ち上がっていた。

　まだやれることがある。

　無数の傷にあえぐ二人の女の子に、この学園の生徒たちに、言いたいことがある。

　文学というのは――人に想おもいを伝えることだ。

　原稿用紙は必要ない。



「……立った？」

　呆ほうけたようなレフェリーの言葉が耳じ朶だを打った。

　身体からだは泥のように重たいが、意識は鮮明さを取り戻していた。

　自分を取り巻く音声がやけにクリアに聞こえる。だけどぼくはそれを無視して、番長さえも無視して、観客を見回した。視界がぼやけている。だけどその中で、カメラのレンズをしっかりと見定めた。

「……ぼくはみんなに話がしたい。そのために、ぼくは今日、ここへやってきた」

　歓声がどよめきに変わった。番長も、レフェリーも、何が起こっているのかわからず立ち尽くしていた。ぼくは言葉を続けた。

「話したいことというのは、この学園で日常的に行われていることについて――その是非についてだ。どれだけ殴られてでも、ぼくはこの学園のみんなに、ツッコミを入れたい」

　観客に向けてではない。

　このレンズを通した、この学園の生徒たち全員に向けて、ぼくは声を振り絞った。

「……この学園に、人間はいますか？」

　どよめきさえも消えて、体育館は凍りついた。

　ここの生徒はみんな猿以下だ――そう言ったのは地獄校長を始めとした支配階級であり、そしてかつてのぼく自身だ。だけど、彼らは本当に人間じゃなかっただろうか？

　例えば無数の傷に苦しみながらも立ち向かう鈴すずの音ねと、そんな彼女をヤンキーだからと誤解し続けていたぼく。

「今わかった……。暴力って、殴ることや蹴けることじゃない……。相手の尊厳を侵すことだ。相手を人間扱いしないことだ。まるで虫けらみたいに、ゴミクズみたいに……」

「てめえ！　何勝手にしゃべってんだよっ！」

　何かが接近する風圧――番長の拳こぶしが、腹に深々とめりこんだ。ぼくはくの字に崩れ倒れる。レフェリーはそんなぼくを、もう支えてくれない。番長がチッと舌打ちをして、あとずさった――勝手に終わったって思うなよ。ぼくはまだ言い終えていない。

　再度、自分の力でふらふらと立ち上がった。番長の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがんだが、そんなのは関係ない。ぼくはカメラに向き直った。観客たちは、不穏なざわめきをたてている。

「……この学園に、権ごん田だ原わら組っていう集団がいる。屋台でタコヤキを売っている、あのヤクザたちだ。彼らはひとつの精神でつながり合い、互いを支え合っている。その精神を――仁義を、ぼくはみんなに伝えたい……一人の弱者として！」

　言わなければならない。この学園のヤクザやヤンキーたちに伝えたいことがある。

　聞いてくれ。

　ぼくはずっと、きみたちを見下していた。

　ぼくも、心の中で、みんなに暴力を振るっていたんだ。

　今のぼくになら、ヤクザたちがヤンキーに立ち向かうとき、どうしてあんなにも残酷になれたのか、心から理解できる。もしも今の自分にもそれが可能だったら、すぐそばの番長に同じことをするだろう。

　あれは、彼らの叫さけびだったんだ。大きな何かに叩たたきのめされて、だけどずっとそれをどうすることもできなくて、ずっと耐えていた悲鳴だったんだ。

　だけど勇気を持ってひとつになれば、とても敵かなうはずのない巨大な何かだって――動かすことが出来るはずなんだ。

　ぼくらは、猿なんかじゃない。

「今わかった……。仁義というのは、暴力を認めない誇ほこりのことだ！　ぼくらは人間だっていう叫びのことだ！」

　それは正義でも悪でもない。時には悔し涙を流しながら、残酷にもなれる。

　尊厳だ。

　正義や悪なんて絵空事じゃない、もっと生々しく現実にそびえるものだ。

「……しゃべるんじゃねえ！」

　再び拳こぶしが身体からだに撃ち込まれた。目の前に火花が散る。脳みそが痺しびれる。だけど、すぐに立ち上がる。

　だって、わかったんだ。わかったんだから、伝えなきゃいけない。苦痛だったら、意志の力で押さえつけることができる。

　足元が覚おぼ束つかなかったが、両手を開いて、自分の姿を人々にかざした。

「今のぼくは虫けらに見えるかもしれない。だけど、ぼくはそれを絶対に認めない。きみたちもそうだろう!?　認めるもんか、だからぼくたちは、何度だって立ち上がるんだ！　任にん侠きようになろうとするんだ！　自分より弱いものを守って、互いに守りあって、それで暴力に対抗するんだ！　人間になりたいんだよ！　おまえらもそうだろう!?　権ごん田だ原わら凛りん子こは立ち上がった！　ヤクザたちも勇気を振り絞って立ち上がった！　だったら、おまえらも立ち上がれよ！」

　聞いてるかよ、なあ！

　観客たちは何も答えない。ただ無言で、ぼくに視線を送っていた。

　ぼくが人間であるかどうか、見極めようとしているのだと思った。

「なんで立つんだよ……くそ……何言ってやがる……」

　背後で番長がつぶやく。

「……殺しちまうぞ」

　声色に、ぎらりと抜き身の光沢が輝いた。

　まぶたの裏に、ヤクザたちが見えた。凛子の号令に奮い立ち、覚悟を決める任侠たちの姿。ぼくも今は、彼らといっしょだ。だからぼくは叫さけび声をあげて、番長に立ち向かった。

「猿として生きるぐらいなら、人間として死ぬ覚悟なんだよ、ぼくらは！　みんなだってそうだろ!?　勇気を持てよ！　いつまでそうやって、ウダウダしつづけるんだ！」

　その瞬間、激しい衝撃が脳みそを揺さぶった。

　世界が剥はく落らくした。

　ぼくの顔面に拳が撃ち込まれていた。腹ではない。天国への一撃だった。脳のう髄ずいを直接砕くかのような右ストレートだった。

　バチン！　と停電になったみたいに、意識が閉ざされた。



　　　＊



　文芸部室に五十嵐いがらし真しん太た郎ろうの姿はなかった。

　担当編集の清きよ水みず鈴すずの音ねもいない。彼らの行方を知っているものは、誰だれもいなかった。

　権田原凛子は、嫌な予感がした。担当編集を連れてどこぞへ取材にでも行ったのだろうか？――内心の不安を振り払うようにそう考える。しかしこんな時期に、そんなことをするだろうか？　そもそも取材対象になるべきヤクザたちは、今も篭ろう城じようを続けているのだ。

　まったく気持ちが落ち着かないまま放課後になって、数十分が過ぎた。恐ろしく長い、不穏な数十分だった。やがて突然、部室の静寂が破られた。

「姐ねえさん、大変だ！」

　学園内を少し回ってみると言って出て行ったヤクザの一人が、一枚の紙きれをもって、飛び戻ってきた。それを見て、彼女は眉まゆをひそめる――それは学園新聞だった。

　学園新聞といっても毒マムシ学園の学園新聞なのだからろくなものではない。滅多に発行されないし、されたとしてもその内容は番長グループの身内ネタと近所の美お味いしいラーメン屋情報である。どうやら珍しく号外が配られていたらしい。

「そんなこたどうでもいいんです！　テレビを！　テレビをつけてくだせえ！」

　ヤクザが顔色を失って叫さけぶ。テレビだって？――ビデオ教材を使うことを名目に、各教室にはテレビが一台ずつ備え付けられている。もちろんそんな高度な授業が行われたためしは一度も無い。ヤクザの一人がテレビに歩み寄って、「何チャン？」とたずねた。

「ＹＨＫヤンキー放送局だ！　ＹＨＫ!!」

　ヤンキー放送局？　――ＹＨＫも毒マムシ学園の課外活動のひとつだが、その主な活動内容は昼休みや放課後にＡＶや裏ビデオなどの卑ひ猥わいな映像を流すことである。

　だが映し出された映像を目にして、部屋中の人間は稲妻に打たれた。

　まるで世界王者決定戦のように彩られた体育館に、ボクシング・リングが備え付けられている。

　そこで、大勢の観客に囲まれて――五十嵐いがらし真しん太た郎ろうが、ひたすら番長に殴られていた。

　殴られるたびに崩れ落ち、その度にレフェリーに無理やり立ち上がらせられている。

　試合だなんて正気なものではない。これはリンチだ。凛りん子こは顔色を失った。

「おい、何でこんなことになってるんだ!?」

　号外を片手に握ったヤクザは、わかりやせん、わかりやせんと激しく首を振った。

「そ、外で号外が配られてたんです！　号外には、権ごん田だ原わら組を処刑するって書いてあって、それでＹＨＫを見ろって……」

「先生は組員じゃねえだろう!!」

　口をついて出たのは、ほとんど悲鳴だった。

　とにかく体育館に行きやしょうと、ヤクザの一人が茫ぼう然ぜん自じ失しつの凛子の手を引いた。

　そうだ、その通りだ。戦うと決めてから、どんなことが起きても冷静でいるつもりだったのに……。

　思考が千々に乱れていた。自分のそばにいて欲しいと願いはした。だけど、五十嵐真太郎をこんな目に遭わせるつもりはなかった。

　シンくんをこんな目に遭わせてはならなかった……。

「みんな、体育館に行くぞ！」何とか声を絞り出すと、彼女の号令に従って、ヤクザたちは部室を飛び出した。

　校舎はどこもかしこも無人だった。その不自然な事実を気にも留めず、権田原組は、校舎を駆けていく。だが、下駄箱からグラウンドに出て、凛りん子こたちの足は止まった。

　体育館への道を阻むように、無数のヤンキーたちが立ちはだかっていた。

「こ、こりゃあいったい……」ヤクザの一人がつぶやいた。

　まるで学園中の無法をグラウンド一面に凝縮したような、ヤンキーたちの軍勢だった。

　何人いる？　数十？　いや、数百……？

「弱きを助け、強きを挫くじく！」

　だが怯おびえることを知らぬように、ヤクザたちは叫さけんだ――凛子の教育通りに。

「とにかく姐ねえさん、戦わねえと！」

「ま、待てよ！」

　凛子は思わず制止したが、それを聞かずヤクザたちは、圧倒的なヤンキーの軍勢に雪崩れ込んでいった。

　まるで合戦のような正面衝突だ――だがあまりにも無謀な合戦だ。

　しかし凛子は、冷静な思考を失っていた。指示を出さないと！　まともにぶつかっても、ヤクザたちがヤンキーたちに敵かなうわけがない。一人の強さはもちろん、数でも負けている。……策が必要だ。しかし、時間をかけて策を練り、それで勝ってどうする？　……時間がかかっては真しん太た郎ろうが助からない！　とにかく急いで体育館に行かないといけない！

　争いから取り残されるように、凛子は立ち尽くしていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　目の前で男たちが衝突している。ヤクザたちは見る見るうちに押されていく。ドミノ倒しみたいに次から次へと倒れていく。このまま放ほうっておけば、すぐに全滅してしまうだろう。悲鳴。怒号。策が必要だ。……どうしよう。どうすればいい。

　……こんなにも直接的に、シンくんに被害が及ぶなんて考えてもいなかった。そもそも彼は巻き込まないつもりだったのに。

　もっと自分のペースで対抗できると思っていたのに……。

「何をぼーっとしている！　権ごん田だ原わら凛りん子こ！　しっかりしろ！」

　迷いを切り裂くように、声が届いた。その背後から、一人の男が駆け抜けていく。

「ちょいやぁああああああっ！」

　お馴な染じみのかけ声は神かみ風かぜ流りゆう一いちのものだ。彼は素早くウンコ座りの構えをとると、その姿勢のまま空へ飛んで行った。宙を舞い、両手両脚を振り回して、次から次へとヤンキーを打ち倒していく。

　四天王の登場に、ヤンキーたちに動揺が走った。

「て、てめえは神風流一！　この期に及んで番長に逆らうか！」

「いくらてめえだって、この数じゃあ勝ち目はねえぞ！」

　神風流一をヤンキーたちが取り囲む。だが彼は再び宙を舞い、鮮やかに身をかわした。

「勝ち目など問題ではない！　俺おれは、惚ほれた女のためなら……退路などいらぬ！」

　その四肢が、再び人間離れした動きを見せる。次から次へと、ヤンキーは鮮血を撒まき散らかしていった。ウンコ座りのまま宙を舞い、両手両脚を振り回す奇怪な格闘家――だが今の彼を見て誰だれがカッコ悪いなどと言うだろう。その一騎当千の働きに、劣勢だったヤクザたちも勢いを取り戻した。

「流一の兄貴だ！　流一の兄貴が来てくだすった！」

「きさまら、道を作るぞ！　組長の通る体育館までの道だ！　きさまらの姐あね御ごのために、命がけで道を切り開け！」声高に、流一は号令した。

「おうっ！」と応こたえて、倒れていたヤクザも立ち上がり、ヤンキーたちに向かっていく。

「行け、権田原凛子！　あの男のところへ！」

　神風流一が叫さけぶ。あの男というのは――もちろん五十嵐いがらし真しん太た郎ろうのことだ。

　凛子は震えた――彼が自分に特別な想おもいを抱いているというのは、自うぬ惚ぼれではないだろう。にもかかわらず、彼は我が身を挺ていして道を作ってくれるのだという。

　……彼はそこまで自分のことを想ってくれていたのだ！

　その想いを知ったがために、凛子はかえって金縛りにあった。彼らに負け戦を強要して、自分は彼のもとへ走れというのか。この戦いのために出来るはずのことを何もせずに、どうしてそんなワガママができるだろう！

「おい、権田原凛子！　しっかりしナ！　こ、こいつに乗れェ！」

　突然のダミ声に振り向くと、そこに改造バイクにまたがる巨大な男がいた。

「……アンパン!?」

　アンパンは番長グループ寄りの男だったはずである。だがそのバイクの後部には、お菊きくも乗っていた。彼は愛車を自慢げに叩たたいた。

「乗りなヨ！　神かみ風かぜ流りゆう一いちがヤンキーどもを引き寄せてるうちに、う、薄くなった戦線を、こいつでぶち抜くぜ！」

「どうして、アンパンがあたしたちを!?」

「いいから乗りなよ！　シンタローを助けるんだ！」

「だけど、みんなが……」言いよどむ凛りん子こを、しかしお菊きくが強引に引き寄せて、後部座席に座らせる。唸うなりをあげて、バイクが発進した。

「お、俺おれの愛馬は凶暴だゼェ！」

　同時に、その場でＹＨＫヤンキー放送局の音声を中継していたグラウンドのスピーカーから聞き慣れた声がした。それはずっと殴打音と歓声しか拾っていなかったが、そのとき不意に、五十嵐いがらし真しん太た郎ろうの声が聞こえ始めた。

〈この学園に、人間はいますか？……〉

　彼が何かを言っている……？

　アンパンのバイクが爆音をあげて、ヤンキーたちの人垣に突撃していく。

「……そうだ、行くがいい凛子、愛する男のもとへ！」

　神風流一が悄しよう然ぜんとつぶやく。

「俺は振り向いてもらえずとも、陰日なたに花を咲かせてみせよう……。ふっ、今の俺は最高に悲劇的にカッコイイ……」

「てめえ、何をぶつくさ言ってやがる！」

「ふっ……かかってこいザコども！　きさまら一人残らず……ええい、とっさのことでカッコイイ言葉が思い浮ばん！　とにかく八つ当たりだみんな死ねッ！」

　振り向く凛子の目に、無数の敵に立ち向かう流一の姿が映った。まさしく一陣の神風となって彼は戦場を特攻する。

「りゅ、流一……」

「突っ切るぜ！　しっかり掴まってろよナ！」

　薄くなった戦線に、アンパンのバイクが飛び込んでいく。

　それに気付いたヤンキーたちが大慌てで群がってきた。

「あのバイク、止めろォ!!」

「身体からだを張ってでも行かせるなぁ！」

　だがそれをヤクザたちが押し留とどめた。拮きつ抗こうするヤクザとヤンキーの戦場に、真太郎の声が響く。

〈今わかった……。仁義というのは、暴力を認めない誇ほこりのことだ！　ぼくらは人間だっていう叫さけびのことだ！……〉

「そうだぁ！　俺たちは人間だぁ！」

　言葉に同調して、ヤクザが叫びをあげた。それは巨大な奔流になって、ヤンキーたちに押し寄せた。まるで窮きゆう鼠そが猫を噛かむように、ヤクザは劣勢を挽ばん回かいしはじめた。

「み、みんな……」

　シンくんが、仁義を語ってる……。

　そして、その言葉のもとに、みんながひとつになっている……。

「みんな引くなよ！　絶対に引くんじゃねえ！」

「道を開けるぞォ！　ゴン姐ねえさんを行かせるんだ！　先生を助けるんだ！」

「今こそゴン姐さんの教えを思い出すんだ！」

「姐さんから教わった『トヨタノヴィッツ』の『センソー論』のことだな！　よし、あれを活いかせば勝てる！」

「バカ、トヨタのヴィッツは自動車じゃねえか！　それを言うなら『クラウゼヴィッツ』の『戦争論』だ！」

「よし、正面衝突は避けるぞ！　狭いところに連中をおびき寄せて、グループワークで叩たたくんだ！」

「それを言うならチームワークだけど、意味は別に間違ってない気がするぜ！」

「とにかくやっちまえ！　相手はケンカは強えけど俺おれたちよりバカだ！」

　ヤクザたちは声をそろえた――「なんたって俺たちは、ゴン姐さんの授業を受けている！」

　ヤクザたちの統率だった〈戦術〉に、戦場が混乱した。同時にヤンキーたちは躊躇ためらいを感じていた――五十嵐いがらし真しん太た郎ろうの声を聞いて。

　さらに戦場を揺るがす鬨ときの声がした。現れたのは、真っ白い服をまとった軍勢だった。

「ごきげんよう！　わたくしたちこそはレディース〈百ゆ合り地じ獄ごく団だん〉！」

「感動しました！　テレビに映る五十嵐真太郎とやらの言葉に感動しましたっ！　あの男にだったらお姉さまを奪われてもやぶさかではないっ！」

「しかしそのお姉さまがあの番長にさらわれたとのこと！　お姉さまに言われて今まで協力を躊躇っていましたが、今こそ地獄団も権ごん田だ原わら組の掲げる理想に加勢するとき！」

「ごきげんよう！　お姉さまのロザリオにかけて！」

　白い特攻服の群れが、言葉とは裏腹の獰どう猛もうさを見せてヤンキーたちに襲い掛かる。

　形勢は逆転した。戸惑うヤンキーたちは、剥むき出しの感情に押し流されていく。

「ピリオドの向こう側まで行くぜェ！」

　アンパンが叫さけんだ。鉄の馬が唸うなりをあげて、ヤンキーの人垣をぶち破った。そのまま体育館を目掛けて加速する。



　向かい風を受けながら、アンパンが理由を告げた。

「……あ、あの五十嵐って奴やつはヨ、俺に教えてくれたんだ。……教えてくれなかったら、俺は大事なダチ公を殺してたかもしれねえ。お、教えるってことはヨ、人の命そのものと同じぐらい大切なことだ。知らねえってことは、怖こええことだ。お、俺は馬ば鹿かだからヨ、誰だれも何も教えてくれなかった。だけど五十嵐は、お、俺のことを見下さずに、教えてくれたんだ。権ごん田だ原わら組はどうでもいいけどヨ、あいつは救ってやらなきゃいけねえ！」

　人垣を破ってバイクは進む。体育館までの道のりは、決して遠くない。

「バカな俺おれでもわかったんだ……。こ、この学園は、変われるのかもしれねえ。いや、変わるべきなんだ。お、俺なんかでも、変われたンだからヨ！」

　だが道中にはまだ、ヤンキーたちが守りを固めていた。グラウンドよりも少数精鋭のヤンキーたちだった。番長の恐怖に身を突き動かされた彼らは、無謀にも加速するバイクに躍りかかってアンパンを叩たたき落そうとした。

「お菊きく、やれェ！」

「よしきた！　……権田原凛りん子こ、ボクを押さえてろ！」

　アンパンと凛子に挟み込まれるようにして、走るバイクの上でお菊の小さな身体からだが立ち上がった。ヤンキーたちは雪崩を打って襲い掛かる。

　臨戦態勢の彼女は、ポケットから取り出すまでも無く両手にヨーヨーを装備している。その手から、無数の光が瞬いた。

「日本ヨーヨー協会非公認最終奥技……十連発ループ・ザ・ループ！　いい子は絶対に真ま似ねするなっ！」

　彼女の両手の指に結ばれたヨーヨー、実に十個が流星群のようにヤンキーたちにほとばしった。無数のラインストーンに飾られたそれは、光り輝く鈍器となってヤンキーたちを打ち倒す。

「身をもって知れえっ！　これがボクのヨーヨーだっ！」

　戻ってくるヨーヨーはすべて正確な操作によって、再び前方へと飛んでいく。次から次へとヤンキーたちが打ち倒されていく。輝くヨーヨーがひるがえっては幾重にも視界を彩った。それはまさしくヨーヨーの小銀河――あっという間にヤンキーたちは掃討されて視界が開けた。その先に、そびえ立つ体育館が見えた。

　あそこでシンくんは闘っている！　早く行かなければと凛子の気は急せった。

「俺たち四天王が二人いれば無敵ヨォ！」

　――その瞬間、高速で飛んでくる何かを、凛子の動体視力が捕らえた。

　それはバイクに、吸い込まれるように衝突した。

　びくんとバイクが痙けい攣れんした。三人は、思わず車体に目を落とす。バイクの胴体に、小さな穴が穿うがたれていた。それは野球のボール一個分の穴だ。

　アンパンが悲鳴をあげた。

「これは……硬球かヨ!?」

　改造バイクの胴体から、カッと閃せん光こうが弾はじけた。

　アンパンは、とっさにお菊と凛子の二人を抱え上げて、そして――

「おめえらは、生きろォ！」

　――二人を投げ捨てた。それからアンパンのバイクは狂ったようにあらぬ方向に進み、壁にぶつかって、爆発した。

　投げ捨てられた凛りん子こは、ゴロゴロと転がってから立ち上がると、巻き起こる爆炎と煙の向こうにローストチキンのように焼け焦げたアンパンを見た。

「ア、アンパン！　アンパーン！」

「あいつはそれぐらいじゃ死なないよ！　……それどころじゃない！　一秒でも早く体育館に行くために、前を向きな！」

　お菊きくに叱しつ咤たされて、前を向く。体育館を背にして、そこに一人の男が立っていた。それは四天王の最後の一人――イチロー・クワタ・ガリクソンだった。一刻も早く体育館に向かわなければならない凛子の前に、その男は立ちはだかった。

「……俺おれのレーザービームは鉄をも貫き、決して的を外さない。おまえらの道は、ここで途絶えるのだ」

　絶望を宣告してから、第二球を振りかぶった。

「……くらえ！　大リーグボール６６６号、地獄のレーザービーム！」

　それは激走するバイクを正確に射抜き、鉄の胴体をも穿うがつ恐るべき一球である――とてもかわせるものではない！　死さえも覚悟して、凛子は両目を閉じた。

　闇やみの中で、カン！　という美しい音がした――恐る恐る目を開くと、凛子の目の前に彼女を守るようにお菊が立っていた。

　白球は、空に吸い込まれて星となった。

「ば、馬ば鹿かな……」

　イチロー・クワタ・ガリクソンは、驚きよう愕がくの声をあげた。

「……ヨーヨーで、俺の球を打っただと!?」

「ボクのヨーヨーをなめるな！　ヨーヨーは国民的スポーツにだって負けはしない！　……こいつはボクが食い止める！　だから、あんたは体育館に急いで！」

　その言葉に、凛子は言葉を失う――あれだけ真しん太た郎ろうを慕っていた彼女が、自分のために犠牲になって道をゆずるとは！

　本当ならば彼女こそが自分を押し退のけてでも体育館に行きたいのではないか!?

　怒れる悪鬼の表情を浮かべて、イチローがさらなる球を振りかぶった。

「そんなヨーヨーなど、俺の魔球でぶち砕いてくれる！　……くらえ、大リーグボール４２７号、破壊のトルネード投法！」

　振りかぶるイチローの胴体が、エネルギーを溜ため込むようにぎりぎりとねじられる。お菊も、ヨーヨーを手にした。

「ボクのハイパーヨーヨーは、そんなものじゃ砕けない！」

　再度、硬球とヨーヨーが衝突する。それは互角だった――硬球は空の星となり、ヨーヨーもあらぬ方向に打ち弾はじかれる。野球でいえばファールだ。

　イチローはさらに次の球を振りかぶり、お菊も次のヨーヨーを指にはめる。

　敵から目を逸そらさないまま、お菊は怒ど鳴なった。

「……それでいいんだよ！　彼がボクに振り向いてくれないことはわかってる！　ボクは認めてもらうだけで良かったんだ！　ボクのヨーヨーを！」

「子供のオモチャの分際でッ！　食らえ！　大リーグボール３２５号、幻惑のナックルボール!!」

　無軌道に揺れる魔球が放たれる。しかし彼女は惑わされず、それを打ち返した。

「……小さい頃ころの漫画雑誌にさ、ハイパーヨーヨーの特集ページがあったんだ。ハイパーヨーヨーのプロを自称する大人が、そのテクニックを紹介するページ。だからボクは、将来の夢に、ハイパーヨーヨーのプロって書いたんだ。大人たちはみんな笑った。みんなボクのことを笑ったけれど……ボクは必死で練習したんだ！　ハイパーヨーヨーを！　あの雑誌に載っていたあのプロになりたくて！」

「大リーグボール７５５号、凶きよう滅めつのジャイロボール!!」

　投げられた硬球が、幾度と無くカン！　と清すが々すがしい音をたてる。それは空に浮かぶ切ない星になる。

「なれないよ、わかってる！　あの大人はオモチャ屋の社員で、そんなプロ、最初からいなかったんだ！　だけどボクはヨーヨーが好きだったんだ！　悪いかよ！　頭のいい人はみんなボクのことを笑う……。ボクは、認められたかったんだ……シンタローみたいな、頭の良い人に！　ボクのヨーヨーを認めてもらえて、嬉しかったんだ！」

「大リーグボール８２２号、怒ど涛とうの千本ノック!!」

　どんな魔球にも、彼女のヨーヨーは一歩も引かなかった。

「ボクたちヤンキーは、みんなコンプレックスの塊だよ！　四天王だって、みんなそうさ。誰だれだって認められたいんだ。あいつだって、本当は……。あいつだって、どんな気持ちであの魔球を生み出して、四天王と呼ばれるようになったのか……！」

　スピーカー越しの声が、ここまでも届いた。

〈認めるもんか、だからぼくたちは、何度だって立ち上がるんだ！　任にん侠きようになろうとするんだ！　自分より弱いものを守って、互いに守りあって、それで暴力に対抗するんだ！　人間になりたいんだよ！　おまえらもそうだろう!?……〉

　イチローは瞳ひとみに炎を宿して振りかぶった。その鬼気迫る表情は、甲こう子し園えんを目指す球児のそれと何も変わらない。だけど彼のいる場所は、夢へとつながることのない毒マムシ学園だ。現実に絶望するように、彼は狂声をあげた。

「絶対に止めてやるぞ！　俺おれの魔球で……俺の大リーグボールで！　この一球にすべてを賭かけてやる！　行くぞ最後の大リーグボール９９９号！　滅びのバーストストリーム！」

「だから行って、権ごん田だ原わら凛りん子こ！　シンタローを救えるのはきみしかいない！　変えてくれよ！　この学園を！」

　その声に背中を押されて、彼女は駆け出した。

　もう迷いは無かった。迷ってはいけない。彼女の背中は仁義に染まった。

　想おもいのこもった魔球とヨーヨーが火花を散らす。二人は同時に叫さけんでいた。

「四天王の名にかけて、ここは通さん！」

「四天王の名にかけて、助けてみせる！」



　凛りん子こはひたむきに走った。もともと広い学園ではない。体育館はすぐそこだった。

　やがて駆けるスピードを落しながら、ようやく体育館の扉へとたどり着いた。扉越しでも、暴力の気配が感じられるような気がした。

　――怖いと、凛子は扉の前で一瞬だけ躊躇ためらった。ここから先には、誰だれの助けも無い。

　だけど彼女はすぐに迷いを捨てた。

　策も戦術も必要ない。任にん侠きようが頼れるのは、少しの知恵と勇気だけだ。

　扉を開いた。

　薄うす闇やみからスポットライトに照らされて、リングの上に二人の男を見み出いだした。

　傷だらけの男の姿に、凛子は自分が理想として追い求めた〈任侠〉を見た。

　自分も、任侠にならなければいけない。

　恐れる気持ちを捨てて、みんなを助けることができる、彼の文学に負けないような任侠に……。



    

  
    
      


六章　任侠





　ひととき、気を失っていたらしい。

　思い返すことも無かった昔を、夢に見ていた。

　それは他た愛あいも無い過去だった――友達の少ないぼくに、声をかけてきた少女。

　それがぼくと凛りんちゃんの、はじまりだった。

　理屈っぽくて読書好きで成績が良いなんて個性は、小学生社会では嫌味に思われるだけだ。だけど彼女は「シンくんは頭が良いんだ。じゃあいっしょに東大に入ろう！」と言ってくれた。

　本当に大事なのは約束じゃなくて、ぼくのことを見過ごさなかった優しさだった。そう、彼女は何も変わっていない。あのときから、彼女はすでに任侠だった。

　ぼくの目の方が、曇ってたんだ……。

　答えが夢に浮かび上がったとき、ぼくは誰かに呼ばれたような気がした。その呼び声のようなものが、夢の曖あい昧まいなもやをかきわけて――ぼくの意識を現実の、体育館のリングの上に帰還させた。ぼくはふらふらと立ち上がった。

　ぼくが立ち上がっても、しかし体育館は静まり返っていた。無数の観客は、誰だれ一人としてリングを見ていなかった。彼らはそろって、ある一点を注視していた。番長も、ぼくに背中を向けてそちらを見ていた。

　体育館の入り口に、外からの逆光を受けて一人の女のシルエットが浮かび上がっている。

　凛りんちゃんがそこにいた。凛りんとした顔つきで体育館の入り口からにらみつけていた。

　そう、彼女は何も変わっていない。何時間も迷子になって、ようやく母親にめぐりあえたような安あん堵ど感に包み込まれた。もう大丈夫だと思って、その場に座り込んだ。

「何をやっている！　そいつをつまみ出せ！」

　番長が叫さけんだ。観客への、すべてのヤンキーに対する命令だった。

　だけど体育館内は静まり返ったままだった。誰もその命令に従わなかったのは、この場にいた誰もが、心のどこかでその時を待っていたからに違いない。

　来るべき時が来たのだ。

　ぼくの言葉は、確かに彼らに届いたのだ。変わるのだ、この学園が――人々はその予感を感じているに違いなかった。

「……怖いのか、この俺おれが。いつか自分が弱者に落ちるのが怖くて、俺の命令を聞けないのか……」

　静寂に見守られて、凛ちゃんは悠々と迷いなくリングに向かってきた。入場曲など何もないけれど、誰もが彼女を真の挑戦者だと理解していた。

　彼女が弱い一面を隠し持っていることを、このぼくは知っている。しかし、今この瞬間の彼女はいつにもまして力強かった――これが、任にん侠きようだ。今にも途切れそうな意識をつなぎとめて、それを見届けようと苦心する。ぼくなんかは前座に過ぎない……。

　彼女は和服の裾も気にせず軽やかにロープを飛び越えて、リングに降り立つ。

　そして、肩で息をする番長に向かって、挑発的に笑うのだ。

「カチコミに来てやったぜ。……なのに、見る影も無ねえな。すでにお疲れじゃねえか。ガッカリさせてくれるぜ」

　堂々たるヤクザの姿だった。

　それを合図に、二人の戦いの火ひ蓋ぶたが切られた。

　怒りにかられた番長が、彼女に向かっていく。

　観客は誰も声をあげなかった――誰もがその戦いの意味を理解していた。この戦いの勝ち負けで、この学園は大きく変わる。すべての支配関係が清算される。誰もがそれを認めて、固唾かたずを飲んでいた。体育館はリングただ一点を除いて凍りついた。

　番長は往年の〈マイク・タイソン〉のような〈ピーカブー・スタイル〉だった。だがそこに防御の意識はない。ぼく相手のときと違って、上体を大きく揺り動かしながら様々なパンチをコンビネーションで放つ。まるで巨大な竜巻のようだ。こんな攻勢をかわせるものだろうか？

　だが凛ちゃんは、踊るようなフットワークで身をかわした。

　彼女は、番長と戦えるほど強いのだろうか？　スレンダーな彼女と比較すると、番長の巨体はともすれば二倍にも三倍にもみえる。その丸太のような拳こぶしが当たれば、彼女の身体からだは一瞬で砕け散ってしまうように思えた――ぼくにも劣る女の子の腕力で、どうやってあの暴力を打倒するのか。

　だが、凛りんちゃんは嘲あざ笑わらった。

「ぜぇぜぇ息を荒げながらじゃれつきやがって！　おめえは犬かよ！」

　ひたすらぼくを殴り続けていた番長には疲労の色が濃かった。軽やかにパンチをかわしながら、彼女は嘲ちよう弄ろうの声をあげる――それは、明らかな挑発だった。

「……おめえはすでに、先生の仁義に負けてるんだ！」

　番長の顔つきが、目に見えてはっきりと変化した。

　鬼のような憤怒の表情を浮かべてその右腕を振り上げる。殺意さえ込もった、渾こん身しんのストレートだった。

　凛ちゃんは踊るのを止やめていた。地面を踏みしめて、その全体重をかけて、パンチに向かっていった。

　右ストレートが、彼女に当たる――彼女が砕け散る――危ないと思う間も無く、彼女は優雅に首を傾かしげていた。そこを、大振りのパンチが通過した。彼女はそれを、挑発によって呼び込んだのだ。細く白い腕が、蛇のように絡みついた。

　静寂だった。

　あご先を貫くライト・クロスカウンター。

　天国への稲妻。

　その火花は正確に脳天を揺さぶって――やがて滑り落ちるように、番長は倒れた。

　任にん侠きように、力は必要ないのだ――ただ恐怖に飛び込む、知恵と勇気さえあれば。

　座り込むぼくの目前で、彼女は自分が勝者だとばかりに堂々と右腕をかざした。



　観客たちは、ひとときどうしていいのか困惑していた。

「マジかよ……」

「おい、俺おれたちはどうすりゃいいんだ？　番長、負けたぞ」

「俺、これ放送し続けちまって良かったのか？」

　カメラマンもおろおろと周囲を見回した。ふと、誰だれかが言った。

「……負けたとか、勝ったとかじゃねえ……変わるんだ」

「そうだ……見ろよ、あれを。あの二人の方が、よっぽどすげえよ」

「変わるって、何が変わるんだよ」

「わかんねえ。……わかんねえけど……」

　やがて、手を叩たたく音がした。

　それは、最初は一人か二人分ぐらいだったが、次第に大きくなり、やがて体育館中に響き渡った。次から次へとヤンキーたちは立ち上がり、拍手でもって二人を――汚物にまみれた任にん侠きようと、勇気でもって番長を倒した任侠を称たたえた。

　今まで恐怖の名のもとに抑圧されていたものが溢あふれ出たように、それはいつまでたっても止やむことがなかった。



「先生！」

　戦いの緊張感から解放されて、彼女はぼくに駆け寄ってきた。

「青白い顔しやがって！　大丈夫かよ!?」

　彼女だって、血の気を失って白くなっている。でもきっと、ぼくはそれよりもっとひどい顔をしているのだろう。

　血と吐と瀉しや物にまみれているぼくを、彼女は優しく抱き上げてくれた。

　スポットライトの光が、その白い頬ほおを照らしている。大きく見開かれた瞳ひとみがぼくに向かって潤んで輝いている――息のかかる距離にあるそれは、ぼくのよく見知った顔だ。

　権ごん田だ原わら凛りん子こを前にして常にあった緊張は、カケラもない。

　言葉がこぼれ落ちるように、ぼくはしゃべった。

「……凛りんちゃんはやっぱり任侠だね。最高にカッコよかった」

　自分が〈凛ちゃん〉と呼ばれたことに、彼女はきょとんとしてから、照れくさそうに笑った。

「シンくんこそ……最高の任侠だった。誰だれより、カッコよかったよ」



    

  
    
      



    

  
    
      「こんなゲロまみれなのに？」

「任にん侠きようってのは、いつだって泥にまみれてるもんだよ」

　言いながら、彼女はぼくを抱きしめる。汚物にまみれて、リングに打ち捨てられて冷え切った身体からだにじんわりと温かさが伝わる。身体の芯しんに熱が灯ともる――良かった。ぼくはもう独りじゃない。

　これでもう、元通りだ。

　たとえエリートコースから外れたって、約束された幸せを見失ったって、どんなときでも、どんな場所でも、ぼくはぼくのままでいられる。

　ぼくがシンくんで彼女が凛りんちゃんで、すべてが本来あるべき形に戻った。

　このぬくもりさえあれば――ぼくは何者にも、どんな暴力にも立ち向かえる。そういうぬくもりに、ぼくはこの学園で再会したんだ。

　たとえ地位や肩書きがなくても、たぶんそれが本当の、人の生きる意味なんだ――。

　――そしてぼくは意識を失った。幸福な未来を確信しながら。



　　　＊



　……とつぜんの振動に、ぼくは意識を覚かく醒せいさせた。

　凛ちゃんがふざけて揺さぶっているのかと思ったが、もちろんそうではなかった。

　体育館が――地面が震動している！

　慌てて上体を起こすと、体育館はパニックに陥っていた。頭がくらくらするのに耐えてあたりを見回すと、普段から避難訓練をろくに経験していないヤンキーたちが大混乱しつつ押し合いへし合いしながら出口に殺到している。

「こ、これは、いったい……？」

　立ち上がりながらうめき声をもらすと、凛ちゃんがぼくを支えてくれる。

「外に出よう！」と、腕を引いた。

　大地が震えている！

　逃げ場を求めるヤンキーたちが狭い出口に詰まっている。まるで猛烈な便秘のようだ。ぼくたちもその流れになんとか混じって脱出を試みた。

　どうやら自然の地震では無いようだが？

　ようやく体育館から脱け出すが、地響きはどんどん大きくなっていく。

　グラウンドでは、ヤンキーたちとヤクザたちが並び立って、呆ぼう然ぜんと校舎を見上げていた。誰だれもが石像に変化してしまったかのように棒立ちだった。ぼくらもその視線の先を追った。

　そこには慣れ親しんだ毒マムシ学園の校舎がそびえ立っている。

　息をのんだ。

　そのコンクリートの直方体が、激しく振動し、地面を揺らしている。

　震源は校舎だったのだ！　校舎が揺れている！

「な、何が起きてるんだ!?」

　そう叫さけんだ凛りんちゃんに返事をするように――スピーカーが激烈な笑い声をあげた。

「アハハハハハハハハハハハハヒハハハハッハハハハハ！」

　気が狂ったような、男の笑い声だった。

「番長を倒したからといっていい気になるなよ！　あんな役立たずを倒したところでこの学園は何も変わらない！　この学園は、この学園は……！」

　声の抑揚に合わせるように、校舎の揺れが激しくなる！

　目を疑った。コンクリートの外壁に、直線のひびが走る。

　無数の亀き裂れつから――校舎がズレた！

　無数のパーツに分かれて、それらが移動し――校舎が、別のものに『変形』していく！

「認めないぞ！　このぼくが認めない！　弱者は弱者！　絶望は絶望のままに！　この学園の真の黒幕、黒くろ川かわ骨ほね夫おと……」

　激動する校舎は、やがてひとつの形を描いていく――コンクリートで構成された巨人の姿に！

「黒川骨夫と、この〈地獄校舎ロボ〉が、いる限りなァ！」

　何の装飾も無い、のっぺりと無味乾燥な四階建ての直方体だった校舎が――今、見上げると首が痛くなりそうなほどの巨大ロボットに変形した……。

　……何だ、コイツは。

　ぼくの疑問に答えるように、笑い声が響く。

「アハハハハ！　パパに頼んで造らせたんだ！　見ろよ！　おまえらが頼る野蛮な筋肉なんてぼくには必要ない！　金と権力だ！　これが本当の暴力さ！　おまえら子供のお遊ま戯まごととは違う、本当の暴力だッ！　この学園に変化なんて認めないぞ。クズどもはクズのまま、ぼくの支配を受け続けるんだ」

「てめえは誰だれだ」凛ちゃんが問うた。

「ぼくの名前は黒川骨夫。そこでのびてる役立たずの黒幕。そして地獄校長のひとり息子さ。ウフフ、ぼくが本当の番長だ！　影の番長――そう、影番長だ！」

　ぼくも凛ちゃんも、その名前は知らなかった。だが目の前にそびえ立つそれは、まるで社会を支配する権力を具現化したように、圧倒的に巨大だった。

　ぼくたちが力なき子供であることを思い知らせるように、圧倒的に巨大だった。

　生徒たちは、ヤンキーもヤクザも一様に、驚きと恐怖で身を硬直させていた。

　何を動力にしているかわからないが、パーツのすき間から白い排気をたなびかせて――巨大ロボが起動する。空気を切り裂くモーター音とともに巨大な足が振りあがり……ゆっくりと振り下ろされた。鼓膜を破りそうな地響きが、ぼくたちの身をすくませる。

「踏み潰つぶしてやるよ！　五十嵐いがらし真しん太た郎ろうと権ごん田だ原わら凛りん子こ！　おまえらの、スリッパで叩たたき潰したゴキブリのような無残な最さい期ごでもって……この学園の無法は保たれるんだ！　番長、これが本当の絶望だよ！　大人の力だ！　アハハハハハハハハッハハハ！」

　脅かすようにゆっくりと向かってくるロボに対して、誰だれも動けなかった。

　質量――巨大さ。それはもっとも根源的な力だった。動物的な本能を、どうしようもなく恐怖に染めあげる力だった。神話の巨人を目の当たりにしたように、生徒たちは痺しびれて動けない。踏まれるのをただ待つみたいに立ち尽くした。

　誰もが諦あきらめたように、動けなかった。誰も口を開けなかった。

　ぼくも、凛りんちゃんさえも。

　ただ一人を除いて。

「う、うおおおおおおおおお！」

　叫さけび声がした。同時に鳴り響くバイクの爆音！

　気が狂ったようなエンジン音を鳴らして、オンボロのバイクが人垣から飛び出した！

　そのバイクには、ローストチキンのように焼け焦げた男がまたがっていた！

　バイクは壊れていたものを無理やり応急処置したような不調の音を響かせていたが、その男は気にもせず走り出した――地獄校舎ロボに向かって！

「……アンパン!?」

　ヒステリックな爆音を引きずりながら、何を考えているのか、アンパンは無謀な特攻をしかけた。

「ピ、ピリオドを超えてやるぜえええええ！」

　一筋の流星になって、彼は地獄校舎ロボの足――校舎の一階あたりに激突した。

　爆発――そしてもうもうたる黒い煙。

　一瞬だけ、地獄校舎ロボが揺らいた……だがそれだけだった。

「アハハハハハ、蚊に刺されたみたいだね。無駄、無駄！」

　骨ほね夫おの嘲ちよう笑しようが響く。

　黒煙が薄れて、そこにローストチキンを通り越して真っ黒い炭となったアンパンがいた。

「アンパン、アンパーンっ！」

　ぼくは必死に声をあげるが、返事があるはずもない。

　……炭になった人間が、生きているはずがない。

　それは、どうみても死体だった。ヤンキーたちは凍りついた――無法の学園だったが……まさか校内で死人が出るなんて。

「アハハハハ、死人が出たかよ。だけどそれすらもこのぼくは乗り越えてやる！　おまえらゴミが死んで悲しむような人間なんていないんだ！　パパに頼めばすべて金で解決できる！　金だ！　おまえらはいったいいくらの価値があるかな？　アハハハハハッ！」

　だが、真っ黒い炭となったアンパンの身体からだに一筋の亀き裂れつが走った――まるで着ぐるみのチャックが開かれるように。

　校舎がロボに変形するのに負けず劣らずの超現象に、生徒たちは悲鳴をあげた。さなぎから蝶ちようが羽化するように、そこから一人の美しい貴公子が立ち上がったのだ。

　アンパンの巨体は着ぐるみだった！　何のためにそんなことをしているのかわからないが、想像するに、それは貴公子の姿が四天王としてそぐわなかったとか、バイクの風圧に耐えるためだとか、そんなところだろう。とにかくぼくはそのときはじめて、〈狂走の貴人〉という二つ名の由縁を知った。

　いや、貴公子ではない――よく見ると、それは深窓の令嬢とでも言うべき華きや奢しやな少女だった。真の姿をさらした彼女は、ダメージを隠せない足取りで校舎に向かっていく。

「は？　お、おまえ、何のつもりだ!?」

　骨ほね夫おの怪け訝げんな声も無視して、アンパンの中身の少女は校舎の一階部分にしがみついた。

「ええい、何のつもりだよ、死に損ない！　離れろ！」

　子供が地団駄を踏むように、地獄校舎ロボは足を振り上げては地面に叩たたきつける。しかしアンパンは、強風にさらされるロッククライマーのように、しがみついたまま動かない。その体勢のまま、顔だけでこちらを振り向いた。

「何をしているのですか、みなさん!?」

　気のせいか、口調まで深窓の令嬢になっていた。

「何をしてるって……」

「いや、あんたが何をやってるんだよ……」

　アンパンが叫さけんだ。

「止めるんですよ！　こいつを！」

　生徒たちは動揺した。誰だれもがその無理を悟っていた。

「む、無駄だぜ、そんなの」

「俺おれたちが何人集まったって……こんなもん、どうにかできるわけねえ」

　校舎ロボがさらなる唸うなりをあげる。凄すさまじい勢いで振られる巨大な足に、しかしアンパンはそれでもしがみついて離れない。あの細い身体からだのどこに、それほどの力を秘めているのだろう。

「諦あきらめちゃいけません！　あなたたちは……これまでどれだけ諦め続けてきたんですか！　これから先の人生も諦め続けるつもりですか!?　学園を変えるのは、権ごん田だ原わら凛りん子こや五十嵐いがらし真しん太た郎ろう個人ではない！　私たちが、みんなで変えるんだ！」

　清せい冽れつな声が生徒たちの胸を打った。

　その声に、誰もが黙り込んでうつむいた……我が身を省かえりみているに違いなかった。毒マムシ学園での、ただ荒すさんでいただけの毎日……。

　その間も、アンパンは懸命にしがみついている。

　誰かが、最初の一歩を踏み込んだ。

「……無駄じゃねーよ」

　いっせいにヤンキーたちが振り向いた。声の主は、二人の女に両肩を支えられて足を引きずる鈴すずの音ねだった。彼女は無事だった！

「あたしは、変えられる気がする。ずっとそんな気がしてた。勇気を出して、あたしも素直になることにするよ……行くぜ、百ゆ合り地じ獄ごく団だん！　このくそったれ学園を変えるぞ！」

「その一声を待っていましたわ、お姉さま！」

　白い特攻服の群れが、迷いなくロボに向かって駆けていく。

「おい、女どもが向かって行ってるのに……俺おれたちは見てるだけか!?　あんまり情けねえじゃねえか！　おめえらビビってんのかよ！」

「バ、バカにすんじゃねえ、ビビってるわけねえだろ！」

「へっ、変えられるわけがねえ。そんなわけねえけど……試してみる価値はあるかもしれねえな！」

　校庭を埋め尽くすヤンキーたちが、動き始めた。

　それだけじゃない。ヤクザたちもラジカセにスイッチを入れて、アイドルの歌声を背に走り出す。

　全長数十メートルを越える巨大ロボに、生身の人間が次から次へと飛びかかっていく。非常識な風景に、「貴様らっ！　無駄なことを！」骨ほね夫おが狼ろう狽ばいの声をあげた。

「おい、俺たちも行こうぜ！」

「しょうがねえな……番長たちのやり方は、俺も気に食わなかったんだ！」

　やがて力を持った高ランクヤンキーも走り出した。全校生徒が一丸となって校舎ロボにはりついていく。まるで建物を倒壊させる白アリの群れだった。

「無駄だ！　おまえら程度の力がどれだけ集まったところで、この校舎ロボが止められるはずが無いんだ！」

「権ごん田だ原わら凛りん子こ―っ！」

　人々の中からひときわ傷だらけで、全身を血で染めた男が空高く飛ひ翔しようした。その人影は、ウンコ座りの姿勢で飛翔し、他ほかのヤンキーたちよりも校舎の高いところにしがみついた。

「俺たちを踏み台にして、窓ガラスから校舎に入るんだ！　校舎に入ってロボの動力部を直接叩たたけ！」

「流りゆう一いち！」凛りんちゃんが感極まったようにその男の名前を叫さけぶ。

　ヤンキーたちもいっせいに、彼の提案に同意を示した。

「そうだ、道を作るんだ！　みんな！」

「窓の下に集まるんだ！」

「みんなで力を合わせて、頑丈な道を作ろうぜ！　未来への道だ！」

「任せろ！　ガテンがヤンキーの就職先よ！」

　それが侵入口となることに備えてか、窓ガラスは一階には無く、二階の位置にあった。しかし見る見るうちにヤンキーとヤクザたちはしがみつき、互いを支えあい、二階まで届くひとつの斜面となった。

　もはやうかつに足を動かすこともできず、骨夫が悲鳴をあげる。

「お、おまえら、ふざけるなーッ！　カスどもが、カスどもがこのぼくの道を塞ふさぐなんて！」

「行こう、シンくん」

　凛りんちゃんがぼくの手をとった。

　その手を握り返し、「うん」と頷うなずいた。

　身体からだは今も痛みに軋きしんでいる。だけど手足が羽根のように軽く思えて、いっしょに校舎に向かって走り出した。

　ヤンキーたちも、ぼくと凛ちゃんに手を差し出してくれた。みんなに支えてもらいながら、ぼくたちは校舎をよじ登って行く。

　窓にはすぐにたどり着けた。ぼくたちは拳こぶしを握って、それを砕こうとする――硬い感触に、拳が弾はじかれた。この窓ガラス、妙に硬い！

「アハハハ！　甘いぜ、そんなこともあろうかと二階の窓は普通の教室と違ってすべて防弾……」

「長距離狙そ撃げき型ヨーヨー、ゴルゴ！」

「大リーグボール４号、希望のサヨナラホームラン！」

　二人の四天王の声がして、同時に飛び込んできた二筋の閃せん光こうが、窓ガラスを打ち砕いた。ぼくと凛ちゃんはみんなの手助けを借りて、窓から校舎へと身を躍らせた。誰だれもがぼくたちに力を貸してくれていた。

　壁や廊下に無数の亀き裂れつが走り、校内は異様な風景に変わっていた。

「しかし動力部ったって、どこにあるんだ……？」

　今さらながらに凛ちゃんがそう呟つぶやくが、ぼくの脳裏にはひとつの風景が、電撃的に浮かんだ――あの、ハイテクな部屋！

　あれがこのロボを動かすためのものでなかったら、他ほかの何だと言うのだ、この学園にはエレベーターさえ無いのだ！

「行こう！　こっちだ！」

　ぼくはここぞとばかりに頼もしく、凛ちゃんの手を引く。校内はパーツごとに切り離され、ロボの形状を成すために複雑に移動していたが、その位置関係はなんとなく把握することができた。

　一人で体育館に向かったときと比べて、怖いものが何もない気がした。横に凛ちゃんがいる。彼女だけじゃなく、みんなが力を貸してくれている。

　一面を刷は毛けで塗られたように、廊下が色鮮やかに感じられた。今まさに世界が変わり始めているのだと実感できた。

　ぼくたちは手を繋つなぎながら走った。いつしか疲労も痛みも忘れていた。二人で一翼の鳥になったように階段を昇り、例の部屋へと急ぐ。変形の影響から無数に亀裂が走る廊下を、二人で飛び越えて進む。

　もうぼくたちはずっといっしょだ。全能感にかられてひたすら校舎を走った。彼女がいればどこにだって行けるし、きっと変えられないものなんてない。そんな気がした。

　この盲目的な過信を――しかし、いつかのように後悔することは無いだろう。

　ロボが動きを停止し、校舎の振動が止まった。

　やがて、そろそろ目的地にたどり着こうという頃ころ、目の前に黒い影が待ち受けていた。

「動くな！」

　声と同時に――ぼくたちの横を何かが高速で通り過ぎた。振り向くと、ぼくたちの背後の壁をヒビだらけにして、握り拳こぶし一つ分ぐらいの鉄球がめり込んでいる。ぱらぱらと粉ふん塵じんが散った。ぼくたちは思わずたたらを踏んで立ち止まった。

　夕日の差し込む薄暗い廊下で、ぼくたちは対たい峙じした。

　その男は、黒光りするハンドガンのようなものを手に握っていた。鉄球は、そこから発射されたもののようだ。

　この男が黒くろ川かわ骨ほね夫おだろう。細く吊つり上がった目、くちばしのように口元が尖とがった輪郭、前にむかってギザギザに突き出た前髪――見れば見るほど黒川骨夫だった。

　ロボが動きを停止したのは、操縦から離れてぼくたちを待ち受けるためだったのだ。骨夫の顔には脂汗がにじんでいたが、立ち止まったぼくたちを見るとにぃっと邪悪に笑った。

「少しでも動いたら、撃つぜ。こいつに当たったらどうなるか、もうわかっただろう？」

　ぼくは再び振り返って、壁にめり込んだ鉄球の破壊力を確かめる。確かにあんなものが人に向けられたら、ひとたまりもない。

「なんだいそりゃあ？」

　凛りんちゃんがヤクザの口調で訊たずねた。

「パパに作らせた〈コイルガン〉さ。電磁石の力で金属弾を発射するんだ。火薬を使用していないから、法律にも反しない。ロボなんか無くても、ぼくはお前らなんかに負けたりはしないさ！　最強は金なんだ！」

　十メートルばかりの距離をあけて、骨夫はぼくたちに銃を向ける。ぼくはゴクリと唾つばを飲む。だが――凛ちゃんは「へっ」と鼻で笑った。

　虚勢。それがヤクザの正しい反応だった。

「なるほど、そいつの威力はよくわかった。だけど、おめえの射撃の腕はわかんねえな」

「何？　何だって？」

「いいか、一発で仕留めろよ。じゃねえと痛い目に遭う」

　凛ちゃんはぼくから手を離すと――堂々とした足取りで、骨夫に向かって歩いた。微み塵じんの恐怖も感じられないその態度に、骨夫の方がギョッと目を剥むく。じりっと一歩しりぞいた。

「な、何考えてんだおまえ!?　こんな距離で外すわけないだろ！」

「だったら早く撃てよ。さぁ、とっとと撃ちやがれ！」

　凛ちゃんの方が脅しているみたいに、そう吠ほえる――そのとき、ぼくの方も彼女の魂胆を理解した――廊下の彼方かなたに、人影を見たのだ。

　だが、万が一を思うとぼくの手の平には汗がにじんだ。

　骨夫の手が、目に見えてぶるぶると震える。

「な、何なんだよおまえ……なんでビビらないんだよ、脅しじゃないぞ、本当に撃つぞ！　撃ったら、おまえ死ぬんだぞ」

「あたしが何なんだよ、だって？」

　そこで凛りんちゃんはピタリと足を止めた。両者、大体五メートルほどの距離。

　彼女は鮮やかな手つきでもろ肌を脱いだ。

「てめえみたいな外道に名乗るほど安い名前じゃねえが、あたしが何だって知りてえなら答えてやらあ。手前、姓せい名めいの儀ぎを権ごん田だ原わら凛りん子こと発しやす。何者かってえと、無体な学園の有様を見るに見かねて立ち上がったチンケなヤクザさ。だけどこのあたしが種を植えて、後ろの五十嵐いがらし真しん太た郎ろうが水をやった仁義の大樹、すくすく育っちまってもうあたしなんていなくても十分さ。おめえがその物騒なもんであたしを撃ったところで、おめえについていく奴やつは一人もいねえよ。そんなこともわからずに、この目の前のチンケなヤクザを撃とうってんなら、おめえさんはもう人間以下の猿だぜ！　猿にひっかかれるならあきらめもつくってもんだ！　さぁ撃て！　さぁさぁ撃ちやがれ！」

　骨ほね夫おはカーッと顔を赤くした。

「ぼ、ぼくが猿だと！　この学園のバカがよくも言いやがった！　撃つぞ！　本当に撃ってやるぞ！」

　凛ちゃんはそこで、さっと両手を上げた。演技がかった口調で言った。

「あ、やっぱり待って。撃たれるのはやっぱり困る」

「……は？　何だって？」

　骨夫の背後にまわって、そろりそろりと近づいてくる影がある。その瞬間、そいつは「ナイス時間稼ぎ！」と会心の叫さけびをあげて、背後から骨夫に襲い掛かった。

　笑いをこらえるのが、大変だった。背後から木刀を振るい、骨夫の手からコイルガンを叩たたき落したのは、鈴すずの音ねである。手首を打たれて悲鳴をあげる骨夫をさらに蹴けり飛ばし、押さえつけるように踏みつけた。

「あー、足首いてー。すげーいてー」鈴音はそう顔をしかめて、しかし言葉とは裏腹にガシガシと骨夫の背中を踏みつける。そのたびに悲鳴がもれた。

　凛ちゃんがふっと安あん堵どの笑みをこぼした。

「どうせドサクサにまぎれてついて来てると思ったぜ。世話好きで、抜け目が無くて……まったくつくづくヤンキーやらせておくにはもったいねえ」

「おめーも、ヤクザをやらせておくにはもったいねーよ」

　鈴音がそう返すと、二人はパチンとハイタッチした。

「お、おまえら……」鈴音の足元から、涙交じりのうめき声がする。「おまえら、何なんだ、何だってこんなことしやがるんだ、わけがわからない、正義の味方のつもりかよ……」

「うるせーバカ」鈴音がゴンと木刀で殴ると、骨夫は「ギャ」と声をあげて白目を剥むいた。

「あ、こら、決め台詞ぜりふを言う前に気絶させるんじゃねえよ」凛ちゃんはコホンと咳せきをする。「……正義でも悪でもねえ。あたしたちは、任にん侠きようさ」

「いよ、かっけーっ！」

　二人はゲラゲラと笑いあって、またハイタッチした。テンション高たけえ……。

　そして、ぼくと凛りんちゃんはうなずき合った。

「よし、行こう。これで最後の仕上げだ。これで学園は変わる。……いや、もしかしたらこれからが大変なのかもしれないけど」

　ぼくは彼女の手を取って、隠し部屋へと導こうとする。だが凛ちゃんは足を止めた。

「本当はさ、私、不安だよ」

　ぼくの手を柔らかく握り返して、彼女は言った。

　知っている。彼女はそういう人だ。

　学園を変革しようというぼくたちには、これまで以上の責任がのしかかるだろう。

「兄さんが、もう目を覚まさないかもしれないってわかったとき、思ったんだ。どんなに頑張っても、大きな運命や理不尽に押し寄せられて、敵かなわないときだってある。これから先の私たちにも、そういうのが待ち構えてるかもしれない。怖いよ。だけどさ、それって逃げる理由には、ならないよね」

　ぼくはうなずく。そうだ、だからぼくは決意したのだ――彼女の力になりたいと。

「何ができるかわからないけど、ぼくはそばにいるよ」

「小説、書き終わっても？」

「続編も書くから、永遠に書き終わることはないんだ」

　他ほかにもみんな、ぼくたちと力を合わせてくれる人たちが大勢いるだろう。きっとそれだけで十分だ。ぎゅっと一際強くぼくの手を握って、彼女は弾はじけそうな笑顔を返した。

「よし！　それじゃあ行こうぜ！　学園を変える、このバカみたいなロボをぶっ壊す！」

　ちなみにこのやりとりの間、鈴すずの音ねはクサイものでも嗅かいだ風に鼻をつまんでそっぽを向いていた。失礼な奴やつである。

　隠し扉を潜くぐり抜けていて、ぼくたちは例のハイテク部屋にたどり着く。そこは様々なディスプレイや計器が起動して、それらのライトでほんのりとＳＦ的に明るい。

　これで最後だ。ぼくたちはそれぞれ、そこらにあった椅い子すやら鉄パイプやら木刀やらを持ち上げて、思いっきりハイテクに叩たたきつけた――これで、学園が変わる。

　ビーッ！　ビーッ！　ビーッ！

　……耳をつんざくような音がした。

「おい鈴、こりゃ何の音だ？」凛ちゃんが鈴音にたずねる。

「バカのあたしがわかるわけねーだろー、そーいうのは先生の仕事だろーがよ」

「え？　ぼくだってわかんないよ……たぶん警報だと思うけど」

　警報という言葉になんとなく不穏な気分になっていると、ボロボロになった機械が合成音声を発した。『エマージェンシーエマージェンシー、本機はただいまより機密保持の観点から自爆モードに移行します。乗組員のみなさんはピーッという発信音の後、一分以内に脱出してください。逃げ遅れても本機は一切の責任を放棄しま……ピーッ！』

「「「ぎゃああああああああああああああっ！」」」

　ぼくたちはいっせいに逃げ出した。途中でぼろ雑ぞう巾きんみたいに放置されている骨ほね夫おを見て、数秒だけ迷ってから男のぼくが背負うことになって、しかしぼくは体力が無いのですぐにぜえぜえ言い出して凛りんちゃんがその役目を代わり、鈴すずの音ねは「足首いてー、すげーいてー！」と泣いた。

　一分は微妙な時間だった。なぜなら校舎は至るところにヒビが入ってアスレチック状態だったし、位置関係も滅茶苦茶だった。混乱していると迷子になること必至だった。



　　　＊



　真しん太た郎ろうたちが校舎ロボに突入した後……生徒たちは疲れ切った様子で、動きを停止させた校舎ロボを見上げていた。沈む夕日が巨大ロボにかかり、グラウンドは巨大な影に覆われた。

　誰だれも彼も力尽きたように倒れこんで、しばらくは指先一本も動かせる気がしなかった。それは単純な疲労のせいだけではない。やり通したという満足感と、そしてひとつの時代が終わったのだという脱力感のせいだった。

　強者だった者も、弱者だった者も、それぞれの思い出を抱いて郷愁を感じていた。誰にとっても、祭りの後のような哀愁があった。

　そして今この瞬間の彼らには、完全に平等の時間が流れていた。

「ふん……これであの骨夫に負けたなどと言ったら、五十嵐いがらしはタダではおかん」

　満身に傷を負った神かみ風かぜ流りゆう一いちが吐き捨てた。そんな彼の頭に、ガツンとピンク色のヨーヨーがぶつかった。

「負けるわけないよ！　あの二人が、あんなキツネ男に！」

　比較的元気にいきりたつのは、お菊きくだ。そんな彼女の怒りをヤクザの一人がなだめた。

「お菊姐ねえさん……ツッコミにそのヨーヨーを使うのは容よう赦しやが無さすぎですぜ……」

　頭からぶしゅーっと血を吹き出して、流一は倒れた。とどめの一撃だった。

「へへへ……見たかよ、俺おれたちは人間だったぜ」

　ヤクザの一人がつぶやいた。

「まったくだ、俺たちだってやりゃあできるんだ」

「バカだけど、人間なんだ。無限の可能性を持ってるんだぜ！」

　口々につぶやくヤクザたちを、高ランクヤンキーたちがせせら笑う。

「ヤクザども、何言ってやがるんだ？　大部分の活躍は俺の力だっつーのに」

「バカ言うんじゃねえよ、おめえの活躍なんてミジンコ以下だぜ。あのロボを止めたのは何てったって俺の力だ」

「それこそバカだぜ、あれは俺の大活躍だっつーの」

「バカバカうるせえぞ、バカヤロウ」

　ヤンキーたちはそれぞれの貢献の度合いについて、セコイ言い争いを始めた。

「きさまら、何を言い争ってるんだ？　やれ自分の力だ自分の力だと……全員ぶっ倒れてピクリとも動けない有様のくせに……」

　頭から血を流す流りゆう一いちが呟つぶやくと、ヤンキーたちはバカバカしくなって大声で笑い出した。

　誰だれもが尻しり餅もちをついたり、大の字になって転がっている中に、悄しよう然ぜんと立ち尽くす男が一人いる。かつて四天王と呼ばれた男、イチロー・クワタ・ガリクソンだった。

「本当に、この学園は変わるのか……」

　番長が敗北したという報しらせを受けた瞬間から、彼にとって世界は変へん貌ぽうしていた。

　自ら望んで番長に仕えていたはずなのに、その支配が失われた瞬間、自分が本当に心から望んでいたものの存在に気がついた。周囲の熱狂と、そして自分自身から湧わき上がる気持ちにつき動かされて、彼は地獄校舎ロボに魔球を投げていた。

「……本当に、俺おれたちは変われるのか？」

　夢から醒さめたような余よ韻いんが、未いまだに消えていない。

「変えるんですよ」

　そのつぶやきに答えたのはアンパンだった。焼け焦げた着ぐるみの上に、小さな身体からだを横たえている。誰が一番自らの身を抛なげうったかといえば、それは彼女に違いない。

「彼らは勇気とキッカケを与えてくれただけです。変わるのに要するのは、あくまでも私たち自身の意志と力です。大丈夫ですよ……私たちはひとつになって、こんなにも巨大な校舎ロボを止めることができたじゃないですか」

　――思えば、それはほんの一瞬のことだったけれど。

　何かひとつのことにこんなにも想おもいを向けて、全力を費やして、そして成功を勝ち取ったのは、初めてのことだったかもしれない……。

　自分の胸のうちには、こんなにも激しい情熱が潜んでいたのだ。それは今までやり場もなく、ケンカに向かって空むなしく費やしていたものだった。

　これからは情熱を向ける先を、自分で探していこう。何の迷いもなく、まっすぐに――。

　その場にいた者は、等しくそう思った。

　それができるということが証明されたのが、今日という日だった。コンプレックスが霧のように晴れて、誰もが等しく自らに誇ほこりを抱いた。

　自分が人間だという誇りの存在を、教えてくれた二人の任にん侠きように、人々は感謝した。

「見ろよ！　あいつらが来た！」

　誰かが校舎ロボを指差して、叫さけんだ。

　校舎ロボの足首にあたる昇降口から、人影が浮かび上がった。それは五十嵐いがらし真しん太た郎ろうと権ごん田だ原わら凛りん子この二人に違いなかった。その後をやや遅れて、鈴すずの音ねも走ってくる。

「先生とゴン姐ねえさんが帰ってきた！」

「勝ったんだ！　俺たちが勝ったんだ！」

　人々は涙混じりに叫んだ。

「変わるんだ、この学園は！　俺おれたちは変わるんだ！」

　いくつもの叫さけび声が幾重にも折り重なって、そのときヤンキーもヤクザも完全にひとつになって、巨大な喝かつ采さいが湧わき上がった。

　それに応こたえるように、人影は叫んだ。

「み、みんな、逃げろーっ！　出来るだけ校舎から離れろーっ!!」

「はぁ？」

　――次の瞬間、視界を覆い尽くす閃せん光こうが起こり、世界の破滅のような音が響いた。爆炎が校舎ロボを揺るがし、無数の亀き裂れつがその四肢を切り離す。粉ふん塵じんが巻き起こり、巨人の影は見る見るうちに崩落していく。オレンジ色の斜陽がまぶしくグラウンドを覆った。

　やがて破壊が終わりを迎えると、夕日を背景に瓦が礫れきの山が築かれた。それを生徒たちは、魂が抜け落ちたように呆ぼう然ぜんと眺めた――全員無事ではあった。

　そして生徒たちは、学園が変化したことをものすごく具体的に理解した。



    

  
    
      


エピローグ





　全壊した校舎の中で、校長室が無事だったのは幸いだった。あの空間だけが特権的に核シェルター並みの耐久力を有していたのである。その是非はともかく、校長室にあった金銀財宝を元手に、学園の再建が行われた。もともとが単純極まりない設備だったので、例の直方体の校舎はあっという間に再建された。恐ろしいことに一ヶ月かかっていない。

　そして今、ぼくは校長室からパクってきた執務机とモンブランの万年筆で文芸部の活動に励んでいる。

　ちなみに背後でヤクザたちがアイドルの歌を流して踊り狂っていてうるさい。文芸部室の他ほかに権ごん田だ原わら組の部屋が正式に割り振られたのに、彼らはぼくのことを慕ってここに集まり、そして背後で踊りだすのだ。

　すべてのヤンキーは権田原凛りん子こに従うこととなり、毒マムシ学園は何もかもが変わった。教師はいたずらに生徒に怯おびえることが無くなり、一般生徒も安全に授業を受けられるようになった。それによって学園の生徒たちの知能水準は向上した。……向上していると信じたい。背後でうるさい連中をみると、心がくじけそうになるけれど。

　組長である凛りんちゃんは、ほとんど生徒会長みたいな立場になった。呼び名はもちろん『ゴン姐ねえさん』のままだったが。

「女の子に、ゴンってあだ名は、本当にどうかと思う……」

　ちょくちょくぼくに愚痴る彼女が、ちょっぴり可愛かわいい。

　地獄校長は、何ひとつ権ごん田だ原わら組の活動に干渉しなかった。もともと彼は実の息子と番長にすべての権限を奪われていたらしい。入学式の挨あい拶さつでの姿はハリボテで、その実態は魂の抜け落ちたような中年のオッサンだった。骨ほね夫おと番長は、あれから人々の前に姿を見せていない。

「先生、調子はどうですか？」

　背後から、聞きなれない声がした。鈴を転がすような女の子の声である。

　原稿用紙から顔を上げて振り向くと、ヤクザたちはいなくなっていて、驚いたことに代わりにアンパンがいた。ただのアンパンではない――アンパンの中の人だ。

　栗くり色いろの髪を揺らして、華きや奢しやな少女がぼくを見つめていた。

　意外な来客に、ぼくは戸惑った。アンパンはあのとき以来、その中身を人々にさらすことは無かったのである。

「お久しぶりです。……あれから毒マムシ学園は、ずいぶんと変わりましたね」

　世間話をするように彼女は語りかけた。

「四天王はみんな、先生に感謝してますよ。学園が変わって、私たちもコンプレックスから解放された気がします。私たちが一番、毒マムシ学園らしい生徒たちでしたから」

　そう言って、素顔の彼女は深々と頭を下げた。いつものアンパンなら気にしないが、こんな女の子に頭を下げられると、ぼくは慌ててしまう。

「学園を変えたのは、みんなの力だよ。それにぼくは地獄校舎ロボが出てきたとき、半ば諦あきらめていた。あのときにアンパンが、諦めちゃダメだと生徒たちみんなに呼びかけてくれたおかげだ」

　ぼくの言葉に、しかしアンパンは柔らかく微笑ほほえむ。知的で余裕があった。

「でもキッカケをくれたのは貴方あなたですよ。……ジャン・ジャック・ルソーの記した哲学書が、フランス革命のキッカケとなったように」

　……きみは本当に毒マムシ学園の生徒か？

　着ぐるみを脱いだとたんに口調どころか、知性まで変わってる気がするんだけど……。

「ちなみにルソーは極度のマゾで、女性の前でお尻しりを出すことが生いき甲が斐いの露出狂でもありました」

「それはぼくとは関係ないっ！」

　なんだその決して知りたくないようなトリビアは!?

「いいから黙ってお尻を出しなさい」

「いきなり何を要求するんだよ!?」

　……話題を変えよう。美人からセクハラを受けるのは辛つらい。

「四天王のみんなは、今どうしているの？」

「イチロー・クワタ・ガリクソンは大道芸人になり、神かみ風かぜ流りゆう一いちは、新たな愛を求めて流浪の旅に出ました」

「……あいつら自由だなぁ」

　ちゃんと学園に登校するよう言ってやらないと。

「お菊きくさんは権ごん田だ原わら組のみなさんに担ぎ上げられて、アイドルデビューを目指しています」

「……あれ、冗談じゃなかったのか？」

「冗談じゃありません。マジです」

　ヤクザたちは屋台や賭と場ばといったシノギに加えて、新しく〈アイドル誕生プロジェクト〉を始めた。

　今までマイナーな存在だった天あま海み千ち早はや（通称ちーちゃん）というアイドルが最近になって大ブレイクし、『俺おれたちのちーちゃん』が失われたという複雑なファン心理から、自らアイドルをプロデュースしようというダイナミックな方向転換を生んだのである。

　ヤクザたちがアイドルにハマるのはぼくのような素人の目から見ると不自然に見えるが、ヤクザの歴史をひもとけばけっして不自然なことではないらしい。

　アイドルの起源は旅芸人にさかのぼる。そして旅芸人にステージを提供したのがヤクザたちだったのだ。戦後のアイドル文化の影には常にヤクザがおり、権田原組もそれにならうのだという。

　ヤクザたちは最初、凛りんちゃんの美び貌ぼうを活いかして『ヤクザアイドル権田原凛りん子こ』を売り出そうとしたのだが、本人の頑強な抵抗に遭い、さらに彼女が破滅的な音痴であることが発覚して、頓とん挫ざした。彼女はぼくだけのアイドルなので、ざまあみろ。

　そして現在は第二プロジェクトとして『ヨーヨーアイドル切きり原はら菊きく枝え』が動き始めているのだという。……イロモノすぎるとぼくは思う。

「だけどそれは、ある意味で『ヨーヨーのプロ』と言えるのかもしれませんね」

　アンパンはしみじみと言った。なるほど、確かにそれはそうかもしれない。

「アンパンは、どうしてるの？」

「さて、どういたしましょうか――研究所に帰りましょうか」

「は？」研究所？

「申し遅れましたが、私の本名はアンパンではなく、江え碕ざきレオナと申します。ＩＱ３１４の生徒の噂うわさとかって、聞いたことはありませんか？」

「へ？」聞いたことないけど。

　ＩＱ３１４って、円周率みたいな奴やつだな……。

「地獄校長に招しよう聘へいされて、この私が地獄校舎ロボを造りました。誘いを受けたのは、ヤンキーの生態に興味があったからです。しかしですね、とっととロボを完成させた私はヤンキーの観察を始めまして、彼らをより深く理解するために自分でアンパンスーツを発明し、それを着込んでヤンキーになりきろうとしたところ、身も心もヤンキーになりきって自分を見失ってしまったのです。実はあの時、アンパンスーツが壊れて初めて自分のことを思い出しました。自分の集中力と単純さに笑ってしまいますね、ふふふ」

　彼女は上品な笑い声をもらすが、ぼくにはちっとも理解が追いつかない。

「……ええと、するときみが造ったロボット、ぼくたちが壊しちゃったんだな。ごめん」

　よくよく考えたら、壊す必要性まったく無かったよね。

「いいえ、問題はありません。二号機はすでに完成していますから」

　その言葉に、ぼくは不気味な気持ちになって足元の床を見下ろした。まさか……。

「今度はロケットパンチを搭載しています。手首にあたる一年四組が、スイッチを押すとロケットで飛んでいく姿はなかなかカッコいいはずです」

　彼女はそこはかとなく自慢げに瞳ひとみを光らせた。「ま、大したものじゃありませんけどね」

「ていうか一年四組ってぼくのクラスだよ!?」

　使い捨ての道具にされた!?

「……さて、二号機も造ったことですし、本当にこれからどうしたものか……」

　彼女はぼくのことを気にしない素振りで首をかしげる。思考のテンポが速く、マイペースな人だった。「いや、研究所に帰るよりも……バイクで突っ走るのも中々快感でしたね。研究なんて止やめて、箱根にでも参りましょうか」

「箱根？」

「ええ、私は峠のレジェンドでもありますから。あっ、愛車はちゃんと駐輪場にとめてますよ？　もう廊下は走っていません。叱しかられましたからね」

　アンパンことレオナさんはいたずらっぽく笑った。もう何がなんだかわからない。

「今日は貴方あなたにお礼を言おうと思って来たのです。ちゃんと素顔でお礼を言おうと思って。私を――いえ、私たちを、毒マムシ学園を変えてくれてありがとう。私は変わったというよりも元に戻ったと言った方が正確なはずなのですが、なんだか生まれ変わったような気がします。生まれ変わるというのは、気持ちがいいですね。私たちヤンキーと真正面から向かい合ってくれて、ありがとう。……それではごきげんよう」

　もう一度だけ深々と頭を下げて、彼女はしずしずと文芸部室を去って行った。

　……色々と不思議な人だが、まぁ、あまり深く考えないようにしよう。

　その正体が何者であれ、彼女――アンパンがぼくの呼びかけに最初に応こたえてくれたヤンキーであることは変わらない。その証拠に、あの時希望を叫さけび、みんなに勇気を与えてくれた彼女のことを学園の生徒たちは誰だれもが忘れていない。

　というのも、生徒たちの間で、密ひそかに『アンパンの中の人（通称・アン子さま）ファンクラブ』が結成されたりしている。

　彼女がどんな人間であれ、ぼくの彼女への感謝の気持ちは揺るぎようが無い。

　……さて、珍しい人の登場によって計らずもずいぶんと執筆を中断されてしまった。

　ぼくは再び原稿用紙に向かった。



「先生よー。いつになったら小説完成するんだ？」

　しばらくすると、今度は柄の悪い感じに間延びした女の声がした。

　鈴すずの音ねが背後から原稿用紙を覗のぞき込んできたので、ぼくは身体からだを使って隠した。

「これはまだ、他人に読ませられる出来じゃないよ」

「あれだけ悩んで、よーやく書き始めてそれかよ？　担当編集にぐらい見せねーと始まらねーだろー」背後から、ぼくの肩を抱くようにして言う。

　距離、近いってば。伏せているぼくの顔の横に、彼女の黒髪がさらさらと流れる。

　こいつ、自分が女だって自覚が無さすぎるよな。

「ようやく書きたいテーマが見つかった。だけどそれを他人に読ませるのには、まだまだ〈読ませる技術〉が足りないみたいだ。想おもいだけじゃいけないんだ。もっともっと勉強しないといけない」

　これは言い訳ではなく、確かな実感だった。もう前と違って原稿用紙を埋められないということは無い。だが書けば書くほど、学ばなければならないものも見つかっていく。

　書きたいテーマ――ぼくはあのリング上で、自分の言葉が学園中の人々に伝わったときのことを思い出していた。今度は小説という手段で、人々にメッセージを伝えたい。人間と人間とが向き合い、互いに勇気を伝え合う……その快感を、ぼくは知ってしまった。

「まだまだ草ぞう履りもちさ」

　ぼくがそう言うと、彼女はようやくぼくの身体から離れて笑った。

「じゃあ、あたしが一人前になるのが先か、先生が一人前になるのが先か、競争だな」

　鈴音は今、出版社に就職するべく猛烈な勢いで大学受験の勉強をしている。

　合格すれば、恐らく毒マムシ学園史上最高の出世頭だろう。

　いつか本当に、ぼくの担当編集になりたいのだそうだ。大学受験も出版社への就職もかなり難しいことだが……きっとその夢は叶かなうだろう。

　その夢に応こたえられるよう――ぼくも常に努力を怠らないようにしなければならない。

　まったく困ったことだ。思わず顔がにやついてしまう。ぼくはこいつのことが、実のところけっこう好きだ。

「……あんまり先生の邪魔をしちゃいけねーな」

　頑張れよ、と鈴音の励ましを受けて、ぼくは執筆を再開する。面白いほど筆が進んだ。楽しくって仕方が無い。



「ねえ、執筆は進んでる？」

　柔らかな凛りんちゃんの声に、ぼくは机から振り向いた。彼女が相手なら、執筆を中断するのもやぶさかではない。

「まあまあかな……どうしたの？」

「へへへ……いや、別に用事はねえんだけどな。ちょうど時間ができて……」

　――廊下から「姐ねえさん、ゴン姐さーん！　どこですかーッ！」という声が聞こえてきた。

　凛りんちゃんはガチャリと入り口の鍵かぎを閉めた。

　扉にもたれかかって「ふぅ。この部屋で一息つくために生きてる」とため息を吐ついた。

「……なんだか大変みたいだね」

「まったく、教師まで何かとあたしに意見を求めてきやがるから、たまったもんじゃねえ」

　彼女は「ひー、疲れた疲れた」などと言いながら、椅い子すに座るぼくの上に腰掛けた。

「ぼくに座るなよ……」

「だって疲れたんだよ」

　仕方なくせめて疲れを解消してやろうと、ぼくはその体勢のまま彼女の肩やら腰やらを揉もんでやった。すると彼女はなぜかいかがわしい声をあげだしたので、ぼくはいっそ全身という全身を揉んでやりたいという欲求に紳士的に耐えた。

　なんだかよくわからないけどぼくたちの自然な関係はこんな感じだ。ヤクザであることをかなぐり捨てると彼女は甘え屋さんなのである。

　たぶん子分がみたらけっこうショッキングな映像であろう。

「ねえ、シンくん。ヤクザのあたしと普通の私、どっちが好き？」

　頬擦りしながらそんなことを聞いてくる。

「どっちも変わらないよ」



    

  
    
      



    

  
    
      「うわ、日ひ和よった回答だよ」

「だって本当のことだもの」

　いつだったか――約束された幸福がすべて無くなったと思ったことがあった。だけどそれは勘違いだった。だって彼女は何も変わってはいなかったから。

　昔みたいにじゃれ合いながら、ぼくたちはそれを確認し合う。

　不意に、激しいノックが文芸部室の扉を振動させた。

「ゴン姐ねえさんに告ぐっ！　ここに来ているのはわかっておりやす！」

「文芸部室は包囲しやした！　速やかに先生を捨てて投降してくだせえ！」

　ぼくを捨ててってどういうことだよ……縁起でもない表現だな。

「よし、十分癒いやされた！　もう行くぜ」彼女はぼくからぴょんと飛び降りた。

　そして去り際、ちょっとだけこちらを振り返った。

「それ、どんな小説になる？」

「ライトノベル。超甘々なラブストーリー」

「マジで!?　さすが、あたしの好みをよくわかってる！」

　別に凛りんちゃんの好みに合わせたわけじゃないけれど、ぼくがそういう小説も好んで読むようになったのは彼女の影響なのだから、それは必然なのだろう。

　上機嫌に去っていく彼女を見送って、ぼくは再び原稿用紙に向かう。

　そういえば事件の三日後に、彼女の兄さんが植物状態から再生した。それは医学界を揺るがすほどの奇跡であったが、事の成り行き上、何となく「まぁ、そういうこともあり得るかもしれない」と妙に納得してしまった。なにしろ校舎がロボットになるような世の中である。たまには頑張った人間に奇跡が起きても、別に構いはしないだろう。

　ぼくはその兄さんに紹介をされたのだが（どういう意味の紹介かはよくわからない）、やたらと元気な元・植物人間、その名も権ごん田だ原わら泰たい蔵ぞうにいきなり「妹は渡さん！」と言われ血で血を洗う戦いを繰り広げることになった。しかしそれはまた別の物語であるし、あまり思い出したくもない。

　泰蔵のことはさておき、頑張れる人間に勇気を与えるようなメッセージを発信できればいいな、と原稿用紙の前でぼくは思う。

　できればみんなといっしょに、お互いに勇気を与え合いながら……。

　ふと気がつくと、またヤクザたちがぼくの周りを取り囲んで楽しそうに踊っている。その音楽にあわせて、ぼくも筆を振るった。



    

  
    
      


　　　あとがき



　……仁義を切るページ数が許されていないのでサクっと自己紹介します。このたび審査員特別賞を頂きデビューと相成りました、三み原はらみつきと申します。ビシバシ頑張って面白いものを書いていこうと思いますので、どうかよろしくお願いします。



　さて実はこの作品、受賞時とはタイトルが違うのですが、その改題につきましてさっそくプロの洗礼というべき厳しいやりとりがありました。なんと、編集長じきじきにボツを食らったのです。そして担当編集の児こ玉だまさんはツンデレっぽい口調でこう言いました。

「新しいタイトルはごくペン！　に決まったから。別にあんたに期待してるわけじゃないけど、編集部みんなで考えたんだから納得しなさいよね（釘くぎ宮みやさんの声こえ真ま似ねで）」

　そのツンデレぶりに私は反論せずにいられませんでした。

「なんだよそのテレビドラマのパクリみたいなの！　ヤンクミは永遠に不滅なのかよ！」

「うるちゃいうるちゃいうるちゃーい！　そっちだってロボットアニメのパロディだったじゃない！　ふんっ！（釘宮さんの声真似で）」

　すみません、ちょっとだけ脚色しております。実際の児玉さんはダンディーな紳士ですのでご安心ください。ともあれ、このキュートでポップな四文字タイトルの売れ筋っぽさには私も胸をときめかせております。早く印税でかっぱ寿司が食べたいです。

　そして児玉さんはこうも言いました。

「あんたの原稿は内容があまりにもあんまりだから、挿絵にはかわいい萌え萌えなイラストレーターを用意するわ。楽しみにしてなさい！（釘宮さんの以下略）」

　あんまりとはどういう意味なのか聞く勇気を持てませんでしたが、やがて手元に届いた相音こもねうしおさんのイラストは素晴らしいものでした。もしかしたら百円じゃないお寿司が食べられるかもしれない……そんな期待をせずにいられないイラストでした。

　――つまり何が言いたいのかというと、この本はみなさまの力を借りまくった結晶だということです！　別に担当さんをネタにしたかったわけじゃない。さらに加えて営業さんの努力や書店さんのご厚意によって、読者さまの元に流通しているわけであります。作者の力なんてほんの一部です。ありがたや。ネタに走りましたが謝辞のつもりであります。ぴよぴよの新人である私一人では、こんな素敵な一冊は生み出せませんでした。

　だから『買う前にあとがきを見て判断する派』のあなたに、伝えたい言葉があります。

　この本は面白いです。そのままレジへお運びください。

　それを断言することで、審査員特別賞をくださった方々への感謝も表させていただきます。頂いた栄誉は私の誇ほこりです。胸を張り、今後いっそうの努力を誓います。超頑張ります。最終的にはカウンターの店で寿司を食べたいです。児玉さーん！



――要するに寿司が食いたい

三原みつき



    

  
    
      

　著者

　三原みつき（みはら・みつき）

　　２００９年に大学を卒業後、半年のうちに広告代理店入社→退社→実家から追放→新人賞受賞と、スピード感あふれるニート。

　「景気と雇用情勢がよくなりますように」と日本の平和を祈りながらスーパーで半額の食材を買い漁る毎日。

　　豚バラ肉には無限の可能性を感じています。右も左もわからない新人ですが外国産豚バラ肉という心強い仲間とともに頑張ります。頑張って生き延びます。



　イラスト

　相音うしお（こもね・うしお）

　　東京在住

　　最近ますます引きこもりがちな絵描きです。

　　ご縁があってイラストレーターをさせていただいていたりします。

　　今回、ＭＦ文庫Ｊさんで挿絵を描かせていただくことになりました。

　　好きなことは、女の子の絵を描くこと（微エロ）、以上です！

　　家事、微エロおまかせください！



    

  
    
      

ごくペン！



発行日　２０１０年３月19日

著　者　　三原みつき

イラスト　相音うしお

発行人　　三坂泰二

発行所　　株式会社メディアファクトリー

　　　　　〒１０４－｜００６１

　　　　　東京都中央区銀座８－｜４－｜17

電　話　　０５７０－｜００２－｜００１

　　　　　０３－｜５４６９－｜３４６０



cMitsuki Mihara



●株式会社メディアファクトリーＭＦ文庫Ｊ『ごくペン！』（２００９年10月31日　初版発行）に基づいて制作されました。



※本書の内容を無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。
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